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独占欲に目覚めた次期頭取は契約妻を愛し尽くす～書類上は夫婦ですが、この溺愛は想定外です～










プロローグ




　重厚な風合いの執務机の向こうに、年若い男性がいた。濃いブラウンの髪はサイドバックにあげられている。大きく印象的な目は髪の毛と同じブラウン。高い鼻び梁りょうと口角の上がった薄い唇が、彼を魅力的に見せる。極めて整った顔立ちの男性だ。

「初めまして」

　私は背筋を伸ばしてから最敬礼をした。

「梢こずえ初うい子こと申します。本日よりお世話になります」

「文ぶん護ご院いん連れんだ。……って、もう知ってるか」

　彼は人懐っこい笑みを浮かべ答えた。デスクの上で指と指を組み、わずかに頭を傾け興味深げに私を眺めている。

「遠いところを御苦労。引越しはつつがなく済んだか？」

「はい、お陰様で昨日中に無事終わりました」

「ろくに休みもやれずにすまないな」

　大きな透明感のある目。真っ直ぐな視線が私を射貫く。この綺麗な目で見つめられて、ときめく女性は多くいるのだろう。噂では、たいそう女性に人気があるらしい。

「梢、おまえは俺の叔父からなんと言われてここにやってきた？」

　彼の叔父―――『文ぶん治ち銀行』頭取に命じられたことを反芻する。言葉を選べば答えても差し支えないだろう。

「連様のお仕事の補佐をするように、と」

　文護院連は私の顔をじいっと見つめ、次に明るく声をあげて笑った。嫌みのないからっとした笑い声だ。

「そうか。でも、俺が聞いているのは、ちょっと違うな」

「は……あの」

　どういうことだろう。私は補佐、所謂いわゆる秘書業務で異動させられたはずだ。

　彼がゆったりとオフィスチェアから立ち上がり歩み寄ってきた。前に立たれると身長の高さに驚く。百八十センチ台の後半といったところだろうか。私より三十センチほど高いだろう。

「うん、写真で見たより可愛らしい顔をしている」

「え、は？」

　顔をまじまじと覗き込んでそんなことを言うものだから、困惑する。

　写真……私の履歴書でも見たのだろうか。そうだとすれば、今から三年以上前の写真だ。でも、可愛いって……。これは口説き文句だろうか。

　彼は屈託なく続ける。

「燕つばめの子どもみたいだ。見たことあるか？　こんな都心のど真ん中なのに、うちの本店の軒先に毎年巣を作りにくる。巣立ち間際の燕はあどけなくて可愛いぞ。梢の黒髪の丸い頭と、くりくりした目を見ていたら思いだした」

「あ、……はい」

　一瞬、噂にたがわぬ遊び人かと思ったけれど、まさか燕の子と並べて褒めていたとは。私は、真っ赤な口を開けるボサボサ頭の雛を思いだした。……私ってあんな印象……？

「あの、私の仕事は、連様の補佐業務ではなかったのでしょうか？　そのように伝え聞いていたのですが」

　燕の子は置いておいて、話を戻そう。先ほどの口ぶりだと私の仕事は他にあるようだ。すると、彼はふるふると首を振った。

「ああ、いい、いい。梢は今日から俺の直属の部下だ。サポートよろしく頼むぞ」

「はい」

　私はしっくりこないまま、再び頭を下げた。

「〝連様〟というのはちょっと嫌だな。さん、くらいにしておいてくれ」

「承知しました」

　文護院連、前頭取の息子で現頭取の甥。未来の頭取候補。




　梢初子、二十六歳。文治銀行仙せん台だい支社勤務。本日付で本店営業部支店長室付きに異動。




　私はこの男を頭取にするために、この文治銀行本店にやってきた。










１．異動ですね、承知しました




　私、梢初子に突然の特命と異動の辞令が下ったのは二十六歳の春のことだ。

　代表取締役頭取である文護院士し郎ろう氏たっての要請で、単身上京してきてそろそろひと月が経とうとしている。

　私は本店営業部四階の支店長室に詰め、今日の稟議書をまとめていた。八時ちょうどにドアが開く。

「おはよう、梢」

　現れたのは文護院連。この文治銀行本店の支店長であり、上階にある文治銀行本部では常務取締役という肩書を持っている。本店営業部は大おお手て町まちの文治銀行ビルにあり、支店を束ねる立場にあるが、支店のひとつでもあるため、連さんの呼称は〝支店長〟である。私は彼の直属の部下でありながら、彼の下命により〝連さん〟と呼んでいる。

「おはようございます」

「朝食は食べたか？　このあたりで美う味まい朝食が食べられるカフェはいくつか知ってる。今度一緒に行くか」

「は……ありがとうございます。ですが自炊していますので」

「たまにはカフェで朝食もいいものだぞ。俺は毎日、そんな感じだ」

　からっと笑うこの人は明るく、誰に対しても人懐っこい態度を示す。三十二歳にして要職に就いている重責など微塵も感じさせない。

「連さん、こちら昨日分の稟議書です。午前のうちにお目通しをお願いいたします」

「ああ、わかった」

　そう言いながら、パソコンで早速本部からの連絡事項のチェックを始める。たてかけたタブレットには海外の経済新聞。おそらく、国内の情報は朝食のカフェで精査済みなのだろう。支店長は取得すべき情報が多い。

　私もいつも通り彼の横に立ち、本日の予定を口にする。

「十時から本社大会議室で役員会議です。昼食は頭取のご希望で赤あか坂さかの『雨う水すい亭てい』に予約を入れました。おふたりとも私の車でお送りいたします。午後一時半に榮えい西さいグループＣＥＯの左さ門もん様がお越しになるご予定です。夜は『セントリリィズホテル』にて代議士の工く藤どう先生主催のパーティーが……」

「わかったわかった。もう大丈夫」

　面倒くさそうに苦笑いして、連さんは言う。

「ありがとう、梢。ところで、東とう京きょう暮らしもひと月になるな。どうだ、慣れたか？」

　上京間もない私を気遣って、そんなことを言う。私などに心を砕かなくてもいいのに、と思いつつ頷いた。

「お陰様で問題なく過ごせております。すべて徒歩圏内で買い物ができるのは大変便利ですね。車の運転だけがまだ不慣れで、ご迷惑をおかけします」

　都心部の道は何車線もあり、一方通行や突如として現れる右折レーンなど、ある程度知っていないと戸惑う道が多い。地方と比べ車の数も桁違いなので、用事で車を出すときは、いつも緊張する。

「いや、よくやっていると思うぞ。都内の道は慣れだ。首都高なんか、不安なときは俺が引き受けるから言えよ」

「とんでもないです。連さんに運転はさせられません」

「俺、得意だぞ」

「いいえ。私の仕事ですので。もし、社用車を一台お借りできれば、休日に練習したく思います」

　私の申し出に、連さんは楽しそうに表情を輝かせた。

「それはいいな。ドライブなら俺も一緒に行こう」

　ドライブなんて言っていない。そもそもこの人は、土日もパーティーやゴルフ、場合によっては出社して業務という多忙さだ。私の運転練習に付き合わせるわけにはいかない。

「練習ですので、私ひとりで充分です」

「そう冷たいことを言うなよ。梢の慣れない運転にドキドキしたいんだから」

　意地悪な冗談を言って私の表情を渋くさせるのは、この人なりの親愛のようだ。地方から転勤してきた部下と、円滑な関係でいたいと思っているのだろう。

「車はいつでも使え。総務に話は通しておく」

「はい、ありがとうございます」

　これで話は終わりかと思ったら、まだ雑談は続くようだ。デスクに戻りかけた私の背中に声がかかる。

「そうだ、梢の住まいの件だ。聞いたが、かなりオンボロなアパートだそうじゃないか。セキュリティ的に大丈夫なのか？」

　屈託なく言うあたりがさすが御曹司。

　私が住んでいるのはごくごく一般的な木造二階建てのアパートだ。確かに地方出身のあまり裕福でない大学生が借りていそうな佇まいだけど、そこまで〝オンボロ〟ではないと思う。

　それに二十三区内でこの大手町のオフィスに徒歩で出勤できる立地にあるアパート。〝オンボロ〟でも、それなりの家賃がかかる。家賃は全額補助と言われているが、分相応なところに住んでおきたい。

「問題ありません」

　私は当たり障りないよう答えた。色々説明するのは無駄だろうと思ったからだ。生きてきた世界が違い過ぎる。

「考えたんだが俺の部屋の隣に住むのはどうだ？　少し前まで妹の撫なでし子こが住んでいたんだ。今は婚約者と住んでいるから空いている」

　さらりと言われ、私は真顔のまま言葉に詰まった。待ってほしい。お隣だなんて近居にもほどがある。

　連さんの住まいは虎とらノの門もんの複合施設近辺の高層マンションである。仕事の後、車で送ったことがあるけれど、到底一般人の住める場所ではない。

「購入したときに改装して、中はドアひとつで繋がっているが、玄関は別だ。家賃はいらないし、便利だぞ。朝は俺が起こしてやろう」

　本当にこの人は、何を言っているのだろう。その『善意で言ってます』の顔をやめてほしい。私のような庶民にそんなアッパークラスな住まいを斡旋しないでほしい。

「お気持ちだけ頂戴します」

「そうかそうか」

　やっと出てきた私の返事に、連さんは明るく笑った。ひと月一緒に仕事しても、彼のことがいまいちわからない。私の聞いていた噂では、文護院連という人は、もう少し厄介な人だったから。




＊＊＊




　父が行員として勤める文治銀行に、大学卒業と同時に入行した。配属は地元で一番大きな仙台支店。それから四年、市内の別の支店で働く父、市内で美容師をする妹の美み雪ゆきと三人、それぞれ日々を懸命に生きてきた。

　私たち家族に〝母〟はなく、だからこそ父と姉妹の絆は強かったように思う。

　周囲の人々にも恵まれた。仙台支店の越こし野の支店長は、父子家庭である我が家を出会った当初から気遣ってくれた。私が就職試験をパスし、行員になったときは、幼い頃から見守ってくれた父の同僚たちもこぞって祝ってくれた。

　住まいの近所の人たちもまた、家族のような存在だ。夕飯に呼んでくれたり、学校の行事に来てくれたり。父ができないことは近所の人たちが手伝ってくれた。かつて大きな地震があったときも、父と連絡がつかない私と妹を近所の雑貨屋のご夫婦が保護して、一緒に避難してくれた。

　小学生のときに越してきたこの土地が私は大好きだった。以前の土地では少々困難が多かった分、この土地の温かさと優しさに包まれ、私と妹は健やかに成長したように思う。このままずっとここで、家族三人身を寄せ合って生きていけるものだと思っていた。

　そんな私に転機が訪れたのがこの春だった。

　その日、融資係の私は支店長室に呼ばれた。代表取締役頭取である文護院士郎氏が仙台支店を訪れているのは知っていた。入店してきたときにその姿も見かけた。私は顧客対応中だったので、垣間見る程度だったけれど。

　文護院頭取も、越野支店長と同じく、私たち家族によくしてくれたひとりだった。支店のいち行員とその家族に尽力してくれた頭取には、大恩があると言ってもいい。直接対面するのは一昨年の本社研修以来で、私は懐かしさと嬉しさを持って支店長室を訪れた。

『失礼します』

　支店長室に入り、一礼する。

『梢初子くん、久しぶりだね』

　ソファにかけた文護院頭取は親しげに声をかけてきた。優しげな面立ちで、大銀行である文治のトップとは思えない柔和な雰囲気を持った男性だ。

　私は越野支店長の横に立ち、もう一度礼をした。

『ご無沙汰しております』

『まあまあ、顔を上げて。そこに座りなさい。仕事中にすまないね。今日は大事な話があるんだ』

　私は促されるまま、頭取の前の席にかけた。

『入行から丸四年か。今年で五年目になったね。梢くん』

『はい、父ともどもお引き立ていただき、本当にありがたく思っております』

『はは、縁故採用じゃないよ。きみの筆記試験の成績を見たら、誰も文句は言えないさ。さらには、今日までの仕事ぶりも越野くんからよく聞いている。融資係になってから、リテール部門のトップ成績だそうじゃないか』

　私は返答に困り、小さく『ありがとうございます』と答え、さらに続けた。

『ですが、私は仕事を引き継いだだけです。素地を作ってくださったのは前任の楢なら崎さきさんや橋はし本もとさんです』

『謙虚だね。でも、きみでなければ取れなかった案件も多いと聞くよ。法人部門ばかりが重要視されていた従来の営業姿勢では、うちも時代に置いていかれてしまう。お父上もきみも、本当に文治には欠かせない人間だと思っているよ』

　うつむいてしまいそうになるのを耐える。面と向かって褒められるのが苦手なのだ。特に信頼している頭取からの言葉だ。素直に嬉しいし、それを報告し推挙してくれただろう越野支店長に感謝の気持ちでいっぱいになった。

『そんなきみに、今日は大事な相談を持ってきた。梢くん、本店営業部に来てくれないか？』

　突然の要請だった。私は驚いて、引いていた顎を上げ、頭取の顔を見た。一瞬言葉が出ない。

『転勤……ということですか？』

　私の職群は総合職だが、異動は県内のみという暗黙の了解が行内にはある。銀行員の常として、三年から五年で異動はあるし、父と同じ店舗にはならないような配慮はされる。それがいきなり東京の本店営業部？　通常ではあり得ない人事だ。

　しかも、わざわざ頭取が転勤の話を持ってやってくるなんて、明らかに妙なことである。何か特別な事情があるのだろうか。

『普通の転勤ではないんだ。私の甥である文護院連の下についてほしい。支店長室付きという形で、所謂秘書の役割をしてもらいたいと思っている』

　文護院連、その名前は私も知っていた。

　文治銀行の未来の頭取と言われる人物だ。頭取の甥であり、前頭取の息子にあたる人で確か三十代前半だったはず。すでに常務取締役の役職につき、現在は本店営業部の支店長でもある。

　単純に聞けば、出世だ。栄転だ。

　しかし、私は即座に嫌だと思った。文護院連について、あまりいい噂を聞かないのだ。

　まず、ものすごく派手な男性らしい。装いや金遣い、そして女性との交際に至るまで、とにかく一般的ではないとのこと。セレブを地でいく人だそうだ。

『あの……私が、ですか？』

『梢くんが適任だと思ったから、こうして来たんだよ』

　頭取はなんの含みもない笑顔で言う。

『甥の連は噂されるほど軽薄な男ではないと、叔父の目からは思えるんだが、何分容姿も性格も華やかな男でね。きみのようなしっかり者が傍について補佐してくれると助かるんだ』

　そんな……わざわざ地方支店から私を引き抜いていくようなことなのかしら。ついつい、懐疑的な気持ちになる。

『連の下に部下をつけることはずっと考えていたんだ。本店営業部の支店長はなかなか多忙でね。できれば優秀な人材に来てほしい。人品骨柄卑しからず、真面目で忠誠心が高い人物を数年がかりで探していたんだよ』

　人品骨柄……私はお世辞にも良いとは言えない。しかし、忠誠心だけはあると思っている。文治には恩があり、裏切るようなことだけは絶対にしない。

　もしかすると、頭取はそのあたりを加味して私に声をかけているのだろうか。

『梢、きみにとってもいい話だと思うぞ』

　越野支店長が言う。いつも厳しい口調の支店長が、今は私を気遣うような様子を見せている。私の表情が不安そうだったからだろうか。

『地方支店から本店営業部への異動はそうあることではない。それに、文護院連常務は未来の頭取。ここにいてはできない経験ができるはずだ』

　その点については魅力的だとは感じた。本店営業部支店長の秘書業務。本部の仕事も経験できるかもしれない。一生縁がないと思っていた世界を経験できるなら、興味深くはある。

　しかし、父と妹を置いて上京するのはためらわれた。

　ふたりとも私がいなくても問題ないとわかっている。成人しているのだ。でも、私たちは今まで寄り添い合って生きてきた。父と妹と離れるのは……。

『梢くん、頼むよ。きみに任せたくてここまで口説きに来たんだ』

　頭取が頭を下げ、私は慌てた。トップに頭を下げさせてはいけない。何より、文護院頭取はかけがえのない恩人だ。

　そこで気づく。頭取もわかっているのではなかろうか。私たち父子が絶対に断れないだろうと、私を抜擢したのだとしたら。

　……それだけ文護院連の補佐役は誰もやりたがらないということだろうか。そんな人の下に？

『頭取、お受けします』

　迷う心を殺し、私は答えた。そうだ。頭取の思惑は別として、請われて拒絶することなどない。あってはならない。

『私たち親子を救ってくれた御恩、今お返しさせてください。文護院頭取と越野支店長には、一生かかっても返しきれないほどの御厚情を賜っているのですから』

『そんなことは気にしなくていい。あの件で不当な扱いを受ける理由は、あのときもこれからもない。きみもお父さんも、文治に必要な人間なんだ。本店営業部で、私や甥の力になってくれるかい？』

　熱心な言葉だった。いち行員が頭取に直接請われるのはありがたいこと。私は改めて頷き、頭を下げた。

『謹んでお受けいたします』

『ありがとう、梢くん』

　頭取が私の手を取った。




　その日のうちに私は父と妹に事情を話し、上京を決めた。

『無理はしなくていい』

　父はそう言ってくれた。私の生活と職業を方向付けてしまったこと、今、また変化をもたらしそうになっていることに責任を感じている様子だった。

『初子は責務を果たそうと思っているだろうが、業務は大きく変わるだろうし、東京でひとり住まいなんて心細いだろう』

　私は首を振った。

『望んでいくのよ。きっといい経験になるわ』

　私にできる恩返しの機会が巡ってきたのだ。今の私たちがあるのも、頭取のおかげ。その頭取たっての願いであるなら叶えたい。

『お姉ちゃんと離れるのは寂しいよ』

　妹の美雪が言う。寄り添うように生きてきた三人家族の別れは私もすごく寂しい。それでも決めたことだ。

『落ち着いたら、しょっちゅう帰ってくるようにする。美雪も遊びにくればいいよ』

『うん、東京案内してね』

『お父さんも一緒に、東京の観光地、全部回ろう』

　三つ下の大好きな妹を抱き締め、私は寂しい気持ちを飲み込んだ。

　翌月、私は異動という形で上京し、文護院連に会ったのだった。




＊＊＊




　セントリリィズホテルのバンケットルームは豪奢な身なりの男女で賑わっている。この絵に描いたようなアッパークラスのパーティーを私は上京するまで目にしたことがなかった。いや、都内在住の人間だって、簡単に目にする機会はないだろう。私が付き従っている人がそういった階層の人であるというだけ。

　文護院連は、会場中央で美しく着飾った女性たちに囲まれている。男前な笑顔と豊富な話題で周囲を楽しませている……といった様子に見える。

　秘書役の私は、廊下に詰めているわけだけれど、同じように控えている秘書や要人警護員が多くいるため、廊下は廊下で人が多い。ソファなどもあり、ちょっとした控えの間状態だ。

　ひと月この人について、すでに二度目のパーティーだ。さすが大銀行本店営業部の支店長ともなると、社交界も放っておかない、というか、平日も休日も招待される機会が多くて大変そうだ。そして、若く精悍な彼はどこに行っても女性たちに囲まれている。

　文護院連支店長は、噂以上に華やかな美貌の人だ。

　整った目鼻立ち、印象的な大きな目、声は涼やかで耳に心地いい。笑うと急に幼く人懐っこく見えるので、女性の母性本能を刺激しそうだ。身長が高く、脚が長いので、私服もオーダーが多いと話していた。

　そんな男性なので、とにかく女性にモテる。

　このひと月で、何度女性と会食していただろう。お相手は、取引先企業の女社長、大企業のご令嬢、往年の大女優とその娘さん等々。これは女好きと噂を流されても仕方ないレベルだと思う。

　しかし、実際深く付き合う恋人はいない様子。どうも、食事や観劇などは誘われれば予定を空けて赴くようにしているようだ。一度、無理に予定を変えなくてもいいのでは、と進言したことがあるが、『女性の誘いを断ったら、恥をかかせてしまうだろう？』と返されてしまった。上流階級の男性は思考のレベルが違う……。

　しかし、私はこの文護院連という人をけして馬鹿にしていない。むしろ、たったひと月で尊敬すべき人物だと感じ始めている。女性との付き合いはあくまで仕事の延長で、遊び歩いているわけではない。礼節のある交友関係を築いているように見える。

　要職についているのは、頭取の甥であり後継者候補だからであることは間違いない。しかし、本人はけしてその立場に胡坐あぐらをかかず、日々真摯に仕事に取り組んでいる。実際、彼が本店営業部支店長になってから、業績は右肩上がり。各部門の目標を見直し、達成状況を自らチェックし、担当者とは忌き憚たんなく意見を交わし合っている。取引先にはフットワーク軽く出向き、顧客は信頼でがっちり確保、さらに新規融資をどんどん見つけてくるので、融資係も渉外係も「支店長を放っておくとこちらの仕事がなくなる」と苦笑いするくらいだ。

　本店営業部の面々は彼をお飾りの支店長とは見ていない。頼りになる上司だと好いている。

　ひと月、彼の秘書役を務めてみて、噂というものがいかにあてにならないか痛感した。

　わざわざ、地方から呼び寄せられたのは、文護院連支店長は相当な問題児であり、彼の人となりを知る者は補佐役につきたがらないからだろうと思っていた。

　しかし、そんなことはない。彼は有能で、明るく、人望もある。噂のほとんどは恵まれた彼の容姿や血筋に対するやっかみだろう。

　そうなるとわからなくなる。どうして私はここに呼ばれたのだろう。彼の下につきたいと願う部下は男女ともに多くいるのではなかろうか。彼の人間性を知っている者なら断る理由がない。

　ふと、会場内の連さんがこちらを見ていることに気づいた。目が合う。

　にこっと笑って見せる彼は、掛け値なしに格好いい。あくまで客観的に見ての話だ。

　恋愛経験がなく、今後も積極的に恋愛をする気がない私には、連さんは別世界の王子様だ。きっと、美しいプリンセスと恋に落ち、その女性を完璧に幸せにするのだろう。現状は、誘われたら断らないプレイボーイ王子様だけど。

　私は軽く会釈を返した。いずれ婚約者でもできれば、彼の女性関係の噂も消えてなくなるだろう。そうすれば、やっかむ噂も減るはずだ。




「あ～、疲れた疲れた」

　パーティーが終わって帰り道、後部座席ではなく助手席に座り、連さんはぐーんと伸びをした。手足が長いので、車の中で伸びるとあちこちにぶつかる。私はホテルの地下駐車場から車を発進させる。この後、誰とも予定のない彼を自宅マンションに送り届けて、私も業務終了だ。

「梢もお疲れ様。待ってるのは退屈だっただろう」

「いえ、味わったことのない世界なので、見ているだけでいい経験をさせていただいていると思います」

　これは正直な感想だ。普通なら見ることのできない空間を味わっている。誰に話すこともないので、せいぜい美雪に教えてあげる程度だけれど。

「これからパーティーなんかの機会は増えるから、慣れろよ」

「はい」

　私が彼の傍にいる理由は何だろう。ひと月が経ち、余裕が出てきたせいなのか考えてしまう。もしかして、まだ私には役割があるのだろうか。秘書業務以外に……。

「梢、そこ停めて」

　急に言われ、私は慌ててハザードランプをたく。駐停車禁止の場所ではないけれど、路肩に停めるときは緊張する。連さんがさっと助手席から降りていった。なんだろう、入って行ったのはコンビニだ。

「ほら、これをやる。食べろ」

　戻ってきた彼はドアを開けて、私の顔を覗き込んだ。差し出した手には熱々のブリトー。意外なものに私は困惑の目で彼を見つめ返した。

「これはいったい……」

「腹が減ってるだろう。何も食べてないし。俺もパーティー会場の食事はいつも食べた気がしなくてな」

「は、はあ。ありがとうございます」

「ハムとチーズ入りのブリトーが一番好きなんだ。実は大学生になるまでこういうものは食べたことがなかったんだよ。コンビニの肉まんもだぞ。信じられるか？」

　ぺらぺらと喋りながら助手席に座り直す連さん。彼は気さくで、いつもこうしていろんな話をしたがる。根っから他者を楽しませるのが好きな性格なのだろう。

「さあ、食べろ。食べたら出発だ。急がなくていい」

　そう言って連さんは自分の分のブリトーの包みを開けた。私も倣ってブリトーを開け、口に運んだ。熱くてすきっ腹にしみわたる美お味いしさだ。だけど、運転のために急いで口に押し込む。

「美味いだろ？　足りなかったか？」

　口いっぱいで返答に困った私は一生懸命首を左右に振った。

　連さんは良い上司だと思う。御曹司然とした価値観の差は感じるし、女性の扱いも私から見たらプレイボーイのそれ。だけど、仕事面も人間性も好ましい人物。

　それでいいじゃない。この状況に不審や不満を感じる必要はない。

　私のような人間を救ってくれ、引き立ててくれた頭取の恩に報いることが、私がここにいる意味だ。




　五月の朝はいいお天気だった。私はアパートの部屋で起きだし、出社の仕度を始める。連さんにオンボロと言われたこのアパートも、私には初めてのひとり暮らしのお城。ずっと家族三人身を寄せ合って暮らしてきたので、父と妹と離れてひとり朝食を取るのも朝のニュースを見るのもまだ寂しい。だけど、私も二十六、いい加減自立しなければならない。上京はいい機会だったのだ。

　そんなことを考えながら、ごはんに故郷から持ち込んだお漬物をのせて食べる。地元メーカーのお漬物を何パックも買ってきたのに、もうなくなりそう。妹の美雪に頼んで送ってもらおう。

　黒い肩までの髪をひとまとめにして、薄くメイクをする。支店長秘書なので、身なりはきちんとすべきだと、ダークスーツを選んで着ている。父がオーダースーツを用意してくれた他、連さんの妹の撫子さんからもパンプスとスーツを頂戴している。

　本店営業部に配属になったときに一度お会いした撫子さんは私よりひとつ年上。連さんによく似た華やいだ美しさを持つ女性だった。本店営業部上階にある文治銀行本部の企画部に所属していると聞いた。

　ともかく、彼女が『兄がご迷惑をおかけすると思うので』と洋服一式プレゼントしてくれた。卑屈になるわけじゃないけれど、たぶん私があまりにみすぼらしいと困るのだろう。天下の文治の次期頭取の後ろを歩くのだから。

　三センチヒールのパンプスを履いて出発する。徒歩で出勤できるのはありがたいことだ。会社員の行き交う東京駅近くを歩き、大手町のオフィスに到着する。四階までが本店営業部。それより上は文治銀行本部だ。

　四階の一角にある支店長室が私の詰めるオフィス。

　連さんより早く到着し、掃除をし、新聞や雑誌など連さんが朝チェックするものを揃える。前日に回ってきている稟議書などもだ。八時少し前に、今日も文護院連支店長がやってくる。

「おはよう、梢」

「おはようございます。連さん」

　今日もいつもの流れで、予定の説明をしようと歩み寄る。すると、先に言われた。

「九時になったら、頭取のところを訪ねてくれ」

「はい。……何か急なご用事でしょうか」

「まあ、行けばわかるさ」

　なんとなく煙に巻かれてしまった感じ。私は頷き、今日の彼の予定を伝える作業に入った。




　言われた通り、九時には本部最上階にある頭取の執務室にやってきた。

　連さんの下についてひと月が経った。現在の仕事の様子を聞かれるのだろうか。

　一方で私にはふたつ、いい想像と悪い想像があった。

　今日まで考えてきたが、やはり私は他に理由があって異動させられたのではなかろうか。そうでなければ、わざわざ地方の行員を引き抜いたりしない。

　文治は今、メガバンク化に伴い、業務の幅が格段に広がっている。サービス性の高い分野に携わる担い手を探して、若手を本部に引き抜いている可能性はある。そして、そのトップをゆくゆくは文護院連常務に任せようと思っているのではなかろうか。これがいい想像の方。

　そして悪い想像の方は……これは考えたくないことだけれど、上層部に不祥事があり、私はそのスケープゴートにさせられるのではないか。

　マスコミの餌食になったり、警察の捜査対象になったり……。そんなことは絶対に嫌だけれど、もし要請されたら、私は受けるしかない。頭取に恩返しをしたい気持ちは変わらないし、父はまだ仙台で文治の支店に所属しているのだ。

　ともかく、この呼び出しには絶対に意味があるはず。

　入室すると、室内には頭取だけではなく、撫子さんもいる。おふたりのご両親は故人なので、いわば、連さんの身内が揃っている状況。なんだろう、いよいよ不安な気持ちになってきた。

「梢くん、よく来てくれたね」

　異動の要請があったときのように屈託なく話しかけてくる頭取。私は頭取の執務デスクの前に進み出て、一礼した。

「仕事ぶりがいいと連が褒めていたよ」

「ありがとうございます」

「期待した通りだ。生活の上で、不便はないかね」

「叔父様、あまり前置きを長くせずにお願いしますね」

　横から撫子さんが口を挟み、頭取は咳払いをした。本題に移るようだ。

「梢くん、今日呼びだしたのは、きみの業務についてだ。異動してもらった真の意味と言ってもいいかもしれない」

　きた、と思った。良い話か、悪い話か。ごくんと唾を飲み込む。

　頭取が私を真っ直ぐに見て言った。

「甥の連と結婚してほしい」

　……結婚？

　いい想像と悪い想像をひとつずつしていたんだけれど、これはどちらでもない。

　結婚？　結婚って連さんと？

　私はうろたえ、言葉を探し、そろりと首を右に傾げた。

「あ……え、あ、と、その……」

　動揺し過ぎて返事が上手くできない。頭取が私の言葉を待たずに熱心に言う。

「驚かせてすまない。きみの人事は最初から、連の花嫁候補としてのものだ。公私ともに連を支えてほしくて本店営業部に呼んだ。きみの営業成績、勤務姿勢、容姿、健康状態などから総合的に選ばせてもらった」

「え、……あの……」

「初子さん、私と頭取には、兄を結婚させたい理由があるんです」

　撫子さんが口を開く。彼女はけして居丈高な口調ではない。むしろ、私を気遣うような目線を向けてくる。

「どうか、話を聞いてください。助けると思って」

　撫子さんの嘆願の横で、頭取が続ける。

「文治は知っての通り一族経営だ。私の前は、連と撫子の父親で私の兄が頭取をしていた。今から二十年前、この子たちがまだ小学生の頃に亡くなってね。私には子がなかったし、この子たちの本当の親のつもりでここまできた。いつか、連に頭取の座を譲るつもりで」

　頭取は言葉を切る。まだ混乱している私をじっと見つめる。

「しかし、近年経営の多角化に伴い収益は増大。嬉しいことだが、野心を持つ者も行内に多く現れた。連以外を後継に立てようという動きや、まだ年若い連を差し置いて先に頭取の座に就こうと狙う者がいる」

「兄は非常に有能ですし、才知溢れる人間ですが、見た目も性格も華やかなものですから軽く見られがちです。あることないこと噂をたてられやすくて。初子さんも、何かお聞き及びではありませんか？」

　撫子さんが言うことには心当たりがある。地方にまで、彼の女性好きの噂は聞こえてきた。実際はモテるだけの上品な男性だったけれど、彼自身をひと目見ただけでは、その整った容貌や麗しく華美な雰囲気から遊び人の噂を信じてしまう人がほとんどだろう。

　彼が有能な経営者になり得る人物であるという評は流れてこないのに、悪い噂ばかりが流される。それは即ち、行内に敵がいるということに他ならない。

「そこで、梢くん、私は連を結婚させたいんだ。きみのような成績優秀で堅実な細君を迎え、彼が落ち着いたということを行内外に印象付けたい」

　そんな……、私は口の中だけで呟いた。言い方は悪いけれどイメージ戦略のために結婚しろと言っているのだろうか。

「身内贔屓かもしれませんが、兄は視野が広く、文治の頭取に相応しい男だと私は思っています」

　撫子さんも言う。

「いえ、これは文護院のこだわりかもしれないわ。正直に言えば、一族以外のものに、私たちが守ってきたものを渡したくない」

　古い考えね、と付け加えうつむく撫子さん。彼女の瞳には由緒正しい名家の誇りが見えた。

「いえ、私もひと月お仕事をしてまいりまして、連さんは文治銀行のトップたりうる方だと感じています」

　素直な気持ちを伝えると、頭取も撫子さんもわずかに頬を緩めた。

「ありがとう、初子さんが兄を信じてくれるなら嬉しいわ。実は、後継者候補に私の婚約者の名前も挙がっているの。婚約者の恭きょうは、私と婚姻して一族入りするから。彼は文治本部でトレーダーの仕事をしているけれど、頭取になることは私も彼も望んでいない」

「連の未来だけでなく、撫子夫妻のためにも、連には頭取を継いでほしいと思っている」

　どうしよう、話がどんどん進んでいる。私は慌てて、おずおずと尋ねる。

「あ、あの、いくら頭取になるためとはいえ、私のような部下と籍を入れるだなんて、連さんもご不快ではないでしょうか」

　どうしても釣り合わない。それどころか、私は文護院家に入るには相応しくない血筋だと思っている。印象付けのためだけとはいえ妻として娶るなら、もっと家柄の良い女性がいいのではなかろうか。

「連には最初から、きみのことを奥方候補だと伝えてある。連は了承済みだ。むしろ、文治を継ぐという意志の方がまだ希薄というか。そのあたりもぜひ梢くんに教育してもらいたいと」

「叔父様、先に条件をお話ししませんと」

　撫子さんが口を挟むと、頭取は思いだしたというように言った。

「そうだね。大事なことだから明言しておこう。まず、結婚のお願いをしたが、きみはこれを断ることができる。もし、きみが連との結婚を断っても、きみに不利なことは何も起こらない。きみの希望の支店に配属するし、在籍していた仙台支店も数年先なら戻してあげられる。本部で経験を積みたいというなら、本部に招こう」

「あの……それは……」

　断っても私にデメリットはないどころか、良いこと尽くめというように聞こえる。

「こんな無茶な異動をさせてしまった責任があるからね。この話を聞いてもらえただけでもありがたいと思っているんだ」

　頭取はいつもの人の良い笑顔で続ける。

「だが、もし連と結婚してくれると言うなら、きみとお父さん、妹の美雪さんの一生涯の生活は保証しよう。連と離婚してもだ。これは契約書を交わすつもりだから間違いないよ」

「兄はあの通り奔放なところがあります。表向きあなたという妻を迎えても、裏で女性と会ったりするかもしれません。きっとご不快なことも多いと思います。嫌であれば表向きの妻で構いません。後継者指名後であれば、離婚してくださっても構いません。子どもをなせということも言いません」

　撫子さんが近寄ってきて、私の手を取った。

「手前勝手な身内の問題に初子さんを巻き込みます。それでもどうか、あなたの数年をお借りできませんか？　戸籍を汚してしまうことに対する対価として、生涯の保証などと、生臭いことしか言えず申し訳なく思います」

「梢くん、この通りだ。力を貸してもらえないか？」

　目上のふたりに頭を下げられ、私は困惑した。どう考えたっておかしい。

　文護院連という身内を絶対にトップに押し上げたい。私生活を落ち着かせ、印象をよくしたい。下手に上流のお嬢様を迎えるのではなく、絶対に文句が出ず、金で黙らせられる部下を妻の役職につければいい。用事が済めば離婚していい。

　……勝手過ぎはしないだろうか。すべては文護院家のお家事情で、文治銀行の内紛防止のためだ。

　私の人生を……そんな……。

　私は顔を上げ、撫子さんの手を柔らかく外した。そして一歩下がり、最敬礼のお辞儀をして言った。

「梢初子、この度のお話、謹んでお受けいたします」

　おかしな話だけれど、私はこの話を受ける。

　私はずっと、自分の人生に大きな意味はないと思っていた。大事な父と妹と暮らせればいい。いつか妹を嫁に出し、やがては父の最期を看取れればいい。そのためにも、恩のある文治銀行に尽くす。それが私の人生だった。

　女としての幸せは端から望んでいない。手に入れる気もなく、手に入ることもない。そんな資格、私にはない。

　だから、この妙な要請を受け入れる。数年、妻という役職を務めれば、恩返しができ、家族の生涯の安定が手に入る。

「梢くん、受けてくれるのか？」

「はい」

　頭取の問いに、私は力強く答えた。

「初子さん、ありがとう」

　撫子さんがほうっと息をつくのが聞こえた。

　文護院連という人が優秀なのはこのひと月でよくわかっている。人柄がいいのも、華やかな人なのも頷ける。彼が文治銀行の頭取に就くのはおそらく行員にとっては最適解だ。文治をさらに発展させてくれるだろう。

　後継者争いが起これば文治が揺れる。彼は失脚するかもしれないし、現頭取や撫子さんにも累が及ぶ。そして、大銀行である文治の揺れは、行員ひとりひとりの生活まで脅かしかねない。

　私が結婚に応じることで、微力でも防ぐ力になれるなら、受ける価値がある。

「幼い日、文護院頭取と越野仙台支店長に救われ、私たち親子は生きてこられました。私にできることでしたら、なんでもいたしたく思っています。ただ、私のような穢けがれた人間が、文護院家の戸籍をいっときでも汚してしまうことだけが……」

「きみの家の事情は、きみ自身にはなんの問題もないよ、梢くん」

　頭取が言い、撫子さんが優しく語りかけてくる。

「あなたが兄との結婚を受けてくださるなら、私たちは姉妹よ。あなたの不安や、不便は兄に代わり、私が必ず便宜をはかりますからね。どうか、よろしくね」

「はい、ありがとうございます」

　私は頭を下げた。

　最初からおかしな人事だった。頭取自ら要請にきて、破格の待遇。こんな裏があったとしても、当然。私は、私の為すべきことを為そう。




　妙な高揚感があった。思っていたのとは違ったけれど、私はやはり必要とされてここに呼ばれたのだ。

　ただ、連さんがこのことを知りながら黙っていたことを考えると、本店営業部に戻る足は重くなる。自ら、私に説明しなかったということは、実際のところどう思っているのだろう。あまり乗り気ではないのだろうか。普通に考えたら面白くないに違いない。いくら表向きとはいえ、結婚相手なのだ。それが私のような地味で、彼曰く燕の雛に似ている部下では。

　支店長室に戻ると、彼はデスクについて仕事中の様子だ。

「おかえり、梢。こっちへおいで」

「はい」

　歩み寄った私に差し出された用紙は婚姻届けだ。さすがに面食らった。今さっき話を聞いたばかりだ。

「連さん……」

「叔父と妹から話があったんだろう？　面倒事に巻き込んですまん」

　連さんは苦笑いしている。想像したような不快な面持ちではない。

「まあ、俺としては何が何でも頭取になりたいわけじゃないが、俺以外を立てるとなると、文治も少々荒れる。内輪揉めになるくらいなら、俺が後継に立つのが一番いいだろうな。俺の素行の火消しで結婚なんだから、梢には迷惑をかけると思ってるよ。結婚の条件は聞いた？」

「はい、すべて」

「その通りにしてくれていい。優秀な嫁さんを迎えたって名目がほしいんだ。今年度、外資の大きなＭ＆Ａがいくつかあって、数字の上で大きく動きがある。その成果を持って、叔父は来年度に俺を後継者指名するつもりだ」

　つまり、契約は最短で来年度中と考えればいいだろう。約二年……長い時間ではない。

　そこで連さんはふうと息をついた。

「とはいえね、梢、こんな話を簡単に受けちゃいけないよ」

　上司の口調からざっくばらんな兄のような口調になる。婚姻届けを差し出しておいて、何を言っているのだろう。

「すぐに親父さんに連絡しなさい。たぶん、うちの叔父経由でも話は行く。もう行ってるかもしれないな。でも、娘の口から言うべきだ。父親の立場からしたら、こんな形で娘を嫁にやりたいはずがない」

　どうもこれは心情的な彼の優しさだ。連さんは私と父を気遣って言ってくれている。

「梢がこの話を断っても、デメリットはないって聞いただろ？　おまえと親父さんの仕事上、不利益はないように俺も約束する。だから、無理しなくていい。いきなり契約妻になれなんて、とんでもない話だろう？」

「いえ」

　私は言葉を遮り、彼を見つめた。

「私はお受けするつもりです」

「……叔父に心酔しているのは感じていたけど、あんまり滅私奉公しちゃいけない。自分を持て、自分を」

　今度は学校の先生みたいな言い方をする。ちょこちょこ面白い人ではあるけれど、この茶化した言い方は、気遣いの一種だろう。連さんが人間性の優れた人物なのは、一緒に働けばわかる。だからこそ、私も決めたのだ。

「連さんがご不快でなければ、お傍に侍ることをお許しください」

「お傍に侍る……おまえ、またなんつう言い方を」

　連さんは口の端をひくつかせて笑った。

「俺はまったく問題ない。梢は小動物か小鳥みたいに可愛い。少々無口で、真面目過ぎるが、俺の話を熱心に聞いてくれるしな。毎日顔を合わせても飽きない」

　これは褒められているのかどうなのかと逡巡してしまう。反応に困る。

「俺たち、いい夫婦になれると思うが、頼んでもいいか？」

「はい」

　誰かの妻になる想像なんてしたことがなかった。私はそういうものとは無縁で生きていくのだと、幼い頃から思っていた。父と妹、周囲の人を大事に生きていくのがすべて。

　そんな私に、大きな仕事が与えられた。それが、私たちを助けてくれた文治銀行の未来のためなら、喜んで取り組もう。

　こうして、私は文護院連の直属の部下から、書類上の妻となったのだった。










２．年貢の納め時




　年貢の納め時とはどんなときに使うのが正解だろうか。これは俺の親友であり、妹の婚約者である小お椋ぐら恭に言われた言葉だ。

　結婚が決まったと話したら、そんなふうに言われた。『連も年貢の納め時だな』と。

　それは既婚者になるから女遊びを控えろという意味なのだろうが、そもそも俺は〝遊んで〟などいない。女性は等しく尊重すべきだし、俺を食事や観劇に誘ってくれる女性は、すべて身分のしっかりした才媛ばかり。彼女たちの好意を無下にしては、失礼にあたる。割り切った付き合いは、お互いパートナーがいなければ受けて問題ない。

　だから、パートナーができる俺には、今後女性の誘いを受けるという選択肢はなくなるのだ。

　年貢の納め時という、嫌々ながらも身を慎んで落ち着くというニュアンスは当てはまらないと思うのだが……。

　そう、ともかく、俺は結婚した。

　叔父がわざわざ仙台支店から連れてきた優秀な部下と。




　その日、我が家にやってきた引越しトラックは小さなワゴンが一台きりだった。

　梢初子の引越し荷物はとても少ない。リビングの中央にひとまとめにしても段ボール三つで全部だった。家具家電は、元の持ち主の撫子が置いて行ったものがあるので不要だとは言ったが、女のひとり住まいでここまで物が無いなんて驚きだ。撫子が恭と住むためにこの部屋を出たときは、大きなトラック二台でもギリギリだったというのに。

「初子、ようこそ我が家へ」

　名前で呼ぶようになり数日、初子はまだ戸惑った顔をする。

「連さん、お世話になります」

　俺たちは本日より同居、いや隣の部屋で近居することとなる。彼女は先日文護院家に入った。公おおやけにするのはもう少々先の予定なので、表向きは上司と部下でいくつもりだ。

「これから荷解きだな。この部屋は好きなように使ってくれ。これからは初子の部屋だ」

「はい、ありがとうございます」

「これが鍵、そしてこっちの小さいのが内扉の鍵だ。ほらそこ。俺の部屋と初子の部屋を繋ぐドアの鍵だな。どちらからでも使えるようになっている」

　初子の小さな手に鍵を乗せると、リビングに面した内扉と交互に見て、緊張の面持ちでいる。俺の目には初子のつむじが見える。丸い頭は本当に燕の頭みたいだ。初子は折り目正しく、どこか軍人っぽさもあるくらいきっちりしているが、顔立ちは小動物系の愛らしさがあるし、小鳥みたいな可愛らしい声をしている。俺は縁あって契約の妻になってくれた部下をまあまあ気に入っている。

「夫婦といっても、同居というわけじゃない。俺に気兼ねはいらないぞ。出勤も別々でいいし、食事の心配もいらない。俺の部屋はハウスキーパーが来るが、初子の部屋も同じように頼むか？」

「いえ……私は、結構です」

「そうか。ああ、でも内鍵はいつ使ってくれても結構だ。勝手に入ってこい。夜這いはいつでも歓迎だ」

「よ、よばっ……！」

　真っ赤な顔をされてしまった。からかい半分、本気半分だったが、あまりこういう冗談は好きじゃないかもしれない。初子はものすごく真面目だ。

「今夜は引越し祝いで、食事に連れて行ってやろう。そのうち、叔父や撫子、撫子の婚約者とも一緒に食事しよう」

「ありがとうございます。どうか、あまりお気遣いなくお願いします」

　俺は「ＯＫ、ＯＫ」と軽く答え、内鍵を使って自室に戻った。

　夕方初子を連れ出すまで、ジムにでも行ってこようか。読み途中の経営雑誌を読んでしまおうか。フランス語はあまり得意じゃないから、どうしても読み解くのに時間がかかる……。などと思いつつ、紅茶を淹れ一人掛けのソファについた。

　後継者指名のためにも結婚を、という話は以前から叔父にされていた。しかし、数多あまたいる綺麗なご婦人の中からひとりを選び、生涯の伴侶にというのは簡単に決められることではなかった。どの女性もいいところがあり、誘われれば悪い気はしない。実際、可能な限り好意を受け取ってきた。女性は尊重すべきというのは、俺が大学時代に亡くなった母の言葉で、亡き父が細やかな気遣いのできる優しい男だったらしい。もちろん、女好きのレッテルを貼られるくらいなので、母の望む路線とは違っただろうけれど。

　伴侶にするなら、ひとときの楽しさや癒しとは違う観点で選ばなければならない。美しさや肌の相性より、理解力と知性がほしい。そうなると、自然と花嫁に求めるハードルが上がる。たったひとりを選びあぐねているうちに、叔父が勝手に用意してきたのが梢初子だった。

　東北の国立大を卒業し、入社試験はトップの成績。仙台支店では個人向け融資のリテール部門で優秀な成果をあげている。

　俺なりに調べたが、どうも彼女が幼い頃、父親は東北の別な地域の支店勤務をしていたらしい。叔父と現在の仙台支店長が便宜をはかり、異動や生活の世話をしたとか……。

　それ以上の情報は出てこなかったが、初子が叔父に忠誠を誓っているのは、そのあたりに事情がありそうだ。

　初子は現時点で理想的な妻と言える。優秀な行員であり、秘書業務は抜かりなくこなしてくれる。寡黙で控えめ、会話の端々から知性も感じる。愛らしい容姿は、着飾らせれば社交の場に連れ出しても目を惹くだろう。うちの口うるさい古株役員たちにも、連さんはいい細君を見つけた、と言われること請け合いだ。

「しかし、まあ、どうしたもんか」

　俺はひとり呟く。

　入籍し、今日から近居なわけだが、俺はあの妻をどう遇すればいいか考えている。あくまで書類上、形式上の妻。一緒に住んでいるように見せかけ、表立った舞台に連れ歩けばいい。それ以外は、上司と部下として接すれば問題ない。

　しかし、それでは初子が気詰まりではなかろうか。結婚生活が勤務と同義なのだ。二十四時間体制で俺の秘書をさせるのは忍びない。

　初子が真面目で、上司相手に簡単に気を許すような女性ではないのはわかる。それなら、上司と部下の関係性を飛び越え、男女の仲になるのはどうだろう。仮にも夫婦だ。そういった関係を結んでも、まったくおかしなことではない。距離が縮まれば、初子もリラックスして生活できるのではないだろうか。

　もちろん、初子には俺と離婚する権利がある。それについては、仕方のないことだ。文護院家の都合で、人ひとりの人生を縛るのはあまりに残酷。

　しかし、夫婦として暮らす間に初子の方が俺との日々に情が湧き、この先も一緒にいてもいいと思えば円満解決ではないか。俺は初子が妻で申し分ない。そもそも妻の条件において、恋愛感情は最初から求めていないのだから。

　男女の関係には思いやりが必要。肌を重ねることで、お互いを身近に感じられるようになれば、俺と初子の間には自然と親愛が生まれるはずだ。

「よし、誘ってみるか」

　俺は非常に前向きな気持ちで思った。




　その晩、俺は近所の寿司屋に初子を連れて行った。近所といっても都心のど真ん中なので、接待でも使えるようなそれなりに気の利いた店だ。

「結構美味かっただろう」

　帰り道、歩きながら尋ねると初子は頷いた。

「はい、とても美味しかったです」

　引越しのときはジーンズ姿だった初子は、食事と言ったせいか、パンツスーツスタイルだ。変化はいつも身に着けている薄い色のシャツが、リボンブラウスになった程度。もう少し気楽な格好をしてくれてもいいんだが、彼女にしてみれば上司と食事という感覚なのだろう。

　やはり、もう少し仲良くなるべきだ。

「初子の地元と比べたら劣るかもしれないが、新鮮で味がいい店なんだ。初子の地元は、以前支社に行ったときに越野支店長に連れて行ってもらった居酒屋が美味かったな」

「越野支店長とですか」

　知っている名前が出たせいか、初子の表情がほころんだ。幼い顔をする。ぴしっと表情を固めているより、年相応に隙のある表情をしてくれた方がいい。

「居酒屋で寿司屋より美味い刺身が出てくるから驚いたよ」

「新鮮ですからね。東京より安いですし、魚を食べる文化があるように思います」

「支店長にすすめられて初めてホヤを食べたな」

「お味、大丈夫でしたか？」

「美味しく食べられたよ。やはり新鮮だからかな」

　夫婦らしくはないが、仲のいい上司と部下といった空気はできている。これでもひと月、職場ではいい関係だったのだ。

　このひと月は、契約結婚が成立するか確認する期間だった。俺としては、彼女の仕事ぶりや性格をすぐに気に入ったので問題なかったが、初子にも決める権利がある以上俺を知ってもらわなければならない。そのための一カ月だった。幸い、初子は俺を信頼に足る上司と思ってくれたのだろう。妻役を引き受けてくれたのだから。

　高層階用のエレベーターを待ちながら、俺は何気なく言う。

「緑茶はたくさん飲んだだろう。部屋に美味い紅茶がある。飲んでいかないか？」

「紅茶ですか？」

「ああ、好きなんだ。それに、俺の部屋の方がどうなってるか見せてないなと思って」

　警戒されないように言ったつもりだ。初子は素直にお邪魔しますと答える。

　気に入りの紅茶を淹れる間、初子はソファで待っていた。そわそわしている様子はない。

「連さん、来週の土日に総務から社用車を借りることにしました」

「おお、運転訓練か？」

　真面目な初子は都内の道に慣れたいそうだ。俺の運転手を務めることもあるので、気を使っているようだ。

「来週は残念ながら地方に出張だ。接待ゴルフも入っているから早くは帰れないな」

「えっと、ですから、ドライブではないので、私ひとりで大丈夫です」

「寂しいことを言うなって。海の方までドライブしたら楽しいぞ」

「いえ、本当に、お気遣いなく」

　どこまでもつれない。俺とは一定の距離を保っておきたいのだろう。しかし、夫婦らしくありたい俺は、もう少し近づくつもりだ。

「いい香りですね」

　ティーソーサーを受け取って頬を緩める彼女。よし、悪くない感触だ。

「コーヒーより紅茶を飲むことが多いかな。プライマリースクールの頃は、母と妹とイギリスにいてね。あちらに母方の親戚がいる。父が亡くなる少し前にこちらに戻ってきた」

「そうなんですか……」

　ふと、初子がうつむく。何か考えるような様子を見せ、それからカップに唇をつける。

　俺は何気なく初子の隣にかけた。初子が一瞬目を見開くが、すぐに動揺を押し隠すように表情を消す。俺が隣に来るとは思わなかったようだ。

「初子」

　名を呼び、振り向いた彼女の顎を捉え、そのまま軽くキスをした。唇をかすめるくらいの軽いキスだ。

　さて、どんな反応をするだろう。お互い大人。これで俺の意志は伝わったはず。

　初子は人形のように固まっている。表情がかちんと凍りつき、見開かれた黒い目が俺を見ている。いや、見ているというか……、初子おまえどこを見ているんだ？

「こういった接触は嫌か？」

　答えが返ってこない。どうやら、ひどく驚かせてしまったようだ。俺はまだ近い距離にある初子の瞳を覗く。

「俺は初子に触れてみたい」

　初子は石のごとく押し黙っている。よく見ると唇をきゅうっと噛みしめている。照れているのか？　そんな感じじゃ……。

「女性の扱いは心得がある。さほど下手ではないと思うんだが、どうだろう」

　そこまで言って、ようやく気づいた。初子の膝の上の拳がぶるぶると震えていることに。

　表情には変化がないが、耳や首が異常に赤い。

「初子……もしかして……」

　それ以上続けなくても俺の言葉は伝わってしまったらしい。初子が瞬間、ゆでダコのようにどこもかしこも真っ赤になった。

　……どうやら、初子はこういったことは不慣れらしい。下手すると、男性経験どころか、キスすら今のが初めてだったのではなかろうか。

「わ、私は……」

　上ずった声が震える唇からこぼれた。

「連さんのことは敬慕しておりますがっ、……夫婦というのは書類上の役割と心得ております。こういった肉体的な接触は……その……想定をしておりませんでしたので」

　引っかかりながら必死に言い訳する初子。これは失敗、いや想定外だ。

「ああ、そうか。うん、確かに子作りも不要だと、撫子が言っただろう」

「子ッ……子作り……！」

　反復していっそう赤くなっている。これはやはり男性経験ゼロと見てよさそうだ。異性との交際経験すらないかもしれない。

　初々しくて可愛いんだが、妻としてはどうなのだろう。仮にも妻だ。こういったことをまるで考えていなかったとしたら、初う心ぶにもほどがある。

　親密になろうにも、これでは逆効果だ。そして、この調子でいくと、初子はこの先も契約以上の関係にはなりたがらないだろう。

「悪かった。俺もまだまだだな」

　引いた方がいい。経験のない女性に無理強いはできないし、親しくなるのが目的の行為が溝にしかならないならすべきではない。

「おまえも知っての通り、女性にはウケがいいんだ。拒まれたことがなかったから、傲慢になっていたようだ。いや、俺から誘うことはほとんどないんだが」

　あっけらかんと響くように笑って言う。なぜなら、初子は真っ赤になりながらも冷や汗をかかんばかりに狼狽している。きっと、俺に恥をかかせたと思っているのだろう。気にしていないとアピールしてやらねばならない。

「考えが足りなかった。すまない」

「いえ……、申し訳ありません。ご期待に添えず……」

　しかし、このまま完全に引き下がってしまうと、この先初子とは永遠に同じ距離だろう。俺としては、一時的にしろ恒久的にしろ、あまり肩の凝る関係は嫌だ。

「初子の気持ちはわかった。しかし、俺たちは夫婦だ。一緒に過ごすうち、気持ちが変わることもある」

「え……は？」

「また機会を見て誘うさ。今度はもう少し紳士的に。キスも許可制にしような」

　初子は俺の言うことを整理しかねているのか、混乱しきった様子で返す言葉を探している。それでも、部下らしく最後は「はい」と答えた。

　紅茶を飲むと、初子は真っ赤な顔のまま靴を片手に内扉から自室に戻っていった。

　俺は少々残念な気持ちと、面白いおもちゃを手に入れたようなわくわくした気持ちで、その背中を見送った。思いのほか、俺の妻は可愛いじゃないか。

　しかし、距離の縮め方については再考しなければなるまい。




　俺と初子の近居新婚生活はこうして幕を上げた。

　公の結婚報告は来月の役員会議。本部と本店営業部では頻繁に会議をしているが、来月は四半期決算の関係で全国の支店から責任者が集まる。その場で報告する予定だ。

　個人的な報告になるが、文治で現在後継者と目されている俺の結婚は、公的な側面が強い。結婚式の予定は未定だが、入籍報告だけでも牽制になるだろう。俺が頭取になることを良く思わない連中は、ひいては叔父の経営すら揺るがしかねない者たちと言える。

　初子とは、一度拒否されてからは距離を保っている状態だ。なにしろ、相手は推定処女。簡単に手を出すのはいけない。

　初子が心を許してくれるのを待つ以外にないだろう。

　そうして結婚から半月、五月も終盤に差しかかる頃となった。




「連、こっちだ」

　五月後半の日曜、俺は六本木のブライダルサロンを訪れていた。

　吹き抜けのホールに設けられたカフェスペースで、俺に片手を上げたのは小椋恭。俺の友人にして未来の義弟。撫子の婚約者にあたる男だ。

「休日にこんなところに来なきゃならないなんて新郎は大変だな」

　言いながら近づくと、恭が爽やかに笑った。

「それは連もだろう」

「仕方ないさ。撫子のドレス試着に俺の新妻が駆り出されてしまったんだから」

　そう、今日は撫子のウエディングドレスの試着でこのサロンにやってきている。本来は撫子と恭だけで充分なのだが、同性の目がほしいと撫子が初子を連れ出したのだ。妹の我儘に付き合わせている格好なので、放っておくわけにもいかず、仕方なく俺も出かけてきたというわけだ。初子の立場的に契約外のこととはいえ断りづらいだろう。

　なお、俺と初子の結婚式は現在調整中だ。本来アピールが目的なので早く執り行うべきなのだが、撫子の式が八月に予定され、それ以降だと年内は俺と叔父の日程的に厳しい。来年以降に延ばすとなると今度は微妙。なにしろ、契約結婚期間が終われば初子とは離婚もあり得るのだから。

「あらためまして、結婚おめでとう、連」

「ありがとう。妹夫妻より早い入籍になってしまったよ」

「俺と撫子の入籍は、もとよりおまえの後がいいだろうとふたりで話していたからね。問題ないよ。結婚式はお先に譲ってもらった」

「文護院一族のイベントになるから、盛大ですまないな。恭はささやかな式の方が好みだろう」

「仕事の一環と思えば問題ないさ。撫子は、派手な式の方が好きだろうしな」

　恭はこちらの事情をあらかた知っている。俺の結婚理由も、文治内部の動きも。恭は非常に優秀な男だ。現在は文治銀行本部市場部門でトレーダーとして働いているが、親は外務省の事務次官。本人も官僚になれる能力がありながら、うちの銀行に就職してきた変わり種だ。

　そもそもの出会いはイギリスのプライマリースクール時代である。階級社会の色濃い国で、同じ日本人同士だった俺たちはすぐに仲良くなった。先に帰国した俺が恭と再会したのが高校時代。それからずっと気の置けない友人として過ごしている。

　撫子は幼い頃から恭に憧れていて、高校時代には婚約の話が出て、彼女が大学を卒業したときに正式に婚約関係となった。

「初子さんとさっき挨拶をしたよ。黒い髪に瞳、真面目そうで擦れていない雰囲気がいいね。可愛らしいじゃないか」

「ああ、黒くて丸い頭が燕みたいだろう。いつもダークスーツを着ているしな。顔はフェレットとか、ああいう系統の小動物に似ていると思わないか？」

「……連、女性を褒め慣れているおまえにあるまじき形容の仕方だな。本人に言うなよ」

　俺としては可愛いという意味合いで言っているが、確かに知り合う女性たちは喜ばない表現だろうなと思う。初子のようなタイプはいないし。

「良い女性のようでよかったよ。優良な行員だとも聞いている。俺たち夫妻は文治の経営に関わる気はないから、連が頭取を継げる環境に近づくのはいいことだ」

　恭はそう言うが、俺の内心は少々違う。恭がもし、文治を継ぎたいと望むならどうだろう。

　学生時代から、恭とは競い合ってきた。勉強も運動も、勝ったり負けたりしながら切磋琢磨してきた。しかし、本質的な部分で俺は恭に勝てたように思えたことがない。

　恭はいつも俺より上だ。俺が必死になってやっとできることを、いとも簡単にこなしてしまう。いつだって、俺は二番目。

　恭は俺よりよほど上手く文治を発展させるだろう。そして、撫子の夫になり文護院の一族入りをする恭を、後継者に擁立しようとする一派も存在している。

　俺が頭取の座を継ごうと思っているのは、行内の内紛を起こしたくないのと、親同然で育ててくれた叔父への恩返しだ。叔父が望むから、頭取になろうと思っているだけ。

　本当は恭の方が……。

「連」

　呼ばれてはっとする。慌てて恭を見ると、親友が俺の顔を覗き込んでいる。

「どうした？　考え事か？」

「いや……撫子の式について考えていた」

「はは、八月だ。忘れるなよ」

　恭は頼りがいのある笑顔だ。この笑顔の親友にいつも励まされ、劣等感を覚えてきたなんて言えない。

「もう連も妻帯者だな。結婚前も言ったが、遊びは控えろよ」

「もとより遊んでいるつもりはないと言っているぞ。女性と会うのは社交のひとつ、礼儀でマナーさ」

　俺は笑って答える。

「ベッドの中までお邪魔するのもマナーか？」

　曖昧に首を振るだけにしておいた。あくまで仕事の延長で女性たちとは会ってきた。誘いは断らないが、自分から誘うことはしていない。

　だから、先日初子を誘ったときは久しぶりに自分からアプローチをした。上手くいかなかったのを、微妙に気にしていたりする。絶対に言わないが。

　恭がふっと笑った。

「それなら、早く結婚を公のことにしないと。対外的に既婚者となれば、おまえも断る名目ができるだろう。このまま、既婚を隠して女性と会っていれば、初子さんを悲しませるぞ」

「来月の会議で報告するよ。女性との食事の約束はまだいくつかあるんだが、仕事上のものだし、初子も了承している。新規募集はしないよ」

「なによりだ」

　するとホール奧のドアが開く。姿を見せたのはウエディングドレス姿の撫子だ。

「恭！　見て！」

　実の兄のことなど視界にも入れず、未来の夫の元へずんずんやってくる撫子。プリンセスラインと呼ばれる傘状のスカートが、撫子が歩くたびにふわんふわんと揺れる。背中まで丸見えだが、本人はこのドレスのためにエステだトレーニングだと頑張っているのだから、兄としては許容してやらねばならない。

　なお、今回の試着でデザインを決めたら、そこからさらに細こま々ごました注文をつけてオーダーメイドするそうだ。

「二十七にもなってはしゃぐな、撫子」

　俺は少女のような撫子に一応声をかける。兄もいるんだぞ、というアピールも込めて。

「兄さん、うるさいわ。恭、どうかしら？　ちょっと子どもっぽい？」

　兄の扱いが雑じゃないか？　撫子は恭の前でドレスをつまんで見せたり、胸元を直したり忙しい。恭はにっこり笑顔だ。

「撫子によく似合うよ。きみは顔立ちがはっきりしていて、顎や鎖骨のラインがほっそりしているから、スカートにボリュームのあるドレスが映えるね」

「本当？　恭の好み？」

「何を着ても美しいと思うけど、このドレスについて言うなら、すごく俺好みだよ」

　お熱いことだ。恭は、俺こそ女性の扱いが上手いというような言い方をするが、実際、恭だって学生時代は女性が放っておかない男だった。撫子が年頃になり、恭を婚約者に望むまでは、人並以上にモテていたし、恋人だっていた。

　今でこそ恋愛で結びついた恭と撫子だが、当時の恭はどうして婚約の話を受けたのだろう。……やはり表立って言わないだけで、文治の後継者の座を考えているということもあり得るのではなかろうか。

「あら、初子さんが来ない」

　撫子が元来たドアの方を見やる。俺と恭も視線を送ると、ドアの陰に隠れるように立っている初子の姿を見つけた。

「初子さん、ほら、兄さんに見せてあげて」

　おずおずと出てきた初子もまた、ウエディングドレスを着ている。おそらく撫子に着るよう勧められ、断れなかったのだろう。きまり悪そうな顔をしている。

　初子のドレスは撫子のお姫様風ドレスとは対照的にすとんとしたデザインで、五分丈の袖がある。襟ぐりは大きく開いていて、つい俺は初子の鎖骨から胸元を凝視してしまった。普段シャツの下でまったく見えない素肌だ。

「スレンダーラインっていうタイプのドレスよ。初子さんに似合うでしょう」

「本当だ。初子さんは華奢だから似合うね。絵画に出てきそうだよ」

　恭がすかさず褒める。ドアのあたりで立ち止まって困惑顔をしている初子を迎えに行った。

「申し訳ありません。私まで試着してしまい」

　俺を見上げ、さらに困った顔をする初子。

「試着くらいいいに決まってるわ。初子さんと兄さんだって、ゆくゆくは式を挙げるんだろうし」

　撫子がドレスの裾をばさばさとさばいて寄ってくる。

「ほら、兄さん見て。初子さん、神話の女神みたい。細身で、たおやかで」

　撫子に言われ、もう一度まじまじと初子を見つめる。普段、スーツ姿しか見ていない初子のドレス姿だ。男としては、ついつい普段見えない胸元や肩に視線がいってしまう。

「初子、すまないな。撫子に付き合わせて」

　居心地悪そうにしている初子にまずは謝った。初子は慌てて首を振った。

「いえ、撫子さんは私が退屈だろうとお気遣いくださったんです」

「どうせ、自分には似合わないけど興味のあるドレスを初子に着せて、着せ替え人形にしたんだろう」

「あら、女の子は着せ替え人形も、自分が着せ替え人形になるのも大好きなのよ。まずは初子さんにかける言葉があるのではなくて？」

　だから、俺は言おうと思っているのに、おまえが口を挟んでくるんだろうが。俺は近づいてきた恭に撫子を押し付け、改めて初子に向き直る。

「初子、綺麗だよ。ドレス姿を見たら、やはり式を早く挙げたくなってきたな」

　夫として着飾った格好の妻を褒めるのは当然と思って口にした。しかし、初子は困惑しきった渋面。そんな顔するなよ。

「もったいないお言葉です」

　そこまで苦痛な顔をされたら、これ以上褒めちゃいけない気すらしてくる。いや、ここは敢えて褒めるべきだろう。

「初子、ほら、こっちへおいで。日が当たるところでよく見せて」

　初子の手を取ると、彼女の身体がびきっと強張るのがわかった。構わず、手を引きフロアの中央に連れてくる。吹き抜けになったホールは、写真撮影などにも使われるので、一般的な式場と似た作りだ。天井近くの窓から陽光が注ぎ、その下に連れ出す。ウエディングドレスを着た初子は瑞々しく美しい。年齢は撫子のひとつ下だったはずだが、顔立ちはもっと幼く見える。俺がお相手してきた女性たちとはまったく違う初子。俺たちの都合で妻になってくれた部下は、今も仕事だと思っているだろうか。

「ほら、くるっと回ってごらん」

　右手を取り、そのままダンスの要領でくるんと回す。初子は硬い動きながら、俺にされるままにドレスの裾をひるがえして回った。

「うん、いいぞ。ダンスをしたことは？」

「小学校の授業で……」

「……なるほど」

　吹き出しそうになってしまい堪えた。当たり前か。一般的な生活をしていて、ダンスを学ぶ機会はないだろう。俺だって、子どもの頃指南を受けたのと、大人になって海外要人のパーティーに招かれるようになってからだものな。

　俺は初子を引き寄せ、腰を抱いた。このくらいいいだろう。

「いずれ機会もある。そのときはダンスを教えるよ」

「あの……連さん……。お借りしたドレスですので」

「ん？　裾を踏む野暮はしないつもりだが」

「えっ……と、……その、そろそろお返ししようかと」

　どうやら羞恥に耐えかねているようだ。せっかく可愛いのに、残念だ。俺が解放すると、初子は足早に着替えに行ってしまった。

　初子は、この後も撫子のドレス選定に付き合うという。お色直しを何回するのかわからないが、おそらく一日がかりの仕事になるだろう。悪いが仕事があるので、俺は先に自宅へ戻った。




　帰宅し、昼食にパンをかじりながらノートパソコンを起動させる。初子は昼飯を食べられるだろうか。あの調子だと、すべて終わった後に撫子と恭と三人で食べてくるだろう。可哀想に、昼食は夕方だ。

　それにしても今日の初子は戸惑いしきりといった様子だった。普通、女性はドレスなどを着たらテンションが上がるものではないのか？　ウエディングドレスを着ると婚期が遅れると聞いたことがあるが、その点は初子には当てはまらないし、自分の結婚式のことを夢想したりはしないのだろうか。

　いや、俺との結婚を想像できないのかもしれない。もしかすると俺はあまり好かれていないのか？

　上司と部下としてひと月接していたときはいい雰囲気だった。今も仕事の面ではなんの不自由もない。

　しかし、こうしてひとたび仕事の枠から外れた途端、初子の表情も態度も硬くなる。

　仕方ないことではあるが、少々虚しさもある。せめて、もう少し家族らしい関係になりたいのだが、そう思っているのも俺だけだろうか。

　肉体関係を持ってしまえば……という作戦は大失敗だった。それなら、距離を縮めるには何がいいだろう。月並みだが、プレゼントなどはどうだ？　女性と会うとき、花やスイーツなど簡単なものをプレゼントすることはままあるが、初子はああいったものは喜ぶだろうか。俺が接してきた女性たちとはタイプが違うため、いまいちわからない。

　まあ、いい。物は試しだ。俺は本部に渡す書類を作り終えると、気軽な身なりで外に出た。だいたいのほしいものは、このあたりの複合施設で揃う。俺のマンションは都市型複合施設の一部のレジデンシャルタワーにあるのだ。

　初子にはどんな花が似合うだろう。イメージとしては紫陽花あじさいやキキョウ。青っぽい花なんだが、プレゼントするならもう少し明るい色がいい。ベーシックにピンクの薔ば薇らのミニブーケをこしらえてもらい、有名パティシエの店舗でマカロンをたくさん買って戻る。初子には帰宅したら、俺のところへ寄るように連絡しておいた。

　十九時過ぎに、初子は帰宅した。

　自室に戻る前にまっすぐ来たようだ。玄関先で初子は部下らしくぴしっと直立している。

「遅くなり、申し訳ございませんでした」

「いや、いいんだ。撫子に一日付き合わせてすまなかった」

　室内に招こうか迷い、この前のことを考え、自重した。初子を玄関で待たせ、すぐに花束とマカロンを持ってくる。

「礼と言っちゃなんだが、プレゼントだ」

　花束を渡して喜ばない女はいない……はずだった。しかし、初子はまたしても困ったような顔になった。眉をかすかに寄せ、視線をさまよわせている初子。プレゼントははずしてしまっただろうか。

「花は嫌いか？　マカロン……アレルギーはなかったはずだよな」

　思わず間の抜けたことを尋ねながら覗き込む。なにしろ、こんなに何をしても響かない女性に会ったことがないのだ。撫子だって、花をやれば素直に喜ぶというのに。

「あの、連さん、私などにこのようなご配慮は不要です。私はあくまであなたの部下であり、文治の行員です」

「今日、撫子に付き合ったのは業務外だろう」

「いえ、私生活もまた勤務の一環と思って生活しております。文護院家の皆様のご要請にはお応えして当然、まして御礼の品など頂戴できません」

　真面目といえば真面目だが、大きく壁を立てられたものだな、とつい嘆息してしまった。正直に言えば面白くない。

「それはこの先、俺が妻に贈り物をしちゃいけないということか？」

「私は部下です。もちろん、夜会にお伴する際、身なりを整えなければならないなどあるかと思いますが、そういったときは相談してほしいと撫子さんに言われておりますので」

　支店長の妻として相応しい身なりは撫子が用意するというわけか。よほど頼りにされていない。というか、撫子によくよく注意した方がよさそうだ。

「初子、おまえの上司は俺だ。そしておまえの夫も俺」

「はい」

「夫は妻にプレゼントをするものだ。パーティーに出席するとき、妻を美しく装わせるのも夫の役目だ。義妹の仕事じゃない」

　俺は初子の手からマカロンの小箱を取り上げた。箱を開け、黄緑色のものをひとつ自分の口に押し込む。さらにピンク色のマカロンを、初子の唇に押し付けた。初子は驚いた顔をしつつも、即座に口を開けマカロンをぱくっと受け取った。部下の反射神経といったところか。困った顔でさくさくマカロンを咀嚼しているところがやっぱり小動物みたいだと思いながら言わないでおく。

「マカロンは一緒に楽しんだということにしよう。花束は受け取れ」

「……はい。ありがとうございます」

「プレゼントが嫌となると、おまえはどうやったら喜ぶかな」

　ついつい苦笑いになってしまう。初子はごくんとようやくマカロンを飲み込み、こっちを不思議そうに見ている。

「あの、喜ばせなくていいのです。私は条件を提示され、契約したのですから、これ以上待遇面にご配慮いただく必要はないかと」

「おまえはそれで面白いのか？　毎日息苦しくはないか？」

「……私は今の生活に大変満足しています」

　そこまで言われれば、価値観の相違でしかない。参った。ただ普通に仲良く気兼ねなく夫婦をやっていこうと思っているだけなのに。初子はそう思わないようなのだ。

　すると、突然初子がはっとした顔になった。

「連さん」

「なんだ」

「頂戴したマカロン、とても美味しいです。明日の夜、サンタナグループのご令嬢とお食事のお約束でしたね。プレゼントにこちらのマカロンをご準備するのはいかがでしょう？」

　俺は面食らって返しに詰まった。

「明日の午前に手配いたします。店舗はわかります。お出かけまでに取りに行きますので」

　……初子はいい部下だ。それは間違いない。でも、このタイミングでそれを言うか？

　俺からプレゼントはいらないと言いつつ、俺が他所の女性と食事に行くならプレゼントとして準備しようという……。

　がっくり脱力しそうになりながら、俺は「任せるよ」と呟いた。初子は早々に場を辞し、玄関から出て行った。

「もう少しさ……情緒っていうか……」

　俺は初子の去った玄関で壁に寄りかかって、ため息をついた。難攻不落というか、最初から勝負の土俵に上がってこない相手に、俺はどう接すればいいのだろう。










３．妻のお役目、精進いたします




　季節が初夏に移り変わろうとしている。私が異動してきたのが四月、連さんと入籍したのが五月、そして現在は六月の半ばである。

　休日午後、私は広いマンションの室内を一室ずつ掃除している。撫子さんが使っていたこの部屋は、まさにお金持ちの邸宅そのもの。広々とした３ＬＤＫで、調度品はおそらくすべてデザイナーズ家具だろう。私と妹が重宝していたホームセンターのカラーボックスなんて、絶対に置かないような部屋だ。なお、三部屋あっても私が使っているのは寝室の一室だけ。もっと言えば、リビングひとつでも生活できる。

　連さんからお借りしているので、一応こまめに掃除はして綺麗な状態を保っておかねばならない。

　結婚からひと月、私は変わらず連さんの秘書業務に就いている。本店営業部支店長の仕事は忙しい。午前中は会議か、支店内の数字管理や稟議の決済などのオフィスワーク。午後は、得意先とのアポイントメントや本部での仕事。支店長というだけでなく常務としての役割もあるので、支店長会議のみならず、役員会にも出席しなければならない。夜は週の半分以上は会食やパーティーだ。

　連さんはそれらを意欲的にこなしている。本人は当たり前のことをしているだけと思っているようで、日々の多忙をおくびにも出さない。実際、身体は頑健で、出張が続いたり明け方に帰宅するような日が続いても、けろっとしている。休日は時間があれば近くのスポーツジムに行っているそうだ。

　私も誘われたけれど、運動は自ら進んでしたいわけではないので丁重にお断りした。

　私たちの結婚は、先日、公のこととなった。とはいえ、私もあまり他部署と関わる仕事をしているわけでもなく、誰かから尋ねられたり、お祝いを言われるようなこともなく、生活自体は変わらない。事務方とやりとりするときも、旧姓の梢の名で呼ばれるので、案外知らない人間も多いのかもしれない。実際、彼の妻として公的な場に出る機会も今のところはないのだ。

　思わぬことで婚姻関係にはなったけれど、あくまで彼が後継者として内定するまでのこと。

　期間限定なのだから、結婚式はできればしない方がいいし、表舞台に出る機会は極力少ない方がいいだろう。離婚という運びになったとき、妻の存在は印象に残らないくらいの方がいいのだ。

　書類上の妻。肉体的な接触もするつもりはないし、目立つこともしたくはない。

　掃除機はかけ終わった。あとは窓を拭いて、お風呂場の掃除をしたい。すると、玄関のインターホンが鳴る。これは、一階エントランスからではない。ドア前のチャイムだ。誰かはわかっているが、一応出る。

『初子、ただいま。入れてくれるか？』

「お、おかえりなさいませ」

　元気いっぱいに帰ってきたのは連さんだ。連さんは平日夜や休日の午後、私の部屋を訪ねてくる。室内の内扉ではなく、一応玄関から客としてやってくるのだ。何かしらの手土産を持って。

　ドアを開けると、スポーツバッグを手にしたジーンズ姿の連さん。ジムの帰りだろう。私の手にケーキの小箱を押し付けて笑った。

「洋ナシのタルトだ。嫌いじゃないか？」

「ありがとうございます。好きです」

「それはよかった。俺はフルーツ自体あまり食べないが、タルトにするとなんでも好きだな」

　そんなことを言いながらどんどん室内に上がってくる。最近はいつものことなので、私も当たり前のように紅茶を淹れる準備を始めてしまう。お湯を沸かして、連さんが好きなブランドの茶葉をティーポットに準備する。ポットやソーサーは連さんがプレゼントしてくれた。自分も使うものだから、と言って。

「一緒に食べよう。今日はランニングマシンで結構走ったから、甘い物が食べたくてね。これでも普段は我慢してるんだ」

「健康に気を使われているんですね」

「人並には、ってところだな。チョコ菓子とかポテトチップスとか、食べ始めると止まらなくなってしまう。だから、家には置かないようにしているし、食べるときはこうして初子と一緒にしようかと思ってる」

「ブリトーや肉まんもお好きなんでしたね」

「そうなんだよ。最近は一年中あるだろ？　ああ、思いだしたら食べたくなってきたな」

　そう言って笑う顔は、ほれぼれするくらい男前だ。

　過分な配慮はいらないと何度言っても、彼は私をそれなりに扱いたいようだ。お菓子や花などのプレゼントはしょっちゅうだし、こうして余暇を割いてコミュニケーションを取りにきてくれる。

　育ちの良さからくる穏やかさと優しさがあり、契約妻の部下にも窮屈な想いをさせないように心を砕いてくれる。

　見目もよく、性格もよく、地位もあるこの人の妻が自分であるということが、つくづく申し訳ない。

　これも、仕事。連さんが私でいいと思ってくれている以上、限られた時間の中でお役目を果たしていかねば。

「紅茶の淹れ方が上手くなった」

　私の手元を見て、にっこり笑う連さん。上品で美しい笑顔だ。この人に愛されたい女性はたくさんいるのだろう。

「連さんの手ほどきのおかげです」

「それは嬉しい言葉だ」

　連さんがソファにゆったりと背を預けて言う。

「紅茶だけでなく、他の分野も手ほどきしたいんだけれど」

　私は密かに唇を噛んだ。動揺を押し隠して、ティーソーサーを彼の前に置く。

「キスとか、ハグとか。初子は俺とはしたくないか？」

　ストレート且つ無邪気に尋ねてくるので、私はいつも返答に困ってしまう。精一杯平静を装い、答える。

「もったいないお言葉です。私は、部下ですので」

「でもなあ、初子との結婚が明らかになったから、俺はもうおおっぴらに女性と食事にも行けない身なんだよ」

　肩を竦め、困ったなあという顔を作って見せる連さん。私は知っている。彼は私の反応を見ながらこういう態度を取っている。

「恐れながら、……密かにお会いになりたい女性はいらっしゃらないのですか？」

　視線をそらして、ケーキを彼の前に置いた。

「いないんだよ。いつも女性の側から誘ってくれていたから。俺から会いたい女性はまったく」

　連さんはあっけらかんとしている。

「それに、曲がりなりにも妻を娶った今、他の女性と交際するのは不誠実だろう」

「いえ、私たちの場合は事情が特殊ですので。私は気にしたりはいたしませんし」

「俺はするよ」

　身体を起こし、背筋をすっと伸ばし、優雅な仕草でカップを口元に運ぶ連さん。本当に私とは何もかもが違うように感じる。

　たとえば、この人が退屈を紛らわせるのに女性が必要だとして、私は到底その立場にはなり得ない。あまりに世界が違い過ぎる。

「まあ、キスやハグは置いておくとしても、初子が俺のプレゼントした服と靴で一緒に食事に出かけてくれたりしたら、嬉しいよ」

「連さんとお付き合いのあった上流のご婦人たちのようには振舞えません。連れて歩くには、見苦しいでしょうし、ご容赦いただけますと……」

「他の女性の代わりにしたいわけじゃない。まあ、そう聞こえるかもしれないが。俺としては、妻と仲良くなりたいと思っているんだ。初子が許してくれるなら、徐々に関係を深めていきたいものだな」

　天真爛漫、屈託なく……そんな言葉が浮かぶ。

　この人が望むなら、そういった関係になった方がいいのだろうか。一度、二度、彼が納得するまで、お付き合いすべきなのだろうか。

　契約……厳密に書面で交わしている部分ではないけれど、性交渉については断ってもいいと撫子さんは言っていた。跡継ぎを産むことは条件に入っていない。

　しかし、それはおそらく、彼が他の女性との関係を続けていて、私が生理的に複数の女性と付き合う男性が無理！となった場合であって……。

　こうして、『奥さんだけいればいい』宣言をきっぱりされてしまうと話が変わってくるような気がする。

　なにしろ、彼は男性だ。女性と違って、そういった欲求は生理現象として起こるはず。それを唯一触れ合える存在の妻が拒否してもいいものだろうか。でも、私は、一般的な妻ではないし……。

　何より、私は男性とそういった経験がない。たぶん、連さんにもバレているだろうが、近居初日に軽くキスされたのが人生初めてのキスだったのだ。

　私個人は結婚願望が皆無の女だった。異性に興味がないわけではないけれど、結婚して子どもを産むヴィジョンは見えない。多少好意を感じたら気持ちに蓋をして離れることを繰り返してここまできた。

　これが経験のある女性なら、もう少し軽い気持ちで連さんの誘いを受け入れるのかもしれない。しかし、処女は簡単に「どうぞどうぞ」とは言えないのだ。

　むしろ、行為中見苦しい姿を見せ、迷惑をかけるくらいなら拒絶してしまった方がいいとさえ思える。

　そういった不安やわだかまりを延々考える。ここ最近ずっとだ。

「初子、おーい、初子」

　呼ばれてはっと顔を上げた。苦笑いで私の顔を覗き込む連さんがいる。

「悪かったよ。そんなに思い詰めた顔をしないでくれ」

「いえ、……その、ご期待に添えず、も……申し訳なく……」

「その気がない女性に襲いかかるほど鬼畜ではない。でもそうだなあ。女性に振られるという経験が今までないから、傷ついてはいるなあ」

　わざとらしくそんなことを言ってくる。それはそうでしょう。彼ほど端整で美しい男性が女性に嫌われるわけない。……つまりは、私がとんでもなく失礼なことをしているということにはなるけれど、私は女性の勘定に入れないでいただきたいものだ。

「今夜は中華が食べたいんだ。ひとりで行くのもなあ。初子が付き合ってくれたら嬉しいんだがなあ」

　ちらちらと私を見てからかうような口調で言う。うう、断りづらい。私は冷や汗をかきながら頷いた。

「はい、お伴いたします」

「ありがとう、初子」

　交渉が成功したせいか連さんはすっかり笑顔だった。

「そうだ。来週末は予定を空けておいてくれ」

　不意に言われ、私は頭の中でスケジュールを思いだす。公的な用事は入っていなかったはずだけれど。

「幼馴染の父親の誕生パーティーなんだ。親しい人間ばかりだが、初子を妻として紹介する機会になると思う」

「え！」

　思わず声をあげてしまった。寝耳に水だ。来週末にパーティー。連さんの妻として……。

「あの、どのような服装で行けば……」

　普段はダークスーツ、今も襟の詰まったシャツに膝丈のスカートという出で立ちだ。そういった服では参加できないだろうことはわかる。

「そうだな。この前は俺がプレゼントするから撫子を頼るなと言ったんだが、今回は撫子に任せてある。身内のパーティーに女性がどういった格好をするか、男の身からするとわかりづらいものでな。ガーデンパーティーなんだ」

　なるほど、ホテルで行われるようなパーティーであれば、夜会用のドレスを選べばいい。しかし、日中に行われるガーデンパーティーで身内が中心となると、男性には見当がつかないかもしれない。というか、私にも見当がつかない。

「普通の服装でいい。撫子と、あと俺の幼馴染でホスト役の真ま緒おが準備してくれるはずだ。彼女に頼んである」

　真緒という名と〝彼女〟という言い方に、私は連さんの幼馴染が女性であることを知った。勝手に男性だと思っていた。

「承知しました」

　私は返事をし、手を付けられずにいたタルトにようやくフォークを入れた。




　翌週の土曜日、私は連さんに伴われ、港区の一等地にそびえるお屋敷へやってきていた。ガーデンパーティーとは聞いていたけれど、ホテルなどの庭ではなく、個人の御宅でやるものだったとは。しかし、お屋敷の外観からすると個人の庭でも相当な広さがあるだろうことが想像できた。

「『センタールートロジスティクス』の横よこ尾お社長のご自宅だ。ひとり娘の真緒とは幼馴染でね。まあ、俺は途中母親とイギリスにいたから、会ってない期間もあるんだが、高校で再会した。そこから恭と三人、良い友人関係なんだ」

　お屋敷にため息をついている私に連さんが説明をしてくれる。センタールートロジスティクスは、文治の上顧客でもある。恭さんのご両親も外交官だと聞いたけれど、アッパークラスの子どもたちは幼い頃から繋がりを持つものなのだろう。庶民にはわからない世界だ。

　時間より少々早めに到着すると、準備真っ最中の会場で撫子さんが待っていた。巻き髪と艶やかな深紅のワンピース姿だ。袖がレースでウエストの切り替え位置が高いので、彼女のボリュームのある胸が強調されている。私が着たら、絶対貧相に見えるだろう。

「初子さん、紹介するわ。横尾真緒さん」

　紹介された女性が微笑んだ。撫子さんとは違った華やかさのある女性だ。きりりとした目鼻立ち、黒い豊かなロングヘア、小柄だけど背筋が伸び、凛とした佇まいだ。濃紺のタイトなドレスを身に着けた姿は、目を惹く。

「初めまして、真緒です。初子さん、お会いできて嬉しいわ」

「初めまして、初子と申します。本日はお招きいただきありがとうございます」

　少し後ろで恭さんと話していた連さんがやってきて、ぱっと破顔した。

「真緒、久しぶり」

「連、この度はご結婚おめでとう」

　ありがとう、と微笑む連さんは今まで見たどの瞬間より優しげな表情をしていた。たとえば、パーティー会場で女性たちに囲まれていたときだって、優しい顔はしている。だけど、こんなふうに穏やかな親愛を込めた表情は見たことがない。

「連が落ち着いてくれて、私も嬉しいわ」

「その姉のような口ぶりはやめてくれ」

　私以外の人たちが笑う。仲のいい人たちなのが、こうしているだけですぐにわかる。幼馴染なのだ。ほんの二カ月前に会った私とは重ねてきた年月がまるで違う。だから、連さんの笑顔が初めて見る種類のものでも、私が気にすることではない。

　撫子さんが仕切り直すように声をあげる。

「さあ、初子さん、準備しましょう。真緒さん、お部屋貸してくださってありがとう」

「いえいえ、こういったことを男たちに任せておいても仕方ないわ。行きましょう、初子さん」

　私は綺麗な年上の女性たちに手を引かれ、お屋敷の奥へ引っ張っていかれることとなった。

　お屋敷二階の奥の部屋は真緒さんの私室のようだった。広々とした洋室は、女性的なインテリアでまとめられている。私たちが入っていくとお手伝いさんがティーテーブルにお茶の準備をしているところだった。紅茶に軽くつまめる小さなクッキー。真緒さんがお手伝いさんに礼を言い、可愛らしい仕草でクッキーをぱくんと口に入れた。

「撫子ちゃん、初子さん、好きにつまんでね。パーティーでも料理は出るけれど、父たちのお喋りに付き合っていると食べそびれるから。サンドイッチなんかも運ばせようかしら」

「ありがとう、真緒さん。でも、クッキーで足りるわ。さっきおじ様がバースデーケーキを楽しみにしていてと言っていたもの」

「ふふ、確かにケーキは楽しみにしていいわ。今日は『品しな川がわロイヤル』からパティシエを招いて作っていただいてるの」

　真緒さんが言いながら、お皿を持って私に近づいてくる。

「はい、初子さん。お嫌いじゃなければどうぞ」

　遠慮しないように配慮してくれているらしい。私は頭を下げて、一枚クッキーをいただいた。ホームメイドのものとは思えないほど本格的なクッキーだ。さらにケーキは有名ホテルのパティシエに？　世界が違う。

「さあ、服はいくつか選んであるの。私のものを貸す形でごめんなさい。今度、兄さんに言ってもっといいものを買わせるわ」

　撫子さんが張りきった口調で、がらがらとハンガーラックを押してくる。私のために、運んでくれたのだろうか。力仕事は、お手伝いさんだろうか、それとも恭さんだろうか。どちらにしろ、申し訳ない気持ちになる。

「初子さんは色が白くて肌が綺麗だから、淡い色もいいわね」

「こっちのワンピース、いいと思わない？　あら？　真緒さんこういうの持ってなかった？」

「一昨年のコレクションで。でも、思った感じじゃなかったから、一度着たきりなの」

　ふたりはぺらぺら喋りながら、私にワンピースをあてがう。パッと見、どれも一着数十万単位の衣装だろう。私が持っているスーツ以外の洋服で、一番高いワンピースが二万五千円だと言ったら、彼女たちはどう思うだろう。

「さ、これ着てみて。その後はこっちよ」

「初子さん、顔立ちが愛らしくて少女のようだから、メイクとヘアスタイルは大人っぽくしましょうか」

「ふふふ、父さんのパーティーなんか放っておいて、このままここで女子会にしてしまいたいくらい」

　すごく楽しそうなふたりに、ついていけない。これがこの人たちの普通のことなのだろうか。

　私と妹の美雪のお茶会は、マグカップにココアを入れてコンビニのミニパックのお菓子を片手に、どちらかの部屋に集まってビデオオンデマンドサービスで映画やドラマを見るくらいで……。洋服も、どちらかが買ったものを「今度貸して」とかそのくらいで……。

　駄目だ。格差にめげている場合ではない。これも大事な連さんの妻の仕事。

　私は求められるままに何着も衣装に袖を通し続けた。シフォン素材のブルーのワンピースに決定すると、そこから撫子さんと真緒さんがメイクとヘアスタイルをいじってくれる。

「難しいアップスタイルは美容師にお願いするけれど、簡単なものは自分たちでやってしまうのよ」

「今度、お着物の着付けも教えるわ」

　撫子さんと真緒さんは、私を連さんの妻として恥ずかしくないようにしてくれているのだ。師匠と思ってついていかねばならない。

「どうかしら！」

「いい感じだと思うわ！」

　ふたりに仕上げてもらったスタイルを鏡に映す。

　瞬間、どきりとした。しっかりと化粧を施した私の顔立ちに見覚えがあったからだ。記憶の奥底にある懐かしい……忌まわしいその姿。

　知らずに息を呑んでしまう。ああ、こんなにも似ているなんて。

「初子さん？」

　呼ばれて、私ははっとふたりを振り返った。いけない。妙なことを考えていた。

「あ、ありがとうございます。こんなにお手間をかけさせてしまって」

「いいのよ、楽しかったもの」

「兄さんをあっと言わせてやりましょう」

　私は上機嫌のふたりに手を引かれ、庭に戻ることとなった。ふたりのこだわりのおかげで、衣装選定とメイクアップが長引き、パーティーはすでに始まっている。

　広々とした庭は小学校の校庭くらいある。港区の一等地にこんなお庭付きの豪邸だなんて、本当に世界が違う。そして、身内のパーティーだなんて言いながら、大勢の招待客が詰めかけている。

　私たちが戻ってきたことに、連さんと恭さんがすぐに気づいて歩み寄ってきた。

「初子、綺麗だね」

　まず、笑顔で褒めてくれる連さん。さすが女性の扱いには慣れている。

「この前のウエディングドレスも可愛かったけれど、今日は華やかだなあ。真緒、撫子、うちの奥さんの身支度をありがとう」

「初子さんのお肌、白くてすべすべで羨ましかったわ。東北の方は色白美人が多いって聞くけど本当ね」

　真緒さんが言い、撫子さんが笑う。

「兄さん、初子さんをエスコートしなきゃ駄目よ。奥様としてのお披露目なんだから」

　そうか、身内ばかりと聞いていたけれど、この様子だと文治銀行の取引先のトップも多く招かれていそうだ。パーティーを楽しむだけでなく、ここは外交の場。連さんが結婚したということをアピールする場なのだ。

　撫子さんと真緒さんに感謝しなければならない。私ひとりでは連さんの隣に並び立つことも憚られるような格好しかできなかっただろう。幸い、鏡を見る機会はない。自分がどんな顔をしているか、私自身は気にせずに済む。私は私の仕事に集中しよう。

「初子」

　連さんが唇を耳に寄せてくる。

「これから、挨拶回りに付き合わせる。悪いな」

「悪いことなんてありません。お伴いたします」

　背の高い彼を見上げて答える。思ったより顔が近いのは彼が屈んでいるからと、私がお借りしてるパンプスのヒールが八センチあるからだ。

「こうして見ると、すごくお似合いね。連と初子さん」

　真緒さんが嬉しそうに言った。真緒さんは私と連さんが書類の上の結婚であると知っているのだろうか。知らないのかもしれない。横から撫子さんが言い添えた。

「そうでしょう。兄さんたら、叔父様がお見合い写真を持ってきたときから、初子さんに夢中なのよ」

　撫子さんの口ぶりから、私たちは頭取にお見合いをセッティングされ結婚した流れになっていることが判明した。自分から誰かに話すことはなさそうだけど、この設定はよく覚えておかなければ。

　お見合い設定を補強するように、連さんが言った。

「おいおい、撫子。初子の前で言わないでくれよ。恥ずかしいだろ」

　本当に照れたように頭を掻いて見せるのだから、演技派だ。

「さあ、行こうか、初子」

　私の腕を取って連さんは挨拶回りに出発する。

「仲睦まじい新婚夫婦、で頼むよ」

　触れることで私が緊張でがちがちになってしまうことを懸念しているのだろうか。確かに接触は慣れていない。でも、お仕事なら腕を組むくらいなんのそのだ。

「……はい」

　私は返事をし、そっと彼の腕に寄り添った。正直に言えば、心臓がばくばくとものすごい音を立てていたけれど。




　それから、パーティーのほとんどの時間、私は連さんに付き従い挨拶をして回った。社内的には結婚の話が出ていても、対外的に結婚の挨拶をするのは初めての機会となる。文治銀行の未来の頭取と目される連さんの結婚は、おそらく今日のパーティーでも大きな話題のひとつとなっただろう。

　今日の主役である真緒さんのお父様にも挨拶をした。顔立ちも口調も厳しさの漂う壮年の男性だ。撫子さんや真緒さんからケーキの話などを聞いていたので、てっきり穏やかな方かと思っていた。連さんの叔父にあたる文護院頭取とはまったく雰囲気の違う人である。

「連くんも結婚か。うちの真緒も、そろそろとは思っているんだがね」

　そう言って、遠くで招待客と話している真緒さんを眺める。視線は厳しい。

「きみが文治の跡取りじゃなければ、真緒の婿に入ってもらったんだがな」

　結婚の挨拶で、そんなことを言われると、私としては立場がない。こちらをろくに見もしないので、きっといち行員だった私に配慮をする気はないのだろう。

「真緒さんにはもっと相応しい男性がいますよ。俺ではとてもとても」

「きみが昼行燈なのはよく知っているよ。馬鹿正直さと食えない性質が同居している。きみのような男にこそ、私の仕事を任せたいものだ」

「買いかぶりです。それに俺は新妻に骨抜きですので、しばらくは愛に生きる予定です」

　そう言って、ふたりは笑い合った。私は横でひっそり微笑んでいるしかできない。真緒さんのお父様は、ものすごく連さんを買っているようだ。

「連」

　挨拶を終え、場を離れると、真緒さんが近づいてきた。

「父に変なことを言われなかった？　連が結婚したって聞いて、私にも早く相手を見つけようとしてるみたい」

「真緒はひとり娘だものな。まあ、俺は真緒が好きな相手を選ぶべきだと思うけれど」

「それができれば苦労はしないわ。父さん、うるさいのよね」

　真緒さんは肩を竦めて見せる。そうか、私たち庶民と違う点は結婚相手すら自由に選べないということだ。真緒さんの伴侶となれば、いずれはセンタールートロジスティクスの後継者だ。自由に相手を決められるはずがない。

「連の結婚は嬉しいけど、私はとばっちりだわ」

「おまえも年貢の納め時ってことだよ、真緒」

「言い方、感じ悪い」

「俺も恭に言われたんだよ」

　ふとふたりを見つめる。背の高い連さんと一生懸命見上げて喋る真緒さん。幼馴染の気安さからか、ふたりの間には親密な空気を感じる。

　連さんの楽しそうな笑顔。真緒さんの愛らしい笑い声。

　もしこのふたりに、自由に相手を選ぶ権利があったとしたらどうだろう。ふたりはお互いを選んでいたのではないだろうか。

「初子、疲れたか？」

　連さんに話しかけられ、私は思考の中から戻ってくる。真緒さんが微笑んだ。

「ケーキが振舞われるわ。パーティーも終盤だから、もう少し頑張って」

　姉のような優しい声に私は「はい」と微笑み返した。少しだけもやっと揺れた心を隠して。




　パーティーが終わり、私と連さんはハイヤーで帰途についた。私たちの住むマンションまでここからはさほど遠くないけれど、客全員の手配がされているようなので素直に乗り込むことにした。

「疲れたなあ。腹が空いたよ」

　連さんは後部座席のシートに背を預け、うーんと伸びをしている。私はパーティースタイルのまま、遠慮がちに座席に腰かけていた。ずっと立食だったので、この衣装になってから腰かけること自体が初めてなのだ。ワンピースなど一式はクリーニングしてお返ししなければならないと着て帰っているけれど、やはり元の服に着替えてしまえばよかった。私のお給料以上の衣装はやはり緊張する。

「初子は空かないか？　ほとんど食べてないだろう」

「ケーキをいただきました。それに準備のとき、クッキーを」

「食べたうちに入らないぞ。うーん、ラーメンが食べたいな」

　連さんはそんなことを言う。お菓子や肉まんが好きなのは知っていたけれど、ラーメンも好きなのね。お坊ちゃんなのに、ジャンクなものが好きなのだから面白い。

「一度帰って着替えたら、外にラーメンを食べに行かないか。美味いところを知ってるんだ」

「はい、承知しました」

　私は頷く。正直、それは助かる。お借りした服を汚さないかひやひやしているのだもの。




　約束通り、私たちは着替えて自宅マンションを出た。マンションは複合施設の一角にあるけれど、レジデンス棟はレストランやブティックなどの入る商業ビルからは少し離れ、マンション前は閑静だ。休日の官公庁街はあまり人がいない。新橋方面に歩くと、連さん目当てのラーメン屋があった。

「たまに来るんだ。ここまで連れてきておいてなんだが、ラーメンは好きか？　ラーメンでよかったか？」

「はい、地元ではよく家族三人で食べに行きました。美味しいところがあるんです」

「そういう話をもっと聞きたいな」

　穏やかな笑顔を見せる連さん。その顔を見ていたら、今日一日の緊張感がするするとほどけていくのを感じた。

　店内はカウンター席しかない。夕食時より早いせいか客は数人だ。

「今日は本当に御苦労だったな。ありがとう、初子」

　注文を終えると、連さんが言う。私は首を振った。

「いえ、妻のお役目に適ったでしょうか？」

「充分だ、控えめだけど受け答えがはっきりしているから、賢い細君をもらったと思われただろうな。何より、今日の初子は格別可愛いかった。いつも可愛いが」

　いきなりの可愛いの言葉に、思わず苦笑いしてしまった。連さんが唇を尖らせて付け足す。

「本当に可愛いと思ってるぞ。まあ、今日は普段より化粧がしっかりめだったから、初子の愛らしさが強調されていたな」

　私は知らずうつむく。化粧を施し、髪をあげた自分の顔は、あのとき鏡で見たきりだ。トイレでは鏡を見ないようにし、さきほど帰宅したときに、髪の毛だけ下ろしていつものひとつ結びにしてきた。

　あまり見ていたい顔ではなかった。

「初子どうした？」

「いえ」

「もしかしてなんだが、初子は容姿を褒められるのが嫌いか？」

　驚いて思わず顔を上げてしまった。過剰反応をしたことを恥じて、すぐに目をそらす。

「最初の初子の写真をもらったときも、随分地味にしているなと思った。初子本人を見たら、顔立ちは愛らしいし、磨けばもっと光るだろうなと思ったよ。しかし、おまえはどうも地味にしておきたいような様子だ。今日も着飾った姿は美しかったというのに、浮かない顔をしていた」

　どうしようか。しかし、連さんの言葉に嘘をついたりごまかすのも申し訳ない気持ちになった。

「……母に」

　私はおずおずと呟く。

「母に似ているな、と。幼少時に別れたきりですが、少し苦手だったもので」

　連さんは私の家族の事情をどこまで知っているだろう。頭取は当たり障りのないことしか言っていないかもしれない。一時的な契約妻なのだ。ほとんどの人間が知らない出自を言う必要はない。

　連さんが頷いた。

「そうか、それは嫌なことを聞いた。すまない。もう言わなくていいぞ」

　あっさりとそう言う。これ以上詮索もする気がないようだ。私は拍子抜けした。てっきり、細かく事情を聞かれるのではと身構えていたのに。

「ただ、初子が御母堂に似ていても似ていなくても、初子の顔は初子が二十六年間かけて作り上げた顔だ。真面目さも、頑固さも、勤勉さも表れている顔だ。誰のものでもない。初子自身のものだ」

　知らず息を呑んでいた。この顔は、私自身の顔。

「俺は初子の内面の滲んだ顔を可愛らしいと思うから、これからも褒めるぞ。気を悪くするなよ」

「……はい」

　驚いた。そんな言葉をもらえると思わなかった。

　連さんの声が魔法のように心にしみわたる。たったひと言で、私が今日感じた所在なく苦しい気持ちをとかしてしまった。

　鏡を見たくなかった。化粧をはっきりとしたくなかった。

　そこに母の面影を感じるから。この身体に母の血が流れていることを実感するから。

　だけど、連さんの言葉にならえば、この顔はもう私の人生の顔なのだ。確かにそうだ。どんなに母の影を感じても、私はあの人ではないのだ。

「連さん」

「なんだ？」

「ありがとうございます」

　私の御礼に連さんは、首を傾げた。タイミングがズレたので、なんに対する御礼だろうと思ったのかもしれない。それでよかった。

「お、来た来た」

　店主が私たちの前に小高い山になっているラーメンのどんぶりをどんと置いた。迫力がある。

「先に麺を食べることを勧めるぞ」

「野菜だけでお腹がいっぱいになりそうな量ですね」

「だから、麺からだ。野菜が食べきれなさそうなら、俺が先に少しもらってやろう」

「はい、お願いします」

　連さんといるといつも緊張している部分があった。それは上司であり、自分とは違う世界の人だから。契約上の夫であっても、私が近づいていい人ではないと思っているから。

　だけど、それら全部を取っ払って人間対人間で考えたら、私はこの人の考え方が好き。この人の明るく温かな性格が好ましい。

　きっと、私は以前より自分の顔を嫌だと思わなくなる。連さんに褒められても、笑うことができるだろう。

　この日食べたラーメンはすごく美味しかった。このふた月の中で一番リラックスできた時間だった。










４．妻のガードを緩めたい




「同居、ですか」

「そうだ、同居」

　ここは文治銀行本店営業部支店長室。これから俺は融資先との会食で出かける。帰りは自分で帰るので、妻であり部下である初子は俺を送ったら本日の業務は終了である。

　そのタイミングで俺は、ここ数日考えていた提案を切り出した。

「今は隣室同士だが、結局お互い内扉はほぼ使っていない。つまりは生活が完全に別々だ」

　初子は黙っている。おそらくは思っているだろう。生活は別々でも契約上問題ない、と。

「そこで内扉を解放し、開け放っておく。寝室はそのままでいいから、いつでもお互いの居住スペースに出入りできるようにするんだ」

「そ、その……メリットは……」

「ふたりで食事が取れる！」

　笑って見せると、初子は答えに窮して唇をもぞもぞ動かしている。初子としては、この近居結婚のまま、契約の任期を終えるつもりなのだろう。甘いぞ、初子。そうはさせるか。

「どっちみち、最近は休日も一緒に食事をすることが多い。平日の朝食も、初子は俺におにぎりを握ってくれるじゃないか」

「あれは……毎日カフェだと飽きるのではないかと思いまして」

　結婚からひと月半、最近の初子は自分の朝食のついでに俺におにぎりや味噌汁を差し入れてくれる。初子の地元の漬物や、惣菜も持ってきてくれる。

　また今朝は、俺が誘ったのでカフェで一緒に朝食を取り、揃って出社した。行内でも、俺と初子の結婚は周知のことなので、俺が新妻と並んで出社するところをみんな笑顔で挨拶してくれた。

「初子は俺が淹れた美味い紅茶がいつでも飲めるぞ」

「それは……嬉しいですが」

「洗濯物も俺がしてやろうか。畳むのは結構好きなんだ」

「いえ！　そんなことはさせられません！」

　初子がぶんぶんと手も首も振りまくる。ものすごく困っている様がとても可愛いと思う。

　そう、俺は最近、新妻が可愛いのだ。初子が、今までにないタイプだから面白いということもあるだろう。恋かと言われると、正直よくわからない。まったく懐かない小動物に懐いてほしい気持ちの方が強いかもしれない。

　しかし、せっかく妻として隣にいるのだ。一番身近にいる〝家族〟と仲良くなりたいのは自然な心理でもあると思う。そこで、俺は積極的に初子に近づくことにしている。

「あの、連さんは私と同居で、気詰まりではありませんか？」

「まったく気詰まりじゃないぞ。公私ともに支えてくれるのはありがたい」

「ですが……、連さんが後継者に指名されれば、解消する関係ですし……」

「俺は別に解消しなくてもいいぞ」

　にこにこ答える俺に、初子は狼狽している。普段冷静で真面目な彼女は、俺の言動に簡単に揺さぶられ、平常心ではいられなくなる。上司であり夫であり、契約相手だものな。そこに俺は付け込むというわけだ。

「初子と仲良くなりたいだけだよ。今まで軽いお付き合いをしてきたご婦人たちと同列では考えていない。家族として大事にしたいんだ。美味しいものを一緒に食べ、楽しいことを一緒にしたい」

　そこまで言って、一応付け加える。

「あ、楽しいことってのは、セックスじゃないから安心しろ」

　直接的な単語に、初子がぶわわっと首まで赤くなった。うーん、こうして照れる顔がいっそう可愛い。

　本当に彼女は、どうして俺と結婚なんかできたんだろう。処女で、男性に触れられるだけで緊張で固まってしまう彼女が、頭取に頼まれたからとはいえ、人妻契約を結ぶだなんて。

「初子の嫌なことはしないから。な、考えておいてくれ」

「……連さん」

　初子がまだ赤い顔で言う。

「同居、承知しました」

　お、心が動いたようだ。俺は近づき、初子の頭をぽんぽんと撫でた。それは妻へというより、ペットの子犬への接し方に近いとは思うけれど。

「ありがとう。それじゃあ、帰ったら内扉を開けておいてくれ」

「……はい」

「酔って帰っておまえを襲うことはないと誓うよ」

「……御冗談はおやめください」

　半分冗談じゃないんだけどな。俺としては、初子さえよければ関係を結びたいと、いまだに思ってはいるんだが。まあ、そこを急いで嫌われたくもないので、俺は紳士でいなければならないだろう。




　初子は素直に俺の要請に従い、その日から俺たちは一応同居という形になった。

　当初は気安い関係づくりのため男女の仲を考えた俺だが、今はほぼ間違いなく処女であり、おそらく恋人もいたことがないであろう初子に対し、家族という関係性を求めることにした。

　縁あって一緒になった妻に相応の安心と幸福を与えたい。この先初子が離婚を望んだとしても、一緒にいた期間が寒々しい思い出だけでは申し訳ないじゃないか。

　もし、初子がともにいることに喜びや安堵を覚え、この先も俺と一緒にいたいと希望してくれるなら、それがきっと一番いい。

　それなりに女性とは交際してきた。割り切った関係も含めれば、経験は多い方だろう。しかし、心から恋をし、一緒になりたいと思った女性は今までいない。おそらく俺はあまり恋愛に熱心な人間ではないのだろう。そんな俺が、初子とは一緒にいてもいいかもしれないと思い始めている。

　恋ではなく、愛でもなく、健気な存在を愛でるような些細な気持ちではある。ただ、当初のような〝条件が合うから〟というだけではくくれなくなってきている。

　もちろん、現時点では俺が圧倒的に不利である。初子は契約期間だけの結婚生活だと思っているし、俺とは親しくならないように苦心している様子。このままの距離では初子に離縁されてしまう……。

　などと考えつつ俺は、この日深夜の帰宅となった。

　あまりある機会ではないが、今日は叔父の家で酒を飲んできたのだ。

　叔父夫妻には子どもはなく、俺と撫子が子ども代わりである。父が亡くなってからは、俺も叔父夫妻を頼りにし、大学時代に母を亡くした後は、この少ない本家一族を守るために支え合ってきたつもりだ。

　叔父の望みだから頭取になる願いも叶えてやりたいとは思う。しかし、一族の一員になる恭の優秀さを叔父がもう少し真摯に見つめたら、後継はひっくり返るのではないかと、つい考えてしまう。俺はいつだって、恭には勝てない。はっきりと叔父の前では口にしないのは、叔父をがっかりさせたくないからだろう。

　叔父の仕事に対する想いを聞き、さらに間近に迫った撫子の式について少々打ち合わせて帰途につくと、すでに日付が変わっていた。

　明日が休みでよかった。朝からジムに行くつもりだったが、昼にずらしてゆっくり休もう。そんなことを思いながら靴を脱ぐ。

　室内の電気をつける前に奧から漏れる光を感じた。初子の部屋のリビングだろう。まだ起きているのだろうか。

　覗くと、電気は煌々とつき、パソコンがスリープ状態になっている。

　当の初子はソファに横になっていた。チェックのパジャマ姿で、のびのびと手足を伸ばして。健やかな寝息が聞こえる。

「これは……」

　おそらく、パソコンで動画やドラマでも見ていたのだろう。そのまま寝落ちだろうか。案外年相応なところがある。

　うん、やはり同居にして正解だ。こんなふうに隙だらけの初子が見られるとは。いつもびしっと軍人のように背筋を伸ばし四角四面の初子が、口をうっすら開け、子どものような顔で眠っているのはことさら愛らしい。

「初子、起きなさい。風邪を引くよ」

　優しく声をかけてみる。よほど疲れているのか初子は起きない。致し方なし。俺は手を伸ばし、左肩をぽんぽんとたたく。

「初子、ほら起きて」

「んー」

　寝ぼけた声。可愛いな。

　しかしまずいことが起こった。身動ぎをした初子のパジャマのボタンがはずれる。アンダーのキャミソールと胸元が襟からこぼれ見えた。

　華奢だと思っていたが、胸はそれなりにボリュームがあるな……いやそんなところをじろじろ見てはまずいだろう。

「初子、初子。起きなさい」

「んうー」

　むにゃむにゃ何か口の中で言っている。これは可愛い。さらに動くので胸元が露わになる。カップ付きのキャミソールだろうか、中で胸が波打つのがわかって……。いよいよ本当にまずい。初子、起きてくれ、頼む。

　俺の願いが通じたのか、初子がぱちっと目を開けた。覗き込んでいる俺の顔を見て、初子の目がみるみる見開かれる。

「れ、ん、さん……」

「眠ってしまったか？　風邪を引くから、寝室に行くんだ」

　なるべく平静を装い、胸元からも顔からも視線をずらして言う。

　初子はまだ寝ぼけた様子でがばっと無造作に起き上がった。そのときだ。初子のパジャマの前ボタンがいくつかはずれ、キャミソールが大きくずれる。おそらく寝ぼけていなければ、雑な動きはしなかったはずなのだ。結果的に、初子の胸の谷間が大幅に露出する。

「……っ！」

　俺は不覚にも息を詰め、唇を噛みしめた。まるで童貞男子のような反応をしてしまった。

　もっと慌てたのは初子だろう。自身の乱れた服装に、声も出ず、勢いよく前をかきあわせた。

「だ、大丈夫！　見えてない！」

　そう言ったものの、これじゃ「ばっちり見えました」と白状しているようなものだ。

「お、おおおお見苦しいところを！」

　初子は動揺から激しくつっかえながら言う。顔どころか全身真っ赤だ。可愛い。大事にしたいという想いと同時に、もう少し触れてみたいような欲求が湧いてくる。

「部屋まで、運ぼう」

　自分でもいけないとは思った。しかし、言葉が勝手に口を衝いて出た。初子が問い返すより先に、俺は初子の華奢な身体を横抱きに抱え上げていた。

「連さん！」

　初子が驚愕の表情で俺を見る。構わず、寝室にしている部屋へ入った。同居とはいえ、ここまで踏み込むのは初めてだ。初子の寝室は最低限のものしかない。チェストの上に父と妹、そして越野支店長と並んで写った写真が飾られてあった。

　ベッドにそっと下ろす。窓から入る月明かりに照らされた愛らしい顔は、驚愕と不安で揺れていた。

　駄目だ。頭でわかっていながら、片膝をついたベッドがきしむ。初子がびくんと肩を揺らした。これ以上近づいてはいけないのに。俺の手が初子の顎を持ち上げる。

　心臓の音が内側で大きく響く。酒のせいか、どくどくうるさいくらいだ。そして初子の鼓動も速くなっていることが感じられた。白い肌の下に脈打つ血液、初子の香り。

「初子は経験がないんだろう」

　なんの経験かは問わなくてもわかるはずだ。初子は震える唇でかすかに「はい」と答えた。

「初めての経験が契約の夫とでは困るか」

「いえ……そういうわけでは」

「嫌なことはしないと同居のときにも約束した。遠慮なく断れ」

　そうしないと、俺はこのまま初子に何をしてしまうかわからない。自分でもこんなに堪え性がないとは思わなかった。かれこれ三カ月近く一緒にいる可愛い妻。我慢できなくなるなんて。

「私は……連さんのことを上司と思っております」

「まだ、上司以上には思えないか」

「上司……以上に大事な存在と。旦那様ですから……」

　言いながら矛盾を感じるのか視線をそらす初子。

「いずれ、……お別れするのですから、肉体の接触は持たずともよいのではないかと……思っています」

　やはり初子の中では別れることが前提。それは変えられないことなのだろうか。

　アルコールが入っているせいか、つい普段より欲求が先立つ。強引になってしまう。気づけば、そのまま初子をベッドに押し倒していた。

　初子が喉の奥で引きつったように息を吸うのが聞こえた。

「以前も言ったが、俺は、離婚しなくてもいい」

「それは……連さんの将来にとっても、いいことではありません」

「それじゃ答えにならない」

　俺は若干苛立ち、初子の黒い瞳を見つめる。視線を絡め、熱意を込めて尋ねる。

「俺が嫌か？　俺は初子を好ましく思っている」

　初子がぎゅっと唇を噛みしめた。一瞬泣きそうに顔が歪み、それから初子は吐き出すように強い口調で言った。

「一時の契約結婚という気持ちは変わりません。ですが……！　旦那様をお慰めするのも、妻の役目と心得ます。ふ、触れて……くださって構いません」

　語尾が震えていた。見開かれた目は決意こそあるものの、怯えが見え、俺はようやく無体なことをしている自分に気づいた。

　罪悪感と、がっかりした気持ちがないまぜになる。

「気がそがれたよ。……いや、悪いことをした」

　初子の上から退き、ベッドから立ち上がった。起き上がった初子を見下ろし、言った。

「すまなかった。でも、初子、夫を慰めるのが妻、というくだりは感心しない。夫婦に上下はない。良いも悪いも気持ちは伝えるべきだ」

「連さん……も、申し訳ありません」

　初子が何に対して謝っているのかはわからない。俺の苦言に対するものなのか、俺の欲求に応えられないためのものなのか。

「ただ、俺は初子と結婚生活を楽しく続けたい。その気持ちは変わっていない。当初の目標に合わせて、キスの許可をもらえるところから頑張るつもりだ。本当にすまなかった、おやすみ」

　初子を残し、寝室のドアを閉める。リビングと内扉を抜け、自分の寝室へ。

　ここまで完膚なきまでに女性に振られるのは初めてかもしれない。初子は俺のことを生理的に拒否しているわけではない。処女を理由に、肉体的接触を拒んでいる様子でもなさそうである。

　何か俺と釣り合わないとでも言いたげな様子が気になる。

　どちらにしろ、こんなことをすべきではなかった。暴走しかけてしまうなんて。

「妻と仲良くしたいだけなのになあ」

　俺は自室のベッドに腰かけ、低く呻いた。




　土日は各自あまり接触しないように過ごした。俺はジムに通い詰め、初子は運転訓練だと社用車で出かけていた。都内の道はすっかり慣れたはずなのに。

　翌週の月曜、初子はまったく普通だった。ふたりで朝食を取り、出社する。もとより口数が少ない初子だ。気にしないようにお互い努めていればぎくしゃくはしないだろう。

「連さん、本日午後にお越しになる大たい綱こう精せい機きですが、すでに稟議書が上がっています」

　支店長室で、初子が声をかけてくる。すっかりいつも通りの様子に、俺もほっとする。

「ああ、確認したよ。今日先方の社長とも話すが、融資でサインするつもりだ」

「本部審査部が口を挟んでくる案件になりそうですが」

　初子も稟議書は確認している。財務諸表で見れば、あまりいい条件とは言えないだろう。支店長権限で稟議が決済できる金額内だが、大綱精機の近年の損益は数字的に積極的に融資したい状況ではない。さらに、本店営業部で決済したことでも、場合によっては本部審査部が意見してくることもある。

「本部稟議じゃない。俺の責任で通すさ」

「大綱精機は確かに古くからお付き合いのある企業ですし、融資担当と社長が熱意を持って融資を願い出ていることはわかります。信用格付に変動もないです。ですが、近年の数字は少々気になります」

　差し出たことを言いまして申し訳ありません、と初子は言い添え、頭を下げる。俺は首を振り答えた。

「今日も話があるだろうが、海外需要に応えるためと、老朽化から、新工場はどうしてもほしいそうだ。経営体力はある会社だ。数字だけで見ず、今までとこれからの信用を担保に融資を許可したいと思っている」

　言葉を切り、苦笑いして見せる。

「文治は大きくなっていく最中だ。身を肥やすために、切り捨てるものを多くしては、銀行の本来の在り方を見失う。信用は何よりの宝だよ」

　俺の言葉に初子が目を瞠みはった。

「まあ、こういうところが甘いと言われて、後継者に不適格だなんて陰口たたかれるんだけどな」

「いえ、連さんのお人柄を尊敬します。改めて、出過ぎたことを言いました。お許しください」

　頭を下げる初子は、控えめだが、全体を見る目を持っている。俺が妻に望んだのは一緒に考えてくれる女性、意見してくれる女性だ。初子は経営者の妻に相応しい。

　彼女さえよければ、このまま夫婦としてやっていくことが一番いいように思える。

　金曜の件はなんとしても挽回して、初子の心を取り戻さなければならないだろう。




　午前のうちに予定していた仕事を済ませると、本部でシステム関連の打ち合わせがあった。上階に移動し、打ち合わせを終えた。

　支店に戻る前に、恭のいる市場部門を覗いた。十二時、前場は終了している。顧客の資金運用を担うトレーダーが恭の役割だ。

　俺を見つけて、恭が「お」という顔をする。

「昼食に誘いに来たんだけど、今日は愛妻弁当だったか？」

「いや、俺も連に話があった。少し外に出よう」

　恭の表情から、あまり行内で言いたいことではないのだなと察することができた。

　本店営業部と本部の入る文治銀行ビルから出て、オフィス街を歩く。昼時は多くの会社員が昼食を求めて外に出ているので、いっそう賑わっている。

「花はな田だ専務と川かわ上かみ執行委員から打診があった」

　歩きながら恭が口を開いた。

「撫子の夫である俺を、次期頭取候補として擁立したい、と」

　俺は頷いた。以前からそういった話は聞こえてきていた。花田専務と川上執行委員、その一派には関東近県の有力な支店長が数名いる。

「何度も断っているが、話だけでも聞いてほしいと酒席に誘われている」

「はあ」

「俺がその気になれば、本年度中どこかで議題として上奏すると」

「それで、どうだ。恭は俺の対抗馬になってくれる気はあるのか？」

「冗談じゃない」

　恭が鬱陶しそうに答えた。

「俺は文護院家に婿入りするわけではない。何より、今の仕事が好きでやっているんだ。文治のトップになりたいなんて思ってもいないさ」

「恭にその気があるなら、俺に遠慮せず花田専務たちを頼ればいい。頭取の座を競ったからといって、恭との信頼が壊れるとは思わないぞ」

　立ち止まった恭がこちらを見る。怒った顔をしている。

「文治の未来の頭取はおまえだ、連」

　恭はそう言ってくれるが、俺の中に消せない劣等感がある。そいつがささやく。恭に譲ってしまった方がいいんじゃないか。能力的に、恭の方が優れたトップになれるんじゃないか。

「俺は、花田専務たちに担がれる気はない。どうせ、やつらは俺を傀かい儡らいにしたいだけさ。連の人柄や物の見方こそが文治の後継に相応しい」

　人柄、午前中に初子に同じことを言われたな、とふと思う。恭が俺を見つめ、真剣な口調で言った。

「俺は連を支える位置にいるよ」

「ありがとう。では、外野が騒がしくならないように、俺は相応しいリーダーシップを取って、早く立場を確立しないとな」

「ああ、来年度まで後継者指名を待つ必要はないんじゃないか？　本店営業部は数字を出しているし、おまえが妻を迎えた話も周知のことだ」

　俺は笑みを返し、胸の内のもやついた感情を抑え込んだ。

「さて、何を食べようか」

　東京駅近くのホテル内、たまに行く洋食の店でランチをと思ったら、撫子から恭のスマホに連絡が入る。

「撫子がランチに参加したいそうだがいいか？」

「ああ、いいぞ。相変わらずべったりだな」

「可愛いだろう？　うちの妻」

　恭が本当に撫子を大事に思ってくれていることは伝わる。兄としては嬉しい限りだ。

　入店し、ランチを三人分頼んで待っていると、撫子がすぐに合流した。

「初子さんも呼べばよかったわ」

「いや、支店長室に顔を出さずに来てしまったから。彼女は昼食に弁当を作っているようだったし」

　言い訳しながら、運ばれてきたプレートを受け取る。今日のランチはカツレツだ。カツはカツ丼の方が好きなので、今度初子と食べに行こうなどと考える。

「仲良くやってるんでしょう？　初子さんと」

「まあ、こういう形の結婚の割にはな。もともと上司と部下としてひと月過ごした後だし」

　それが上司と部下という線引きを明確にし過ぎてしまい、初子との溝にもなっているのだが。恭が興味深げに首を傾げて言う。

「連自身は初子さんを気に入っているんだろう？」

「気に入っている……というのはなんだか上から目線だが、まあ……」

　言い淀む俺に、撫子が「あら煮え切らない返事」と突っ込みを入れてくる。

「撫子は、彼女に、俺の立場が確立すれば離婚してもいいと説明したんだろう？」

「ええ、契約書には離婚後の金銭面の保証についてしか書いていないけど、口頭で説明してあるわ」

「後継者を産む必要もない、と」

「ええ」

　俺は嘆息する。やはり、初子の中ではその部分へのこだわりが大きい。

「初子は、時期が来たら確実に離婚する気だ。そんな気持ちの妻に手は出せないし、一定以上に仲良くするのは難しい」

　あまり言いたくないことだが、仕方ない。結婚してひと月半以上になるというのに、初子は俺との間に分厚い壁を立てたままという事実があるのだ。撫子より先に恭が笑いだした。

「百戦錬磨のモテ男が、新妻を靡なびかせられないってことか。あははは」

　撫子も笑いだした。ふたりがあまりに軽快に笑うので、さすがにイラッとする。俺は自虐的に笑いながら、ふたりを睨んだ。

「どうも初子は、俺と本物の夫婦になるには相応しくないと思っているようだ。まあ、俺に魅力がないって言ってしまえばそれまでだがな」

「スネるなよ。あれだけ女性が群がっていた連の誘いに抗ってるってことは、本人の中に何か引っかかる部分があるんだろう」

　恭が執り成し、撫子が考えるように視線を上に持って行く。

「私も詳細は知らないけれど、叔父様に大きな御恩があって、恩返しのために結婚の要請を引き受けたという感じね。彼女の中では、あくまで仕事の結婚生活なのね、いまだに」

　仕事と言い切るには、初子も多少なりとも歩み寄ってくれていると感じる。しかし、叔父との間にある〝恩〟という繋がりが、初子の行動を決定づけているように思えてならない。

「うーん、この前のパーティーも気詰まりだったかしら。経験がないと、ああいった場は嫌よね」

「もっと堅苦しい場に出る機会も多いが、初子は仕事として励んでくれるだろう。しかし、私生活までカチカチだと、俺もな」

　思いだされるのは先日の晩。拒まれてしまったことが、情けなくも尾を引いている。

「簡単だよ、連」

　恭が整った顔立ちを悪だくみでもするかのように歪めた。

「初子さんを真剣に惚れさせるしかない。彼女の頑なな心をとかし、離れがたい存在になるんだ」

　俺は額に手をやり、嘆息した。簡単に言ってくれる。できるものならそうしているというのに。

「そもそも、連は女性から誘われるばかりで、扱いこそ上手いが、自分から女性を得ようと動くことがない。ここは初心に返り、初子さんに誠心誠意尽くし、求愛するんだ」

　愛……、そこで俺は考えてしまう。男女の愛で初子を見ているだろうか。可愛いとは思っているが。

「実際、初子さん側への保証として離婚という逃げ道を用意したのは契約上親切だと思う。だが、その逃げ道のせいで、初子さんは連と深い仲になるのをためらっている。イメージアップのために結婚したなら、離婚のイメージダウンも相応に覚悟すべきだ。本来は離婚しない方が、次期頭取の立場はいいだろう」

「だから、言葉巧みに惚れさせろというのか？　あまりいい考え方ではないな」

「兄さんは初子さんに好かれたら嬉しくないの？」

　撫子の言葉にはたと止まる。初子に好かれたら、嬉しいに決まっている。彼女があの堅苦しい表情ではなく、恋する女性の顔で俺を見つめるのを想像したら、指先まで血液がいくような温かな心地がする。彼女にとって初めての恋の相手が、俺だとしたら。

「好かれたい人に好かれようと苦心するのは、普通のことだわ」

　ぐうの音も出ない。妹に言い負かされるとは思わなかった。しかし、すとんと腑に落ちたような感覚もある。

「兄さんは、難しく考えずに、初子さんに優しく接すればいいのよ。誰しも、自分に好意のある人を無下にはできないものですもの。ねえ、恭」

「そうだね。出会った頃から惹かれ合っているふたりというのは珍しいかもしれないな」

「私と恭くらいよ、そんなの」

　撫子と恭がいつものノリでいちゃつきだすので、俺は黙ってカツレツを口に運ぶ。

　好かれたい相手には好意を見せる。当たり前のことだが、俺にとってはちょっとした発見だった。




　六月の後半から七月の頭、俺は支店長業務の傍かたわら、叔父の地方視察に同行する日々が続いた。恭以外にも、文治の後継に噂されている人間は数人いる。文治が今まで一族経営であったことが防波堤なだけで、俺に問題があればすぐにでも廃嫡を唱えらんれる。

　母体が大きくなれば、それだけ様々なことを考える人間が増える。文治の後継問題は、文治の今後の安定のためにも俺が立つのが一番いい。それはわかっているのだ。

　ともかく、地方支店へ熱心に視察して回るのは、俺の顔見せでもあり、叔父自身の権威の主張でもある。大事な仕事だ。それに俺も地方では『女好きのチャラついた男』という噂があるらしいので、妻もいる落ち着いた常務というアピールをしておくべきなのだろう。

　初子と入籍してもう少しでふた月になる。しばらく家を留守がちにしている。初子にはその方が気楽だろうか。

　出張に出かけてしまえば、業務以外で連絡を取り合うこともない。せめてもと地方のお土産を買って帰ることにしている。受け取る初子は真顔なので、それを喜んでいるかもよくわからない。

　しかし、饅頭でも郷土料理でもお土産は必ず綺麗に消費されているので、嫌ではないようだ。律儀なだけだろうか。

　そんなわけで、俺と妻は今ひとつ距離を縮められないものの、さほど悪い関係ではないまま新婚二カ月を迎えようとしていた。

　七月半ばに差しかかる頃、ようやく出張が落ち着いた。しかし、今度は本店営業部で研修の名目で地方支店から行員がやってくる日々のスタートだ。会議や研修の立ち合いなど、業務は増え、忙しいことには変わりない。

「連さん、紅茶をお淹れしました」

　俺のデスクに紅茶を準備してくれる初子。

　初子は随分俺を助けてくれている。支店長決済のいるような書類は別として、メールの整理やスケジュール管理、資料作成を一手に引き受け、本部とのやりとりも代行できるところはしてくれている。ありがたい限りだ。部下として優秀過ぎる。

　さらには、こうして絶妙なタイミングでお茶を出してくれ、俺に休憩を勧めてくる。よく見てくれている。できた秘書であり、できた妻だ。忙しさは変わらなくても、初子が近くにいてくれるだけで癒される部分も大きい。

「初子、ありがとう。そうだ、今日の午後から、親父さんと仙台支社の越野支店長が来るぞ」

　俺が言うと、初子はふわっと顔をほころばせた。自然な笑顔に驚く。

「はい、父から連絡をもらっています」

　本店営業部視察、研修に初子の父親と元上司の越野支店長が来ることは、初子もすでに知っている様子だ。まあ、当然か。初子は仙台に残してきた父親と妹をとても大事にしているようだ。たまに妹と電話をしているし、ふたりからの宅急便は頻繁に届く。

「あの……今日は、父たちと夕食をと思っているのですが、出かけてきてもよろしいでしょうか」

　おずおずと尋ねられ、俺は一も二もなく頷いた。

「ああ、もちろんだ。楽しんでおいで」

　俺は残念ながら接待の約束がある。まあ、俺がいない方が初子も羽を伸ばせるだろう。卑屈になっているわけではない。あまりせせこましいことを言いたくないだけだ。

「親父さんには、改めて結婚のご挨拶をしなければならないから、滞在中にどこかお時間を頂戴したいな。セッティングしてくれるか」

「はい、承知しました」

　初子は緩む頬を抑えられないといった様子だ。よほど、ふたりに会えるのが楽しみなのだろう。なんとなく面白くない。初子が淹れてくれた紅茶を飲みながらそんなことを思う。

　たとえば、俺と初子が契約期間を終え離婚を選んだとして、初子は俺を思いだしこんなふうに笑ってはくれない気がする。初子の中で明確に順位はなくとも、どう考えても俺が一番ということはなさそうだ。仮の夫なんてそんなものだろうか。

　せせこましいことを言いたくないと思いつつ、なかなか心が狭くて参ってしまう。

「連さん、越野支店長と父が到着したようです」

　初子がデスクのスマホを確認して顔を上げた。

「そうか、早いな。待機用にミーティングルームを空けてある。初子、案内してきていいぞ」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　初子はぱっと表情を明るくし、頭を下げた。それからいそいそと支店長室を出て行く。

　俺はデスクで、初子の淹れてくれた紅茶を手に仕事の続きをすべくパソコンに向かう。しかし、どうしても集中できない。

　そうだ、渉外課長に確認したいことがあったんだ。普段ならここに呼びだすが、俺が向かったって障りはない。ついでに初子の父親に挨拶をして行こう。

　階段で二階に降りると、廊下の奥のミーティングルーム前に、ちょうど初子たちの姿が見えた。一階から上がってきたばかりのようだ。

　心臓が跳ねた。

　初子が笑っている。見たこともないくらい満面の笑みだ。その笑顔は父親と越野支店長に向けられていた。話し声も聞こえるが詳細はわからない。

　一瞬気おくれしたが、俺は構わずに近づいた。

「ようこそ、おいでくださいました」

　笑顔を作って声をかけると、三人が俺の姿を見て揃って頭を下げた。

「文護院常務、この度は視察と研修へのお招きありがとうございます。そして、ご結婚おめでとうございます」

　越野支店長とは仙台支店での視察の際に食事をともにしたことがある。初子の父親が頭を下げたままで言う。

「梢でございます。ご挨拶が遅れまして申し訳ございません。娘はお役目が務まっておりますでしょうか」

「越野支店長、ご無沙汰しております。梢さん、ご挨拶もないまま初子さんをもらい受けるという粗相、誠に申し訳なく思っております」

　ふたりは俺と初子がどういう理由で一緒にいるか、叔父から聞いているはずだ。特に初子の父親の梢氏には、契約の条件が開示されている。そうでもなければ、娘をこんな形で嫁に出すことに了承する親はいないだろう。

「初子さんは仕事も完璧で、本当に良い部下です。妻としても、あれこれと気遣ってくれ、助かっていますよ」

「連さんはなんでもおひとりでできてしまうので、私はやることがないくらいなんです」

　謙遜ではなく、どうも本気でそう言っているらしい初子に、念のため付け足して言う。

「初子は自己評価が低いぞ。俺はいつも、本当に助かっている」

　でも、と口ごもる初子に、越野支店長が明るく破顔した。

「梢、いや初子くん、元気そうで安心したよ。文護院常務の下、多くのことを勉強させてもらいなさい」

「はい！」

　初子が越野支店長を見上げる。その横顔は、ものすごく無邪気で嬉しそうだ。

　初子のことは燕だとかフェレットだとか、ともかく小さな生き物だと思ってきた。しかし、今の初子は飼い主相手にしっぽをぶんぶん振っている子犬に見える。忠義と愛。そんな感情がはっきりとわかる。

　父親に会えたことも嬉しそうだが、越野支店長を見る目は女のそれにさえ思えた。越野支店長は既婚で子どももいたはずだが、もしかして初子と道ならぬ関係にあったのだろうか。そんなことまで疑わしくなってしまう。

「初子、案内が終わったら、メール対応を頼む。本部総務からコンプライアンス調査の件で連絡がきているはずだ。俺は、下で渉外課長と打ち合わせをしてから戻る」

「承知しました」

「越野支店長、梢さん、午後の視察と研修は私も顔を出します。よろしくお願いします」

　挨拶を済ませ、俺はその場を離れた。初子のはしゃいだ様子、あどけない笑顔。頭から離れない。

　初子は俺に心を許していない。夫婦になれないどころか、上司と部下の関係性としても越野支店長に及びもしない。

　こんな落ち着かない気分になるなんて、考えもしなかった。




　その晩、俺は接待で、初子は予定通りに越野支店長と父親と三人で食事に行った様子だ。どこで何を食べたとか、どんな話をしたとか、初子は聞けば話すだろう。しかし、自分から雑談をしてくるタイプでもないし、俺も強いて聞き出そうとはしなかった。

　というか、聞いたところで、この嫉妬なのか独占欲なのか、説明のつかない感情が増大するだけだと感じていた。そこで翌日も、俺は初子とは上司と部下以上の会話も接触もしなかった。せいぜい朝食を一緒に食べたくらい。

　初子は目に見えて上機嫌だ。二日目の昼食も一緒に食べに出かけていた様子。二泊三日予定の父親たちが明日帰ってしまえば、どれほどしょんぼりするだろう。そうしたら慰めてやればいいだろうか。……それもなんとなくすっきりしない。

　俺は仕事の手を止め、デスクでそんなことを考える。初子の横顔を盗み見るようにしてしまう。男らしくなくて我ながら情けない。

「連さん、父のことですが」

「ああ」

「明日の夜の新幹線で戻るそうです。その前に、食事でもいかがでしょうか」

　場をセッティングしてくれと言ったのは俺だ。確か、今晩は本部の方で研修参加者を中心に懇親会が行われると聞いた。それで明日なのだろう。

「……越野支店長は」

「お先に戻られるとおっしゃっていますが」

「越野支店長のご都合さえよければ、ご一緒にお誘いすればいい。初子には家族同然なんだろう」

　初子が照れたように微笑む。

「おこがましいことですが、支店長にはひとかたならぬご配慮をいただいていますので」

　初子は、越野支店長に好意があるのだろうか。初子の男性慣れしていないところを見ると、不倫関係だったというのは邪推のし過ぎだ。しかし、初子が淡い恋心を抱いていたとしてもなんら不思議はない。

　越野支店長はうちの叔父と同じく、初子の家族にとっては恩人。どういう経緯かわからないが、初子は深い忠誠心を抱いている。いや、ずっと一緒に働いてきた分、より越野支店長への想いは強いだろう。

　それなら、初子が離婚したがっても仕方ないことなのかもしれない。他に好きな男がいるなら、恋が叶わなくとも傍にいたいのは当然だ。そして、俺に肌を許さないのも操立てなのかもしれない。

　しかし、初子は俺の妻なのだ。さすがにそこまで他の男に懐いていると、面白くない。

「初子」

「はい、なんでしょうか」

　声をかければ、すぐに立ち上がり俺の傍に歩み寄る初子。忠犬のようでも軍人のようでもある。しかし、そこには越野支店長に見せたような親愛はない。

「今夜、夕食を一緒に食べないか？」

「……はい。お店を手配いたします。ご希望はございますか？」

　いきなりの誘いに驚きながらも対応してくる。普段、平日の夕食は帰宅時間も違うのでほとんど別だ。

「いや、……初子の手料理が食べたい」

「え……あ、はい」

　初子は戸惑った顔をしている。初子の作る食事は朝食以外食べたことがないのだから、驚いても無理はない。

「何か……食べたいものが……あれば……」

　ああ、そんなに困った顔をするな。俺は妻の手料理が食べたい気分であって、けして初子を困らせたいわけではないんだ。嫉妬しているわけでも……ないと思う。

「なんでもいいぞ。いつも味噌汁やおにぎりは美味いからな。味は期待してる」

　初子はうろうろと視線をさまよわせ、やがて小さな声で「はい」と答えた。




　意地悪をしたかったわけじゃない。しかし、すっきりしない気持ちがあったのも本当だ。初子は俺の妻なのだ。中身が伴っていなくとも、その事実は揺らがせたくない。

　二十時過ぎに帰宅すると、俺の部屋のダイニングで初子が食事を準備していた。いい香りがする。

「これは……」

「あの、肉じゃがです」

　ベタなものが用意されていたな、とダイニングテーブルを覗く。鉢に盛られた肉じゃがはとても美味しそうだ。初子がおずおずと言う。

「申し訳ありません。男性に最初に作ってあげる手料理で検索したら肉じゃがが出まして。定番過ぎるかとも思ったのですが」

　素直に告白されてしまい、俺も突っ込みに困る。「そうか」と口の中で呟くにとどめた。

　見れば初子の部屋の炊飯器が運び込まれている。味噌汁がコンロにかかっている。どうやら、自室の方で作り、俺の部屋へ運んできたらしい。茶碗を手に白米をよそおうとする初子に、声をかけた。

「今日は意外だった」

「はい、何がでしょうか」

「初子は、あんな顔で笑うんだな」

　初子が炊飯器を開けようとしたところで止まった。ゆっくりこちらを見る。

「顔……ですか？」

　俺の言う意味がわからないようで、首を傾げている。俺は少し焦れて、目をそらした。

「越野支店長の前で笑っていた初子は、子どものようだった。いや、子犬というか」

　こんなことを言ってなんになるだろう。しかし、俺の性格上、気になったことを黙っているのは難しい。

「俺は、あまり面白くないぞ。おまえが夫の俺に見せないような顔で、はしゃいでいるのは」

　子どもっぽいが、どうしても言っておきたい。

「初子は、俺にもあのくらい気を許して笑うべきだ」

　初子はきょとんとしていた。そして、おそらくは反射のレベルだったのだろう。彼女らしくない言葉が唇から飛び出した。

「連さんこそ、恭さんや真緒さんといる方が楽しそうです」

　口にしてから、初子ははっと目を見開いた。自分の言った言葉が失言だったと思ったようだ。しかし、初子には失言でも俺には貴重な言葉だ。普段巧妙に見せないでいる初子の本心の部分が、聞こえたのだから。

「初子は、恭や真緒に嫉妬しているのか？」

「身の程を弁わきまえないことを言いました。申し訳ありません。忘れてください」

　初子がまた軍人のごとくびしっと最敬礼をする。そうじゃない。そうじゃないんだ、初子。

　歩み寄った俺は、勢いよく初子の肩を掴み、顔を上げさせる。

「俺は、おまえの前では自然じゃないか？　リラックスしていないように見えたか？」

「いえ……ですが、気の置けない仲というものは一緒に過ごした時間も関係していると思います。……ですから、連さんが真緒さんや恭さんの前でずっと楽しそうにしていても、それは当然のことで……私が疎外感を味わう理由にはならず」

「その理論だと、俺はどうやっても越野支店長に勝てないじゃないか」

　嫉妬していると思われてもいい。俺は堂々と初子の目を覗き込む。まだたったふた月だけど、俺だって初子の特別になりたい。

「俺にもあんなふうに笑って見せてくれ」

「連さん」

「そうだ、一緒に笑ってみよう！」

「え？」

　初子がびっくりした顔になる。

「だって、お互いの『楽しい！』って顔を見ていないから、俺たちは今トラブルになっているんだろう？」

「いえ、トラブルとまでは……」

「お互い全力で笑ってみよう！　今この場で！　せーの」

　すると、俺の提案に初子がぷふっと吹き出した。これは、全力の笑顔ではないが、初めて見る表情だ。

「も、申し訳ありません。連さん、おかしなことをおっしゃるから……」

　初子は視線をそらしてくすくす控えめに笑っている。どうも、俺の提案がツボに入ったようだ。そんなつもりはなかったんだが。

「連さんは不思議な人です。気まずくなりそうな場面で、こんな返しをされると思いませんでした」

「だって、俺は初子に笑ってほしい」

　素直に口にすると、初子の頬に朱がのぼる。

「初子のあんな顔見たことなかった。俺にも向けてほしかった。気を使った顔ばかり見ているのは嫌なんだ」

「私、そんなに表情が変わっていましたか？」

「全然違ったぞ。普段の初子は眉毛は一文字だし、表情も硬い」

　思いあまって、初子の頬を指でつまんで外に引っ張った。

「ほら、笑え。笑ってくれ」

「連さん、いたいれふ」

　俺の強引なやり方に、初子が困ってささやかに抗議する。そして堪えきれないように笑った。それはちょっと間抜けで愛らしい笑顔だ。

「頬を引っ張ると、よりフェレットに似てるな。オコジョとか」

「らにを言ってるんれふか」

「可愛いって言ってる」

　頬を解放してやると、初子が俺をじいっと見つめてきた。

「連さん、あの誤解をしないでいただきたいのですが、越野支店長には奥様とお子様がいらっしゃいます。私が懸想するようなことはあり得ません。ですが、連さんの妻という立場にありながら、元上司とはいえ他の男性に近づき過ぎました。お許しください」

「ああ、もう！　そうじゃないんだよ、初子」

　俺は困って、初子の顔を覗き込んだ。黒くて丸い瞳に俺が映っている。この目はいつも真摯に俺を見つめているのに、俺の気持ちなんかまったく気づいてくれやしない。いいや、言ってしまえ。

「初子、キスをしないか」

「え」

「キスは許可制と言っただろう？　その許可を今、求めている」

　言葉じゃ伝わらないなら、行動するしかない。俺が初子を妻として大事にしたいということ。

　恋か愛かと言われればわからない絆だが、俺は初子を独占したいし、俺にだけ可愛らしく笑ってほしい。

　好きになってほしい。だから、俺は好意を見せる。この鈍感で初心な女性に対して、わかりやすくはっきりと。

「キス、最初のときに一方的に奪ってしまってすまなかった。キスがどういうものか教えてやる」

「いえ、もったいないことを……。私なんかにお気遣いはいりません」

「気遣いでキスなんかするか。キスはしたいときにするんだ」

　俺は初子に近づいた。唇と唇の距離は数センチ。

「初子は知るべきだ。キスを。俺の気持ちを」

　間近く見つめ合う。やがて、初子が観念したように頷いた。俺は顔を右に傾け、唇に触れるだけのキスをした。

　すぐに唇を離したのは、初子が相変わらずかちこちに固まっていたからだ。キスを終えても呆然としている初子。赤くなった頬も、照れたようにさまよう視線もけして俺を拒否しているわけではない。

「連さん、……連さんのいろんな表情、私も見たいと思っています」

　聞こえてきた初子の声はか細く震えていた。キスの緊張感が残っている。

「なるべく自然な表情でいられるよう、尽力いたします」

「尽力しなくていい。堅苦しい」

　俺は苦笑いした。

「初子を独占したい。それは夫である俺の特権だ」

　期間限定だと彼女が思うならそれでもいい。俺は俺で初子を大事にする。甘やかすし、独占する。

　こんな気持ちは初めてだ。女性はみんな、綺麗でいい香りがして、憩いのひとときをもたらしてくれる存在だと思っていた。しかし、初子に抱く気持ちはまるで違う。生々しい執着に息が詰まりそうな独占欲。

　初子が靡かないから、躍起になっているだけなのだろうか。

　どちらにしろ、初子に出会わなければ感じることがなかった感情ばかり。俺自身が戸惑っている。初子は過去の女性たちとは違う。

「さあ、初子の作ってくれた肉じゃがを食べさせてもらおうかな」

「お口に合えば幸いです。あの、うちは豚肉で作る派なんですが、連さんはいかがでしょう」

「叔母が作ってくれたのは牛肉だった気がするよ。まあ、こだわりはないんだ」

　初子は緊張の面持ちで、食卓の準備に戻る。

　振舞ってくれた肉じゃがはこっくりと甘く、箸の進む味わいだった。俺が美味い美味いとお代わりして食べるのを見て、初子は安堵の微笑みを浮かべていた。

　こんなふうに自然に笑ってくれる日を増やしていきたい。そうしたら、初子は俺と生涯をともにしてくれるだろうか。










５．愛妻にはなれません




　よく眠れなかった。私はのそのそとベッドから出て顔を洗い、パジャマ姿のままお湯を沸かした。炊きあがっていた米でおにぎりを握る。朝食準備の途中で、手早くメイクを済ませ着替える。身なりは最低限なので、短時間で済む。

　しかし、このいつもの流れの間、私の心臓はずっとドキドキしていた。

　昨夜、連さんとキスをした。入籍したばかりのときに、からかわれるようにキスされたことはあったけれど、昨晩は合意の上でキスをした。思い返すたびに頬がかっかと熱くなり居てもたってもいられないような心地になる。恥ずかしい。いたたまれない。

　連さんの唇は柔らかかった。そして、温かかった。連さんのムスクの香りが鼻孔をくすぐって、触れ合っている唇からとろりと溶けてしまいそうだった。軽いキスなのに、夢のようにロマンチックな一瞬だった。

　甘い気持ちと同時に、苦い後悔も湧きおこる。どうして、あんなことをしてしまったのだろう。

　私は連さんと男女の仲になるつもりはないのだ。所詮は仮の妻。連さんが文治銀行の次期頭取に内定すれば、私の役目は終わりだ。離婚し、文護院の籍から抜けなければならない身だ。

　ところが、連さんはそんなことを思っていない様子。

　彼は、このまま私と夫婦を続けてもいいと考えている。華やかな恋愛遍歴のある彼に、私のような地味なタイプは珍しいだろう。そこが妻として相応しい安定感に見えているなら、誤解は早々に解いた方がいい。

　私は文護院家に相応しい人間ではない。急場しのぎでは務まっても、彼の妻として並び立つことはできない。まして、文治の後継者を産む存在にはなり得ない。なってはいけない……。

　雪平鍋の中で大根がボコボコ踊っている。お湯の沸騰する音で私ははっと我に返った。朝食の準備中だった。慌てて味噌を溶き、味噌汁を完成させた。

　連さんからしたら、ほんの一回のキス。妻への愛情表現。

　いつまでも気にしていてはいけない。大丈夫、連さんだってわかってくれる。文治に、……連さんに相応しい女性は他にいると。

「連さん……、起きてこない？」

　時計を見ると、普段ならとっくに起きている時間帯だ。昨夜は仕事をしている様子だったけれど、寝坊するほど遅かっただろうか。

　一緒に暮らしてみるとわかるが、連さんは規則正しい生活を好んでいる。朝は休日でも寝坊しない。出された食事は綺麗に食べる。家で深酒はしない。健康と筋力維持のために積極的にジム通いをする。それらはすべて彼の日常で、苦痛に感じることはまったくないそうだ。

　そんな彼が、まだベッドにいるなんて体調不良だろうか。

　私は連さんの部屋のダイニングテーブルに食事を準備し、彼の寝室に近づいた。寝室のドアは少し開いていたが、覗かずにドアをノックする。

「おはようございます。連さん、起きていらっしゃいますか」

「うーん」

　声が返ってきた。

「体調、よろしくないですか？」

「んん～、ちょっと来てくれるかー？」

　間延びした声で呼ばれ、私はおそるおそる連さんの寝室に足を踏み入れる。同居以来、ハウスキーパーを断ってもらい、私が二部屋分掃除をしているけれど、寝室というプライベートスペースに踏み込むのは初めてだ。

　濃紺のカバーのかかったキングサイズのベッドに歩み寄る。身長の高い連さんには普通のシングルベッドでは狭いのだろう。布団をかぶり、横たわる連さんを覗き込んだ。

「連さん？」

　次の瞬間腕を掴まれベッドに引っ張り込まれた。

「初子、おはよう！」

　そう言って、私を胸に抱く連さん。温かな腕で包まれ、厚い胸に頬がくっつく。私は驚愕で凍りつき、すぐに正気に戻って腕から逃れようとした。しかし、体格差、腕力差、どれをとっても敵わない。

「連さん！　私はこういうことをするために！　お呼びにきたのでは！」

「あはは、そう怒るな」

「化粧が！　つきますので！　スーツも！　どうかっ！」

「ほら、離すから、落ち着け。ちょっと悪戯したくなっただけだ」

　連さんは上機嫌だ。朝から何かしようというわけではなく、単純に私を驚かせたかったらしい。その証拠にじたばたする私をすぐに解放し、自身も身体を起こす。

「初子に好いてもらおうと、昨日決めたからな。これからはもう少し積極的にいくぞ」

　にっこり笑ってそんなことを言う。好いてもらおうとは、男女としてという意味だろう。でも、今までだって充分積極的だったし、私はその都度ドキドキを必死に抑えて彼との距離を取り続けて……。ああ、これ以上なんて困る。

「連さん、お戯れもほどほどにしていただきませんと」

「初子は、俺といずれ離婚するつもりなんだろう」

　パジャマ姿で立ち上がった連さんが私を見下ろして言う。

「それは初子の権利だ。だけど、俺は離婚しない方向に持っていきたい。そのために初子の心を動かそうと決めたんだ」

　朝から爽やかに、だけどこの関係の根幹を揺るがす宣言をされ、私は目眩でくらくらした。そんなことあってはいけない。

「連さん、それは」

「おっとこんな時間だ。朝食を用意してくれたんだな。ありがとう、急いで食べよう」

　反論の余地なく、私と連さんは出社に向けて動き出すこととなった。




　その日、研修を終えた父と越野支店長は仙台に戻る前に、私と連さんと会食となった。一応、結婚の挨拶を兼ねているので、連さんが仕事相手とよく使う料亭に予約を入れてある。連さんが会議で遅れるため、私たち三人は先に座敷に揃っていた。

　父には妹へのお土産をたくさん渡した。お菓子や限定のコスメなどだ。

「文護院常務には、よくしてもらっているんだな」

　父がしみじみと言う。その表情は寂しそうでもあったけれど、安堵の方が強いように見えた。

「うん、もったいないくらい気遣ってくれるの。噂とは違って、誠実な人だよ。私と入籍したから女性とは食事にも行かないなんて言うんだもの」

「以前会ったときより、落ち着かれた感じがするよ。梢の影響もあるんじゃないか」

　越野支店長が以前のように私を呼び、言う。

「でも、親としては、初子に申し訳ない気持ちですよ」

　父が言い、越野支店長が私をじっと見た。

「梢、お役目とはいえ、人生の大事な時期を使ってしまう。嫌になったら、いつでもそう言いなさい。常務や頭取に言いづらければ、私を通してくれて構わない。不利益を被こうむらないよう、考えるから」

　ふたりは私に逃げ場を用意するつもりのようだ。こちらのことは気にせず、好きな道を選べと言ってくれている。気持ちが嬉しく、私は背筋を伸ばしふたりを見つめた。

「お父さん、越野支店長、ありがとうございます。一度お引き受けした仕事です。最後まで頑張りたいと思っています」

　断れないから引き受けたわけじゃない。私の意志で、今ここにいる。

「連さんの下でお仕事をしていると、今まで見たことのない景色が見えるようで、とても楽しい。勉強になるんです。それに、私は人間的にも未熟で、連さんの鷹揚で懐の深い性格に学ぶところが多いように思います。私が連さんの下にいたい」

「初子、無理をしていないんだな？」

　父が尋ね、私は頷いた。

「私が本店営業部にいたいと望んでいます。もし、連さんとの間に齟齬が生じ、契約妻の関係を降りると決めたら、私自身が連さんと話し合いを持ちます」

「梢はいつも控えめだったけれど、こうして自分の意思を言ってくれるようになったんだな」

　越野支店長が微笑んだ。その言葉が、成長を認められたようで嬉しい。

　足音が聞こえ、間もなく襖が開く。そこに連さんがいた。

「お待たせして申し訳ありません。はい、これお義父さん。初子の妹さんにプレゼントです。越野支店長はこちら。奥様に渡してくださいね」

　到着するなり、連さんは父と越野支店長に紙袋やら箱やらをどさどさ渡している。いつの間に用意したのだろう。

「連さん、お気遣いいりませんよ。お土産なら、私がもう」

「初子は初子で渡せばいいじゃないか。俺は会ったことのない義妹や、支店長の奥様に心ばかりの品を贈りたいだけだ。女性は尊重すべきだからな」

「そういうお考えは素敵だと思いますが」

「安心しろ、初子が気に入ったマカロンもお土産に入れてある。初子の分は冷蔵庫に入ってるから、今夜一緒に食べような。それとも明日の朝にするか？」

「どちらでもいいですけれど」

　私と連さんのやりとりを父と越野支店長は驚いたような微笑ましいような笑顔で見守っている。もしかして、私と連さん、じゃれ合っているように見えるのかしら。

「あの、これは……」

　言い訳しようにもなんと言ったらいいのか。越野支店長が楽しそうに言った。

「仲睦まじいご夫婦で安心しました」

　連さんの元にいたいって言った意味、父と支店長には恋愛的な意味で取られていたらどうしよう……。そんなつもりじゃなかったんだけど。

　私たちは和気藹あい々あいと食事をし、父と支店長は最終の新幹線で帰って行った。




　七月、私と連さんが入籍してふた月と少しが経った。

　連さんは相変わらず精力的に仕事に取り組んでいる。本部での決まったことを最初に運用するのが本店営業部なので、他の支店に先駆けて新システムの試験導入がされたり、金融商品のキャンペーンが実施されたりと慌ただしい。また一部進んでいたＩＴ化をいっきに推し進める動きは、頭取の指示だ。

　私は、連さんの下で秘書業務、サポート業務についている。妻として公の場に出ることは、真緒さんのご自宅のパーティー以来ないけれど、行内では連さんの妻として扱われ始めている。融資部の部長や、総務部の行員に「奥様」と呼ばれたときは、どうか今まで通り「梢」で呼んでほしいとお願いした。面映ゆいというより、私には不似合な肩書で呼ばれるのが少しつらい。

　連さんと私の関係は、大きく揺れ動いたわけではない。だけど、以前より連さんといる時間が増えた。たとえば休日、一緒に部屋を掃除したり、並んで読書をしたり。平日の夜、一緒にお茶を飲み、甘い物を食べたり。

　そんな同居人としてちょうどいい距離でいる。連さんは明るく好意を示し、私はそれをなるべくそっと受け流す。めげずに連さんが私に言い寄り、私はそれをぐいぐいと押し返す。

　困っている。連さんは優しくて強引だ。距離を縮めてきては、様子を窺ってくる。私が強く拒否できなければ、どんどん近づいてくる。

　いや、連さんのせいにばかりできない。私は、連さんがからかうように近づいてくるこの日々が嫌ではないのだ。

　綺麗なブラウンの瞳で見つめられ、名前を呼ばれたら、どきりとする。一度したキスが蘇り、頬が熱くなる。ふざけて髪や頬に触れられたら、意識してしまって目も合わせられない。

　彼の甘くて意地悪な態度に、いちいち過剰反応して。我ながら情けない。

　このままではいけない気がする。

　私は連さんとの日々に居心地の良さを覚えている。迫られ、口説かれ、嫌だと思えなくなっている。

　私たちは、いずれ離婚するのに。




　休日の午前中、私は自室のバスタブを無心で磨いている。二部屋を掃除している私だけれど、これがなかなか大変だ。ふたりで使うには広すぎる空間なので、使っていない部屋は最低限の掃除にしている。しかし、お風呂やトイレはお互い毎日使うものだ。こまめに綺麗にしなくてはならない。

　今日は日曜なので、私は気合いを入れて掃除していた。連さんの方は終わり。今は私の方。連さんはジムに出かけた。帰り道に美味しいパンを買ってきてくれるそうなので、昼食はそれにしようと話している。

　こうしてみるとすっかり夫婦らしくなったと思う。こんな高層マンションでセレブな暮らしの仲間入りをしているけれど、私と連さんの暮らしはシンプルでつつましいものだ。それがいっそう、ごく普通の夫婦らしさを強調する。

「どうしよう」

　つい、口からこぼれた。どうしよう。毎日が楽しい。

　連さんといると楽しい。

　幸せを感じたくない。幸せに慣れてしまいたくないのに。

　そんなことを考えていたせいだろうか。つるんと手からシャワーが滑り落ちた。あ、と思ったときには水が噴水みたいに撒き散らかされる。慌てて、ノズルを取るけれど、全身びしょぬれになってしまった。

「あーあ、私の馬鹿」

　その場でワンピースを脱いだ。無事だったショーツとキャミソール姿で、髪の毛を拭きながらバスルームから出た。着替えを取りに行こう。

「初子……ただいま」

　真横から声が聞こえ、私は弾かれたように振り向いた。リビングに連さんがいる。たった今帰ってきたという様子だ。嘘、まだ帰ってくる時間ではないはずだ。

「お、おかえりなさいませっ！」

　反射的に言葉は出たが、自分の格好を説明したものか隠したものか悩む。パニックの私に、連さんが近づいてきて、着ていた薄手のジップアップパーカーを被せてくれた。彼のサイズだと、私のヒップまで隠れる。

「水を被ったか？　驚かせて、すまん。ジムが混んでいて、早めに帰ってきてしまった」

「お見苦しいところを……すみません」

「見苦しいというか、なんというか、非常に困るよ」

「え」

　見上げると不意打ちでキスをされた。許可制では？　そんな見当違いな疑問が浮かび、すぐに消えた。きっと、連さんも止められなかったのだ。

　唇はすぐに離れる。しかし、連さんの視線は私を解放してくれない。細められた目に、険しい眉。目尻が赤い。

「我慢している身には少々刺激が強いな」

「申し訳ありません。すぐに着替え……」

　答え終わる前に抱き上げられた。ソファに運ばれ、膝の上に乗せられる。身体に絡みついた腕が私を拘束する。

「連さん……」

「初子、俺はおまえの夫として不足か？」

　肩に連さんの顔が埋まっているので、表情が見えない。だけど、声音は切なくも聞こえた。

「ずっと避けられていると不安になる」

「避けているわけでは……」

「でも、おまえは俺が頭取に決まったら、別れるつもりなんだろう？」

　改めて言葉にされ、私はかすかに息を詰めた。そうだ。そのつもりでいる。

「俺は嫌だ。せっかく、こうして会えたのに、夫婦になれたのに、おまえに惹かれているのに……」

　惹かれている？　そのひと言で、ずっと早鐘を打っている心臓がさらに暴れ出した。連さんが、私に？

「いけません。あなたに相応しい女ではございませんので」

　慌てて言う私。連さんががばっと顔を上げ、両肩を掴み、顔を覗き込んでくる。

「俺の顔は嫌いか？」

「えっ？」

「自慢じゃないが、まあまあだと思ってるぞ。今まで女性に嫌だと言われたことがない。声や顔が生理的に嫌悪をもよおすというのであれば、俺も引かざるを得ないが！」

　途端にふざけて茶化してくるのだから、この人はどこまでも優しい。強引なことをしそうになったと思っているのだろう。

　私は困って笑い、首を左右に振った。

「連さんの整ったご容貌に抗える女性は少ないと思います」

「じゃあ、初子はその数少ない女なんだな」

　連さんも苦笑いしている。

　私だって、揺れる。この人の顔だけじゃない。温かで陽気な性格、優しい気遣い、おおらかな包容力。一緒にいて居心地がいい。

「……問題は私にあります」

　この瞬間まで私は彼に自分自身の話をするつもりがまるでなかった。

　しかし、隠し立てすべきではないと思った。ここまで熱心に私を求めてくれる男性だ。今だけの関係ではなく、未来まで見据えてくれている。ただの契約妻で終わらせまいと心を砕いてくれる。

　誠意に誠意で返さないのは卑怯だ。

「私は本来、連さんのお傍に侍ることなど許されない人間です。文護院家の危急の折、お役に立てる都合のいい人材としてこの立場を受け入れました」

　私はソファに座り直し、心を決めるためにひとつ息をついて、それから彼をじっと見つめた。

「私の母は、文治銀行からお金を横領し、私たち家族を捨て当時の支店長の息子と駆け落ちしました。……私は犯罪者の娘です。そして、家族がありながら、他の男と通じる汚い女の娘です」

　連さんが唇を閉じ、私の肩から手を離した。その手は膝の上で拳になる。

「初子が俺と関係を持ちたがらない理由……結婚生活を続けたくない理由がそれか」

「はい。文護院家に相応しい血ではありません。横領した五百万円は父が自宅や土地を売却し返しましたし、駆け落ち相手がその支店長の息子でしたから、隠蔽され、刑事事件にはなりませんでした。ですが……」

　当時のことを思いだし、私はうつむいた。

　県北の海辺の小さな町で、家族四人で楽しく暮らしていた。父はその町にあった文治銀行の支店勤務、母も契約社員として隣町にある支店の窓口業務についていた。真面目な父と、地域では器量よしで有名な母。ふたりは子どもの目にも仲良さそうに、幸せそうに見えた。

　しかし母は、私たちに隠れ、地元の農協に勤める男と不倫関係になっていた。しかも、その男は父の勤め先の支店長の息子だった。男と共謀し、お金を横領したのは母。ふたりは小さな町から姿を消してしまった。

「私は小学四年生でした。妹は一年生。朝起きたら、台所が片付いていて、母の気に入りのパンプスがなくなっていました。冷蔵庫にメモが貼られていて。『元気でね』と」

　唇を噛みしめる。母のことを考えると言いようのない悔しさと悲しさを覚える。

　母の浮気相手に慰謝料を請求しない代わりに、お金を返せば事件にはしない。その町の支店長の提示した和解案を父は呑んだ。

　しかし、小さな町だ。噂は尾ひれがつき、私たち家族はあっという間に居場所を失った。

「お金は返しましたし、支店長も大事にはしなかった。それでも、父と私と妹は、地域で孤立しました。小学校では徹底的にいじめられました。物を隠され、机には家族みんなの悪口を書かれ、泥棒泥棒と罵られました。妹は学校に行けなくなって。生活用品や食品を買うのも苦労するようになりました。地域の小売店が私たち家族に商品を売ってくれなくなったんです。泥棒は店に入るな、と」

「そんな迫害を受けてきたのか？」

　連さんが怒りに顔を歪める。清廉な彼は、私の過去にまで腹をたててくれるのだ。

「狭い地域社会です。そういうこともあります。遠くの町に父と三人で買い物に行き、一週間分の食料を仕入れて帰ってくる。外を歩けば、噂話やあからさまな非難の声が聞こえてくる。幼いながらも、毎日が苦しかった。……そんな日々を救ってくれたのが、文護院頭取と越野支店長です」

　私は顔を上げる。母が消えて半年ほど経った頃、父の異動が決まったのだ。異例の県をまたいだ異動だった。

「文護院頭取は地方視察の際に事件の噂を聞きつけ、支店長にも父にも責任を問わないとおっしゃってくださいました。そして、私たち家族の窮状も調べあげ、急遽私たち家族を引越しさせました」

「叔父がそんなことを」

　連さんも初耳だったようだ。頭取は、この件を秘しておきたかったのだろう。それは連さんの立場的な問題もあり、そして私たち家族の平穏のためでもある。

「父が仙台支店に異動し、そこでの生活の面倒を見てくださったのが当時融資係の部長だった越野支店長です。地元に溶け込めるよう、様々な配慮をしてくださいました。妹は越野支店長の奥様に毎日付き添ってもらううち、ひとりで学校に行けるようになりました」

　私たちより上の学年にいた越野支店長のお子さんが、いじめられないように見張ってくれた。近所の人たちは、家事の担い手のいない我が家を助けてくれた。

「私たち親子はあの土地でようやく息を吹き返したんです」

「そうか、つらい想いをしたな」

　連さんは頷き、それから私の目をじっと見た。

「初子がどれほど仙台の土地を愛しているか、地元の人たちに愛着があるかよくわかった」

「多くの方のご厚意で、生きてこられたように思います」

「しかし、初子の心にはずっと引っかかっている。お母さんのことが」

　唇を噛みしめる。引っかかっているというより、がんじがらめにされているように思う。母の罪は私たち家族を追い詰め、母の裏切りは精神的に深い傷をつけた。

「……私は母を許せません。母の血が流れていることが苦しい。その血を受け継ぐ子を産むことも考えられません。まして、文護院の血筋に入れるなどと」

　私は連さんに向かって頭を下げる。これが私の精一杯の気持ちだ。

「お役に立ちたい一心でここにおりますが、たとえいっときでもあなたの御心をお慰めする存在にはなり得ません。どうかご容赦ください」

「俺の気持ちを正直に言うぞ。初子がいつまでも気にし続けるようなことではない。現に叔父はそう言っているんじゃないか？　おまえが不適格なら妻に推挙などしていない」

　連さんがふうと息をついた。呆れているというより、兄のような親愛を含んだ視線だ。

「以前も言ったが、初子には積み上げてきた二十六年がある。それは誰のものでもなく初子のものだ。母親は関係ない」

「ですが」

「そもそも親が何をしたかで人生を決められてたまるか。親と子は違う生物だ。生きる意味に自分でバイアスをかけるな。俺の知ってる初子は、努力家で真面目過ぎる可愛い女だぞ」

　目を伏せ、拳を握りしめる私を、連さんが優しく見つめる。

「気づけ。母親の罪に囚われ、こだわっているのは初子だけだ」

　はっと顔を上げた。一瞬にして、視界が開けた気がした。

「こだわっているのは、私だけ……」

「ああ。初子は自分で自分を罪悪感の海に沈めているんだ。自分を責めて未来を閉ざしている。おまえは何もしていないのに。おまえは本来自由なのに……」

　連さんの言葉に涙が溢れてきた。

「私は……私……」

「初子は自分で選択していいんだ。文治に忠義を尽くすこともない。明日、俺を捨てていきなり海外に自分探しの旅に出たっていいんだぞ」

　まあ、俺は嫌だけどな、と笑う。私は言葉を探すが、唇が空振りするばかりだ。涙が止まらない。

「俺も人のことは言えなかったりするよ。父親と叔父に道を作ってもらって、頭取に就こうとしている。情けない限りだ。さらには、自分より後継に相応しい人間がいると思ってる」

「何を……、連さんより相応しい人間なんていません」

「ほら、人のことだとそう言えるだろ？　でも、自分のことはなかなか評価しづらいもんだ。俺は、恭にずっと劣等感を持っている。勝てたことがないんだよ、学生時代から」

　連さんがそんなことを口にするなんて意外だった。いつも完璧で、余裕の笑顔の連さんが？

　私は恭さんについては優秀な人だと聞いているだけで、本人とわずかに喋った経験しかないので判断がつかない。連さんの対抗馬として彼を擁立しようという動きもあるとは聞いているが。

「勉強もスポーツも頑張ればそれなりにできる。だけど、俺の上にはいつも恭がいる。俺が勝つことだってあるけれど、根っこの部分で恭に一歩及ばない気がしてる。撫子を任せられるのは嬉しいが、同時に俺よりも頭取に相応しいのはあいつじゃないかって考えてしまうこともある」

　連さんは自嘲気味に笑った。こんな表情をする人だったのだ。私は明るく陽気な姿しか見ていなかったけれど、連さんにもきちんと人間らしい弱さがある。

「……私が口にするのは恐れ多いですが、連さんがそう感じていることを恭さんもまた感じているのではないでしょうか。おふたりで切磋琢磨してきたのであれば」

　連さんが私の目を見つめた。泉のように静かで透明な瞳に思えた。

「なるほど、お互い様ね」

　ぽつりと発せられた言葉。連さんの瞳は凪いでいた。

「ありがとう、初子。でも、実は俺はもう吹っ切れてるんだ。実際恭の方が優れていたとしても、俺は頭取の座を譲らないって」

　連さんが微笑んだ。それはいつもの自信に溢れた快活な笑顔だ。

「大事な人ができた。彼女にとって頼りになる大黒柱になりたいからな。迷っている場合じゃないんだ」

「あの……」

「もちろん初子のことだぞ」

　頬が熱い。涙が引っ込み、恥ずかしくてどうしようもなくなる。

「初子、俺は俺で頭取になる道を目指す。おまえは、俺や文治のことは一度横に置いて、自分がしたいことを考えた方がいい」

「連さん」

「その上で、俺といてくれるならいてほしい。出自は俺を拒否する理由にならんとわかってしまっただろう？　初子が俺の好意を拒否したかったら『タイプじゃありません』ってはっきり言うしかないんだ」

　意地悪くふふふと笑う連さんに私はとうとう声をあげて笑ってしまった。連さんは不思議な人。すごい人だ。硬くなっていた私の心を柔らかく温かくしてしまう。この人の健やかな心が私の硬い部分をとかしてくれる。

「連さんのことを、……大事に思っています」

　私は彼を見つめた。出会って三カ月と少し。今、一番素直な気持ちで、正直に彼と向き合っている。

「至らないところも多くあるかと思いますが、連さんが必要としてくださるなら、お傍に置いてください」

　連さんが腕を伸ばし、ぎゅうっと私を抱き寄せてきた。苦しい。息が詰まる。なにしろ、高身長と厚い胸板を持ったたくましい男性。私は非力で軟弱。彼がちょっとでも力を入れたら、私なんかくしゃくしゃだ。

「連さん、くる、しい、です」

「初子、それは愛の告白ととっていいんだな？」

　連さんは離してくれない。私は一生懸命背中をぱんぱん叩き、ようやく抱擁を緩めてもらうことに成功した。腕の中でおそるおそる見上げると、連さんはうろたえた赤い顔をしている。私からの返事を期待している。

「あの……、好きと言いますか……どなたとも恋愛関係になったことがないので……」

「もしかして、恋かどうか確証が持てないというヤツか！」

　元気よく聞かれてとても困ってしまう。だって、そうなんだもの。

「大事で、あなたのことをよく知りたくて、傍にいたいと思います……」

「それは、恋と言い切ってもいいんじゃないか？　うーん、でも無理強いはよくないな！」

　連さんは抱擁を解き、私の両手を握った。

「俺は初子に好意があるぞ。出会って三カ月だ。熱愛というと少し違うかもしれないが、初子が可愛くて仕方ない。他の男と仲良くしてほしくない。離婚は嫌だ。おまえの抵抗がなくなったら、キス以上のこともしたい」

　堂々と言われ、私はパンク寸前だ。ストレートなところのある人だけど、真正面から気持ちをぶつけられると戸惑ってしまう。

「キス以上をしたら、夢中になってしまいそうで怖い。初子のことばかりで、朝も昼も晩も離れられなくなってしまいそうだ。心の中で、初子のことが日増しに大きくなっているんだ」

「れ、連さん……そんな」

　彼の一生懸命な告白を、私は嬉しく思っている。そうでなければ、こんなに照れくさくていたたまれなくならないもの。

「ゆっくりでいい。俺との未来を考えてくれないか？」

「……はい」

　連さんの顔が近づいてきた。もう許可はいらない。私は目を閉じ、唇が重なるのを待った。

　軽く触れるだけのキスをして、連さんは私を抱き締めた。私たちはしばらくそうして抱き合っていた。連さんにぴたりとくっついていると、今までに感じたことのない安心感を覚える。同時にドキドキと胸が苦しくなる。安心と心拍数の上昇は反対の事象な気がするのに、不思議だ。

　これが恋というものなのだろうか。

　いや、今は彼の言葉に甘えよう。この気持ちに名前はつけない。

　連さんを素直な気持ちで見つめて、彼への感情の答えを探そう。










６．恋をしている




　初子に気持ちを伝えた。現時点での気持ちだ。

　この先も一緒にいたいという願いを、初子は以前より前向きに考えてくれるだろう。

〝恋〟と俺自身も言明しなかったのは、おそらく俺も恋愛という意味合いで女性と付き合ってこなかったからだ。今心の中で育つ感情は初子への恋。だけど、結構激しくて、ふとすると初子を強引に奪ってしまいかねない。だからこそ、今は〝好意〟程度にしておきたいのだ。彼女の心が決まるまで、重たい愛情を押し付けたくない。

　初子の過去については、実は密かに調べていた。母親が不貞の果てに逃げたということはわかったが、まさかその裏に隠された横領事件があったとは。おそらくは叔父と越野支店長が初子たちの生活を守るために情報の拡散を防いだのだろう。初子のいた東北のその小さな町は多少覚えているものもいるだろうが、今後初子や俺を脅かすようなネタにはならない。

　初子は母親の罪は自身の罪とばかりに考え、文治へは贖罪の気持ちで奉公していたのだろう。調査で見つけた写真には幼い初子とよく似た母親の姿が写っていた。初子は同性としても家族を裏切って不義の愛を取った母親を許せていない。それがあの極端な異性との距離なのだろう。

　初子と心身ともに夫婦関係を深めていくには時間が必要だ。ひとまず、後継決定即離婚の方程式は崩せていると思うので、今は俺自身の立ち位置をはっきりさせるべき。

　俺は叔父に後継者指名を早めてほしいと打診している。来年度まで待てない。文治の後継は俺だと立場を確立しておきたい。

　初子のためだけではない。もう、中途半端に自分を卑下するのはやめたくなったのだ。




　八月頭、俺は初子をデートに誘いだした。撫子と恭の結婚式は間近である。初子のドレスこそ五月に発注してあるが、靴や小物などは買い与えていないと気づいたのだ。

　何より一番の理由は、俺は結婚して三カ月、初子とデートひとつしていないと気づいたから。食事に行くことはあったが、買い物やレジャースポットに出かけるようなことはなかった。根本的なところをはずしていた気がする。女性を楽しませよう、喜ばせようというテーマの中にデートは必須だったというのに。我ながら抜けていたものだ。

「本当にそれでいいのか？」

　俺は初子の顔を覗き込んで言う。初子はにっこりと笑って頷いた。

「ええ、ドレスの色と合いますし、ちょうどいいかと」

　初子は最初に連れて行ったブランドショップでさくさくとバッグとパンプスを決めてしまった。ここは一軒目で、この後あちこち見て回るつもりだったのに。

　欲がないというか、こだわりがないというか。

　店舗を出た初子は、ブランドショッパーを抱え、嬉しそうにしている。腰を屈めて顔を覗く。買い物に時間をかけたくないのは俺に気を使っているからか？　デートとはそういうものだから気にするな、などなど言いたいことを脳内で並べていると初子が言った。

「連さんに選んでいただけたのが、嬉しいです」

　確かにこれはどうだと言ったのは俺だけれど、そんなふうに思っていたのか。途端にじんと胸が熱くなる。

「そんなに可愛いことを言うと毎日プレゼントを買うぞ」

「無駄遣いはおやめくださいね」

「初子が喜んでくれたというだけで、俺にはご褒美だ。毎日ご褒美がもらいたい」

「いけませんよ」

　唇を尖らせ、注意してくる様は小鳥みたいで可愛い。以前よりずっと気安いムードが俺と初子に流れているのは、この前の告白があったからだろう。胸の詰まりが取れたのだろうか、初子は堅苦しい表情以外にリラックスした顔を見せることが増えた。

「さて、一日かけてあちこちショップを巡るつもりだったんだが、もう決まってしまったな。この後の希望はあるか？」

「あの……東京にはまだ慣れませんので」

「お、メジャーな観光地にでも行ってみるか？」

　尋ねるとおずおずと言う。

「お散歩などいかがでしょう」

　お散歩……それは予想外だ。しかし、妻の要望とあらば喜んで案内しよう。

「では、浜はま離り宮きゅうのあたりでも散策してみるか」

　電車で移動し、浜はま離り宮きゅう恩おん賜し庭てい園えんまでやってきた。広々とした公園は都会の中のオアシス。整備された木立、遊歩道、海も近く潮の香りもする。しかし、時期が悪い。今は八月だ。

　少し歩いては自動販売機で水を買って休憩というのを繰り返す。

「初子、大丈夫か？　熱中症にならないようにな」

「はい、大丈夫です。あ、連さん、鳥ですよ。大きいですね。川かわ鵜うかな」

「うん、川鵜だな。あれも黒いが、初子のイメージはやっぱり燕だな」

　初子が持参してきた折り畳み帽子の下からじとっと俺を見る。

「あの、以前から思っていたのですが、私ってあんな感じですか？　その燕の雛という。本店営業部の軒先の巣を、春に見ましたが」

　俺は初子を見下ろした。どうやら、燕の雛という表現はお気に召さないらしい。

「雛と言っても真っ赤な口を開けて、羽毛が生えそろってないチビちゃんじゃないぞ。間もなく巣立ちの頃の雛だ。親燕より少し色が薄くて柔らかそうな毛で、顔もあどけなくて可愛いぞ。いつもダークスーツにシャツの初子は似てるなあと」

「はあ、垢ぬけないと、そういう感じですか……」

「悪い方向で取るな。あと顔だけなら、イタチ系の小動物だな」

　可愛いという意味合いはイマイチ伝わっていないようだ。

「連さんは鷹みたいな大型の猛禽類というイメージです」

　初子がふふと笑って言う。

「格好いいです」

「完全に捕食者じゃないか。初子は被捕食者」

「イメージです。食べないでくださいね」

　食べてしまいたいなんて言ったら初子はどんな顔をするのだろうか。それとも、俺のそんな言葉を待っているのだろうか。初子と過ごすと楽しい。初子もまた、とても楽しそうだ。

「連さん、あそこに見える自販機でまた飲み物を買いましょう」

「ああ、気温が高いなあ」

　俺も初子が用意してくれたキャップをかぶっているが、首筋にしたたる汗を止められない。ジムの涼しい環境で運動してかく汗と種類が違う気がする。

「地方は車で移動が多いですから。東京に来て、歩きまわる楽しさを知りました」

　初子は日差しの中、眩しく笑う。

「初子、俺がいないとき、結構散歩してるものな。皇居の周りは歩いて見たんだろう？」

「はい、いい散策になります」

「そんなに運動が好きなら、今度ジムに連れて行ってやると言っているのに。ビジター利用ができるところだぞ」

「運動とお散歩は少々違う気がします。私は、お散歩が好きです」

　そう言って、初子は伸びをした。全身から発せられる若々しい美しさ。初子は綺麗になった。最近、いっそう綺麗に。

　じっと見つめていると、初子が俺を見つめ返してくる。どうしたの？というあどけない表情に、照れくさくなってごまかすように言った。

「暑くてとろけそうだな」

「連さんも弱音をはくのですね」

　初子にしては挑発的なことを言う。見れば、少しだけ悪戯っぽい表情で笑う初子。

「いーや、俺は弱音などはかん。まだまだ元気！　ここからあの自販機までダッシュもできるぞ」

「ご無理はいけませんよ。私も走れますが」

　ローヒールのバレエシューズを履いた初子が足首を回して見せる。

「じゃあ、競争だな！」

　言うなり俺は走り出す。気配を察していた初子も走り出した。

　熱風が頬や腕をなぶる。足が土を蹴る感触が心地いい。

　当然俺が勝ったわけだが、自動販売機横の大きなぶなの木の根元で、初子は楽しそうに声をあげて笑った。息が切れているので途切れ途切れの笑い声。初子はこんなふうに笑えるのだと、最近知った。

「初子、手を繋ごう」

　買い足したペットボトルをひとつ渡し、空いた手を差し出す。

「ふふ、くっついたら暑いのではないですか？」

「いいんだよ。それに、俺が勝ったんだから言うことを聞け」

「そんな約束していませんよ」

　初子が楽しそうで、俺も嬉しい。単純なことだ。好きな女と笑い合える幸せを俺は味わっているのだ。

　初子が好き。愛でる気持ちより、とっくに恋の気持ちで見ている。

「初子」

　呼びかけたときだ。俺のスマホがポケットの中で振動をし始めた。

　取り出してみると、真緒からの着信だ。メッセージではなく電話だなんて珍しい。急用だろうか。

　初子に断って出る。

『連？』

　真緒の声がかすれている。泣いているようだ。

「どうした？　真緒」

　俺は驚いて、幼馴染の名を呼んだ。




「それで、連は初子さんを置いてきちゃったの!?」

　顔を合わせるなり、真緒に怒鳴られた。理不尽だ。俺は幼馴染が泣いているから、妻に謝って駆けつけたというのに。当の幼馴染が初子をほったらかしたことを怒っている。

「初子が行ってこいと言ってくれたんだ。真緒の様子が変だと話したら」

　真緒の自宅、応接間には俺と真緒だけだ。手伝いの女性がお茶を出したきりいなくなる。真緒のご両親も不在のようだった。真緒の目元はまだ赤く化粧が崩れているから、泣いていたことは間違いない。

「初子さんとデート中だとわかったら、呼ばなかったわ」

　真緒はふうとため息をついた。彼女は上品で賢く、昔から周囲に人の絶えない女性だが、俺や恭のように慣れた相手にはぞんざいだ。慣れた相手だからこそ、弱音をはけるのだろうが。

「それで、どうした。せっかく来たんだから話を聞くよ」

　真緒は数瞬言い淀み、それから言った。

「結婚が決まったの」

「おお、それはおめでとう」

「おめでたくないわ」

　沈鬱な表情からも、真緒にとって喜ばしいことではないと伝わってくる。

「うちのマーケティング部の部長、私よりひと回りも上よ。父が決めたの」

　真緒の父親は確かに結婚を急がせたい様子だった。俺も真緒も三十二、おそらくは早く真緒に跡継ぎを産ませたいという思惑もあるのだろう。

「性格が合えば年齢はあまり問題にならないんじゃないか？」

「そこが一番駄目なの。仕事はできるけど、嫌みで高圧的な男よ。同期を蹴落として今の役職についたの。父や私にすり寄ってくるのも、ある時期から狙っていたんじゃないかしら。私の婿の地位を」

　真緒はふうと嘆息し、冷めた紅茶を口に運ぶ。

「父は会社が大事だから、多少野心家でも仕事ができる人間に任せたいんでしょう。人間性は見ていないわ」

「娘の幸せだって願っているに違いないよ」

「優先順位をつけたら、会社と財産なのよ。自分の血が会社を支配し続けられればいい」

　それを言われると耳が痛い。文治もまた、一族経営にこだわってきた。古くさい、衰退を招くという意見を抑え込むためには、結果を出すことで強固な血縁支配をしていかなければならない。

　真緒の父親にとっては、跡継ぎ問題は優先すべきことなのだろう。ひいては真緒のためだが、娘がこれほど嫌がっていても推し進めたいものなのだろうか。

「こんなことなら、言いたいことを言っておけばよかった」

「真緒、おまえ好きな男がいるんだろう、他に」

　俺の問いに真緒がこちらを見た。驚いた表情をしている。

「連って思ったより人のこと見てるのね」

「おまえ……。友達だから気づいただけだよ。結婚の話を今までずっとスルーしてきたのも、その男のためか？」

「……部下なのよ、五つも下」

　真緒は観念したように自嘲的な笑みを見せた。

「彼も好意を持ってくれているのはわかる。だけど、私と恋仲になれば、彼こそ財産狙いだと言われかねない。まだ若い彼にそんな重荷を背負わせたくないのよ」

「それで他の男と結婚では意味がないだろう」

　答えは返ってこない。いいはずはない。だから、真緒は困って俺に電話をしてきたのだ。

「話を聞いてもらえただけでもよかったわ」

　力なく言う真緒。俺は歯がゆい気持ちになった。

「力になれることがあれば」

「連が私のために動けば、父は文治との取引をやめると言いだすわよ。連は静観していて。……結婚を先延ばしにできるよう、父と交渉してみるわ」

　そう言った真緒は、自信なさそうだった。真緒の父親、センタールートロジスティクスの横尾社長は、豪胆な人だ。真緒の意見が通るだろうか。




　結局俺はなんの方策もたてられず、お土産にクッキーを山のように持って送りだされることとなった。

「初子さんによろしく伝えて。申し訳なかったと」

　真緒は最後までそんなことを言っていた。

　帰宅すると、初子は部屋掃除をしている。掃除機の手を止め、おかえりなさいと微笑む。俺はもらったクッキーを初子に手渡した。

「真緒さんのおうちのクッキー、とても美味しいんですよね。お茶にしましょう」

　屈託なく笑う初子に頭を下げる。

「初子、すまなかった」

「真緒さんは大丈夫でしたか？」

「大丈夫ではないが、できることがないといった感じだな」

　幼馴染のピンチに何もできないとは。少々無力感に苛まれていると、初子が近づいてきた。真剣な目をしている。

「連さん、真緒さんを支えて差し上げてください」

「俺が？」

「事情は存じあげませんが、危機にお電話をしてくるなんて、真緒さんは連さんを頼りにされているのだと思います。どうか」

　俺は初子の言葉を遮った。皆まで言うなというように、初子の口元に手を持って行く。

「初子、誤解するなよ。俺と真緒は友人だ。幼馴染だ。特別な感情はない」

「ですが」

「俺の妻は初子だ。優先するのは初子。そこは絶対に違えない」

　初子が驚いた顔をする。俺は少々気まずい気持ちで視線をそらした。

「まあ、真緒本人にも叱られた。おまえをほったらかしてしまったから。すまなかったな、初子」

「いえ、私はいいんです。でも」

　真緒のことだろう。黙っていても初子は勘違いしそうなので、俺は真緒の結婚について話した。いずれ耳に入ることだし、結婚式があれば初子は俺の妻として出席することになるだろう。

「真緒さんが望んだ結婚ではないのですね」

「相手は財産狙いだからな。仕事はできるらしいし、若くして役職にもついているらしいが、真緒は嫌っている。真緒の父親が選んだそうだ」

「連さん、私に少し考えがあるのですが」

　手を口元に持って行き、考えるふうな表情をしていた初子が言う。

「考え？」

　俺は首を傾げた。初子が自ら提言してくることはほぼない。特にこういったプライベートなことは。

「そうですね、まずは一週間ほどお時間をいただきたく思います。そして、真緒さんに私からご連絡を差し上げてもよろしいでしょうか」

　俺はわけもわからず頷いた。うちの奥さんが何か企んでいる。掃除機を片付ける初子の静かなまでの横顔を眺めながら、俺は紅茶の準備を始めるのだった。




　初子が指定した期限の一週間は瞬く間に過ぎた。俺が見る限り、初子はいつも通りだった。ただ毎日定時と同時に退勤していく。帰る家は一緒だが、俺は残業や会食が入ることが多いため、帰宅が遅い。しかし、俺の帰宅と初子の帰宅はほぼ同じくらいの様子。いったい何をしているのだろう。

　一週間目の夜、真緒が我が家を訪ねてきた。ドアを開けるなり、俺にシャンパンの瓶を押し付け、「お邪魔するわ」と室内に入っていく真緒。夕食の準備をしていた初子にがばっと抱きついた。

「初子さん、ありがとう！　大成功よ！」

「真緒さん、よかったです」

　幼馴染と妻が抱き合って喜んでいる。これはいったいどうしたことだ。俺は完全に蚊帳の外状態である。

「待ってくれ、話が見えない」

「初子さんが私の婚約者の素行を暴いてくれたの」

　真緒は嬉しそうに鞄からファイルを取り出す。そこには真緒の婚約者に内定していたマーケティング部長の写真が並んでいた。女性と腕を組み歩いている姿。買い物をしている姿。他にも高級クラブに入っていく姿や、どう見ても真っ当な筋には見えない男たちと話している姿。

「これ、初子が作ったのか？」

　本職の探偵かというくらいの写真と、報告のレポートだ。初子が頷く。

「はい。仙台支社時代に、行員の内偵調査を担当していたことがありますので」

　内偵調査、それは公にはしていないが、文治では各支店で行われていることだ。金融を取り扱う銀行の常として、誘惑に駆られる行員は必ず出てくる。そこで、行員の生活態度が急に派手になっていないか、高い買い物をしていないか、また借金などがないかを調べることがあるのだ。とはいえ、同僚を疑わなければならないこともあり、進んで担当したくない行員も多いだろう。

　おそらく初子は、母親の罪に対する罪悪感から買って出ていたのではなかろうか。

「今回は真緒さんがお父様にご説明する材料だけ揃えばよかったので、一週間探ってみました。有益な情報かは真緒さんに精査してもらったので、私は行動確認と写真を揃えただけです」

「女関係が派手だというのも印象が悪いけど、この男たち、八やツつ俣また組の構成員よ」

　真緒が男たちが話している写真を指差す。八ツ俣組は指定暴力団だ。

「暴力団からの仕事をこっそり請け負って、フロント企業の名前で取引してたの。初子さんの写真から、部下に頼んで調べさせた」

「ターゲットの一足飛びの出世は、暴力団関係者との結びつきもあったのかもしれませんね」

「昭和の初期は、うちもそういった手合いと付き合いがあったみたいだけれど、今は絶対ＮＧよ。これを父に見せたら、さすがに青くなってたわ」

　それは真緒の父親も仰天しただろう。社内ではいい婿、いい後継者になれると思って見ていた男の体たらくである。

　真緒が再び初子に抱きつき、その頬にちゅっとキスをする。

「初子さん、本当に有能！　暴力団関係者の件は結婚白紙に充分な材料だったわ。さらに女をとっかえひっかえしてブランド物貢ぎまくってる写真も最高！」

「一週間でボロを出してくれて助かりました。お話が進む前にと思っておりましたので」

　得意げになるでもなく、淡々と初子は言う。

「もちろん、父は次の結婚相手を探してくると思う。だけど、もっと慎重になるだろうし、時間稼ぎにはなるわ」

　真緒がにいっと笑った。初子はほっとしたのか、頬を緩めている。

「初子、まずはありがとう。真緒のために動いてくれたんだな。でも、今後はまず俺に相談しなさい」

　一応釘を刺しておかねば。初子は見た目よりアクティブだ。まさか、真緒のために独自でここまで動くとは思わなかった。暴力団関係者にまで接近されてはたまらない。

「本職の探偵じゃないんだ。危ない目にあったら困る」

「はい、申し訳ありませんでした。以後、気をつけます」

「心配させないでくれよ。いつだって俺が駆けつけてやれるわけじゃないんだから」

　俺たちの会話を真緒がにこにこ見ていた。

「ほら、仲良し夫婦に御礼を持ってきたのよ。飲みましょう！」

　真緒はちゃっかり夕食に居座り、シャンパンを楽しんで帰って行った。真緒の憂いがなくなったことはよかった。真緒がこの先、思う相手と添えるかは彼女次第だろう。だけど、今回の件で当初真緒は後悔していた。想い人に気持ちを伝えなかったことを。この先の真緒の選択肢は広がるんじゃなかろうか。

　元気いっぱいの真緒を見送り、ドアを閉めると、俺は初子に向かい合った。

「初子、本当に驚いたよ。俺は何も動けなかったから、結果的にすごく助かった。しかし、おまえは優秀過ぎる」

「たいしたことはしていません」

「敵に回すと怖いタイプだと気づいた」

「では、敵に回さないでくださいね」

　初子が少しだけ悪戯っぽく笑う。可愛い。少しひやっとする事件ではあったが、初子の新たな一面を見るたび、俺は彼女に惹かれていく。俺だけのものにしたくなる。

「連さん」

　食器を片付けた初子が寄ってくる。

「あの、またお散歩しましょうね」

　そんなおねだりをしてくる可愛い妻に、俺はだらしなく頬を緩めてしまった。

「ああ、この前は中途半端になってしまったからな。また散歩しよう」

　そう言って、俺は許可など取らずに初子の唇にキスをした。初子は抗わず、そっと目を閉じ受け入れる。

　初子が好きだ。出会った頃とは比べ物にならないくらいに。俺は初子に恋をしている。










７．すべてあなたのもの




　八月の半ば、からりと暑い真夏日に、撫子さんと恭さんの挙式披露宴が執り行われた。都内有数のハイクラスホテルは文治銀行とは古くから付き合いのある老舗。その一番大きな広間に、大勢の招待客がひしめく。挙式の際にウエディングドレスだった撫子さんは、今は一度目のお色直しでベビーピンクのドレスに身を包んでいる。この後、色打掛も着る予定だと、一緒にドレスを選んだ私は知っている。

　披露宴はさながら大企業の集うパーティーといった様相だ。私と連さんが挙式をしていないこともあり、より盛大な式にという頭取の意向があった。

　そして、撫子さんの結婚式は、私が連さんの妻として出席する公式の場でもあった。

　この日のために用意してもらった濃紺のイブニングドレスを着て、連さんの横に立つ。肩までの髪は少しだけ短くし、スッキリとした印象になるようにした。華美なメイクは式場で施してもらったものだ。鏡を見れば、やはり母によく似ていると思うけれど、もう鏡を見たくないなどと言わない。連さんは言ってくれた。私と母親は違うのだ、と。今の私の顔が好きだと。連さんの言葉は勇気をくれる。

　それに、多少なりとも見目が良い方が連さんのためにもなるなら、厭わしくも思わない。

「撫子は満喫しているなあ」

　親族席から、雛壇の撫子さんと恭さんを見守って連さんが言う。連さんも感慨深そうだ。妹と親友の結婚式だもの。きっと、連さんは亡きご両親の分も、撫子さんの行く末を案じ責任を感じていたのだろう。今日の良き日を迎えられてよかった。

「結婚式は女性がお姫様になれる日だそうです。撫子さんはいつもお姫様のように綺麗ですけれど、今日は一段とお綺麗ですね」

　連さんが私の顔を覗き込む。いつも屈み込むようにして視線を合わせてくれるのだ。

「やはり、俺たちも式を挙げようか、初子」

「え」

「俺と叔父の都合、また撫子の式が八月だと先に決まっていたから保留にしていたけれど、結婚式はした方がいい気がする。俺も初子をお姫様にしてやりたい」

　何の臆面もなく言えてしまう彼は本当にすごい。私は照れくさい気持ちを堪え、答えた。

「いえ、私はこだわりませんので」

　連さんは私を妻に望んでくれている。後継者に決まって、私の契約上の任期が終わっても、結婚生活を続けたいと希望している。母の罪から自由になれと、自分の隣にいることに障りはないと、連さんは言う。

　それが彼の親愛の情なのは伝わってくる。熱烈な恋ではなく、縁あって家族になった私たちに存在する情愛。だけど、それが長く続く感情なのか私にはわからない。

　連さんは今まで出会ったことのないタイプだから、私に興味があるだけなのかもしれない。はたまた、純粋に責任感から言っているのかもしれない。

　どちらにしろ、私はまだ踏み込めない。

　連さんが大事。だけど、この気持ちを恋だと浮かれることがまだできない。誰かと幸せになる未来を敢えて見てこなかった私には、自分ほど信頼できない存在はないのだ。

「連、初子さん、挙式については来年で調整しようかと思っているんだが、どうだい」

　同じテーブルの頭取が声をかけてくる。

「連の後継者指名を秋の役員会で行おうと思っている」

　その話は寝耳に水だ。当初の予定では、来年度中だったはず。連さんが私の横で微笑んだ。

「お陰様で、本店営業部の達成率がよさそうでね。本部主導の企画もいくつか始動しているし、頭取は今が追い風のタイミングだと判断したんだよ。ねえ」

　連さんが私に説明してから、頭取に向かって微笑む。

「連が正式に後継者として決まったら、結婚式について考えればいいさ」

　頭取のこの口調、私が連さんと離婚する選択肢を選ばないと思っているようだ。もし、私が結婚生活にピリオドを打ち、別な支店に移りたいと言ったらどうなるのだろう。

　私は、まだ迷っている。

　連さんの優しさや好意に頼って、このまま次期頭取の妻におさまってしまっていいのか。私のような女が……。

　すると、式場のスタッフが声をかけてくる。

「新婦様のお席までお越しいただけますか？」

　呼ばれるままに撫子さんと恭さんの元へ向かう。恭さんはご両親の仕事関係の方々と話している様子。撫子さんがそっと私に手招きした。それから、目立たぬように私の手に白いブーケを手渡した。カラードレス用のブーケはテーブルにあり、これはさきほど挙式で持っていたウエディングドレス用のブーケだ。

「撫子さん？」

「初子さんにさしあげるわ」

　撫子さんが言う。私は慌てた。

「そんな……受け取れません。私は……」

「あなたがどんな道を選んでも咎めない。契約通りよ。あなたの未来は保証する。このブーケがプレッシャーになるのもわかっていて渡している」

　撫子さんは大きな瞳で私を見つめる。連さんにそっくりの綺麗な濃いブラウンの瞳だ。

「私の希望というだけなの。あなたが兄の傍にいてくれたら嬉しい。それだけ」

　私は黙り、それからブーケを受け取った。頷くことはできず、ただ「ありがとうございます」とだけ伝えた。

　大袈裟にならないように、そっと私にブーケをくれた撫子さん。席に戻る私とその手のブーケを見て、連さんが微笑む。

　みんな、私が連さんと夫婦でいることを望んでいる。契約ではなく、この先もずっと。

　受け入れてしまっていいの？

　甘えるように身をゆだねてしまっていいの？

　私にはわからない。




　挙式披露宴が終わり、私と連さんは親族控室で新郎新婦に挨拶をして引き上げることとなった。撫子さんと恭さんは明後日からハネムーンだそうだ。

「初子、こっちだ」

　連さんに呼ばれ、バンケットルームのある三階から一階に降りると、なぜか高層階用のエレベーターの前。

「ついておいで」

　言われるがままに金属製のドアを抜け付き従う。私と連さん以外は乗っていないエレベーターは二十八階に到着した。このフロアは？　ふかふかの絨毯を進んだ先には明らかに一般の客室とは違う佇まいのドア。やはりと思う。プレジデンシャルスイートだ。

「連さん」

「今日はここに泊まるぞ」

　そう言って彼がカードキーでドアを開ける。

　一歩室内に入り、私は息を呑んだ。部屋は赤い薔薇の花で埋め尽くされていた。そこかしこに活けられた花束。いったい何百本あるのだろう？　いや、何千本のレベルだ。甘くかぐわしい薔薇の香りがする。

　連さんが用意してあったであろう格別大きな薔薇の花束を私に差し出した。

「初子」

　ひざまずき、綺麗な瞳で私を射貫く。

「改めて俺とずっと一緒にいてください」

　そのときの私の気持ちを説明するのは難しかった。連さんの希望と愛情に満ちた瞳。少し照れたような笑顔。

　愛しいと思いながら、私は言葉に詰まり凍りついてしまった。

「初子……受け取ってはくれないか？」

　連さんが穏やかな声音で尋ねる。私の表情が明らかに喜び以外の感情で染まっていることに、彼だって気づいている。そして、私のこの曖昧な態度が彼を傷つけている。

「自信がないのです……」

「出自のことは関係ないと言ったぞ。叔父も撫子もおまえと俺が一緒にいることを望んでいる」

「違います……そうではなくて」

　私は唇を噛みしめた。気づいてしまう。自分の不安の正体に。

「私の不安は……あなたの心を一生惹きつけ続けられないのではないかというものです」

　言いながら涙が滲んできた。連さんとの身分差、母の行動、それらはもうただの言い訳でしかない。

「ごくごく単純で多くの人間が覚えるであろう不安です。この人と一生添い遂げられるだろうか。……連さんから、出自という言い訳を剥がされ、契約を超えたいと言われ……私に残ったのは、いつかあなたからいらないと言われる不安でした」

「初子」

「つまらない女です。なんの面白みもない。契約の中ならあなたに離婚を言い渡されてもいい。だけど、もしあなたの本当の妻になったら。……連さんに飽きられ、遠ざけられるのは耐えられない」

　彼の大きく美しい瞳を見つめた。いつからこの綺麗な瞳を愛しく思っていたのだろう。この人の瞳に映る私は、鏡を見たくなかった私じゃない。過去に囚われうつむいていた私じゃない。連さんが私を変えてくれた。

「あなたを好きになってしまいました。だから……」

　言葉は最後まで言えなかった。連さんが私を抱き寄せたのだ。豪勢な薔薇の花束が絨毯に落ち、赤い花弁が舞う。

「いつか捨てられるとつらいから、俺と深い仲になりたくない、と。それは安く見積もられたものだな」

　連さんが私の肩口でおかしそうに笑う。失礼なことを言っていると自覚はあるが、私も止められない。涙が頬をつたう。

「あなたが今までお付き合いしてきた女性たちとは違います。今は物珍しさもあるでしょうが、いずれ目が覚めます」

「なるほど、関心を引けなくなる未来しか初子には見えていないのか」

　連さんがささやき、次の瞬間私の顎を捉え、深く口づけてきた。それは、今まで何度かした軽いキスじゃない。唇と唇を深く重ね合わせ、内の粘膜を犯し合うキスだ。唇を押し開け、熱い舌が入ってくる。小さく呻く私を逃がすまいと抱き締め、連さんは甘く私を征服した。歯列を舐め上げられ、知らない感触に震えるけれど、けして嫌ではない。それどころか、熱い彼の一部が内側から私をとかす。強引ではないのに、絶対的に抗えない。

「違う未来を見せる」

　唇を離して連さんがささやいた。私はたった今まで重なっていた彼の形のいい唇を見つめ、どくどくと鳴り響く鼓動に全身を支配され、逃げることも忘れていた。

「俺がどれほど初子を好きか。初子に夢中になってしまったか。そして、この気持ちが短い期間で冷めるはずもないということを教えてやろう。不安な未来など見えなくなるくらい」

「連さん」

「好きだ、初子。疑うな」

　口の中で呟いた、かすかな「はい」という返事をキスで飲み込んで、連さんが私を抱き上げた。背の高い彼は簡単に私を横抱きにし、薔薇香る部屋を抜け隣室まで運ぶ。ベッドルームも薔薇の花でいっぱいだった。ベッドに散らされた花弁が私の髪にくっつく。それを優しくのけ、連さんが口づけてきた。

「なるべく優しくするつもりだが、痛いときは我慢するなよ」

「……はい」

「いいか？　上司と部下じゃないからな。痛いときは耐えずにやめてと言うんだ。初子は忍耐で乗り越えようとするところがある」

　思わず笑ってしまった。彼なりに私の緊張をほぐそうとしてくれているのだろう。

「……心地よければ……声を聞かせてくれ」

　耳元でささやかれ、顔も身体も熱くなる。見上げた彼も赤い顔をしている。私はおそるおそる連さんの頬に触れた。

「好きです、連さん」

　連さんが奪うように口づけてくる。私は腕を彼の広い背に回し、指先に力を込めた。




　頬にあたるシーツの感触が違う。それが目覚めの感覚だった。次に全身を強い倦怠感が襲い、筋肉痛のような痛みを覚えた。うつ伏せの姿勢でそろそろと目を開ける。あ、と思った。

　そうだ、私は連さんとこの部屋に泊まったのだ。そして、連さんのものになった。

　素肌に直接あたるシーツも、身体に残る違和感も、すべてそれだ。

　気づいてしまえば猛烈に恥ずかしくなってくる。結婚生活も三カ月以上になるというのに、こうしてふたりで迎える朝は初めて。愛された感触が残る身体に意識がいき、どうしても羞恥の感情から逃れられない。

　そうだ。連さんは？　首を巡らせるけれど、隣は空だった。身体を起こし、胸まで薄手の毛布を手繰り寄せ、室内を見渡した。

「連さん……」

　ふと心細さで胸がいっぱいになった。どこに行ってしまったのだろう。ほんの数時間前まで激しく重なり合っていた身体が、彼の温度を探している。本能的に不在が不安になる。

　すると、隣の部屋に続くドアが開いた。姿を見せたのは連さん。シャツにスラックスという昨日の礼服を着崩した姿だ。その手にはティーポットにティーソーサーがある。

　私はほおっと息をついていた。よかった、連さんだ。

「おはよう、初子。どうした？」

「いえ、連さんがいなかったので……。おはようございます」

「どこにも行かないよ。可愛い新妻を置いて」

　途端に甘く幸せな感情が心と身体を満たしていく。現金なものだ。今度は、恥ずかしくて連さんの顔が見られなくなってしまった。

　連さんはそんな私を気にするでもなく、ベッドサイドのテーブルにお茶の準備を始めた。

「アーリーモーニングティーというやつだ。朝、ベッドの中で楽しむお茶だよ」

　連さんはそう言って、紅茶を注ぐ。濃い紅色が綺麗。華やかな香りがする。

「わざわざ準備してくださったのですか？」

「夫が妻にしてあげることが多いからな。いつか大事な人にしてやりたいと思っていた」

　にっこり微笑んでから、付け足す。

「他の女性にはやったことがない。初子が初めてだ」

　嬉しくて私は頬を熱くしながら、小さく御礼を言った。紅茶を口に運ぶ。熱いお茶が冷房で冷えた身体に心地いい。

　連さんはベッドに腰かけ、私の耳元の髪をかき分け、頬に触れた。

「身体はつらくないか？　無理をさせた」

「いえ……大丈夫です」

　彼の大きな親指が頬をぷにぷにと触る。それから手が耳と髪に伸びた。私はくすぐったくて左目を眇める。

「好きだ、初子」

「連さん」

「初子が不安にならないよう、毎日言い続けよう。俺の心が変わらないと、初子が信じられるように」

　私は彼の手の甲に手を重ねた。この優しい夫を、私は疑っていたのだ。彼は誠意で私を包もうとしてくれている。

「連さん、あなたにすべてお渡しします」

　愛しい人を見つめ、誓う。

「部下として、妻として、身も心もすべてあなたのもの。あなたの命の終わるときまで、離さないでいてくださいますか？」

　連さんが頬を赤らめた。私の手からティーソーサーを取り上げ、ベッドサイドに置く。それから、深い吐息とともに抱き締めてきた。

「もちろんだ。一生離さないぞ」

　身体に直接響く連さんの声。温かな吐息。

「初子、愛してる」

　連さんがキスの雨を降らせてくる。私は抗うことなく彼を抱き締め、シーツに身体を預けた。

「私も、愛しています」

　知ったばかりの愛を、熱を欲している。それは幸せな欲求だった。




　ホテルを午前中にチェックアウトし、ラウンジで昼食を取ってから、私たちは自宅のマンションに帰った。

「初子、今日から俺の部屋で寝ないか？　ベッドも狭いわけじゃないし」

　着替えてきた連さんがそんなことを言う。まだ恥ずかしい気持ちもあるけれど、素直な気持ちを伝えたいので頷いた。

「私も連さんと一緒がいいです」

　連さんが抱き寄せてくる。そのまま髪や額にキスを落とされ、照れくさいのと心地よいのとでクラクラしてしまいそう。

「あの、お夕飯の材料を買いに行こうと思うのですが、何か食べたいものはありますか？」

　このままふたりでいると、昼日中からベッドになだれ込んでしまいそうだ。私はともかく、連さんは、今までそういった衝動を我慢してくれていたのだ。

「散歩も兼ねて俺も行くよ。考えながら買い物をしよう」

　連さんも自身の欲求を持て余しているようで、ごまかすためか言う。

「では、お散歩しましょう」

　外に出ると自然と手を繋いでいた。今更だけど、男性と手を繋いで歩くのは初めてだ。

　私たちは近くの公園を散歩し、スーパーやドラッグストアに立ち寄った。夕食はお肉を焼くことにして日用品なども買い込むと、二時間ほど経っていた。

　レジデンシャル棟の高層階用エレベーターを降り、部屋の前まで進んで、私と連さんは足を止めた。思わぬ人物がそこにいたからだ。

「撫子？　どうした」

　連さんが声をかけると、昨日の式を挙げたばかりの花嫁がぱっと顔を上げた。

「兄さん、初子さん」

　撫子さんはスーツケースを置き去りに私たちにずんずんと歩み寄ってきた。

「恭とは離婚するわ」

「は？」

　呆気に取られる私と連さんを圧倒して、撫子さんは言い切った。

「しばらく泊めて！」










８．新婚生活がままならない




　スーツケースを携えて、我が家の前に立っていたのは、昨日挙式したばかりの妹・撫子だった。呆然とする俺と初子に恭と離婚すると言い放った撫子は、現在、リビングで初子の淹れたお茶を飲んでいる。

「そのスーツケースは明日からのハネムーンのためのものではないんだな」

「ええ、ハネムーンは中止したもの」

　撫子は堂々と言い、紅茶を口に運んだ。仕草はいつも通り優雅だが、口調はツンツンとしている。

「どういうことだ。昨日式を挙げたばかりだろう」

「どういうこともこういうこともないわよ。恭とはもう無理だってわかったの」

　昨日まで幸せそうだった花嫁の発言とは思えない。一体全体何があったのやら。

　というか、どうしてうちに転がり込んでくるんだ。俺と初子はやっと気持ちを伝え合ったばかり。今日から真の新婚生活が始まると言っても過言ではないというのに。

「撫子さん、お部屋を整えますので、少々お待ちくださいね」

　初子が気を利かせて声をかける。

「ありがとう、初子さん。でも、そちらは初子さんが使っているでしょう」

　初子が使っているスペースは以前撫子が使っていた部屋だ。部屋数はあるが、ベッドがあるのは初子の寝室だけだ。

「私は、連さんのお部屋におりますので」

　初子が言った。照れもしていない。いや、内心は違うのだろう。撫子に気を使わせまいと言っているのだ。

「あら、そうだったのね。野暮なことを言ってしまったわ」

　撫子はふふふと嬉しそうに笑う。俺と初子のことはいいから、おまえはどうしたんだ、本当に。

　しかし、撫子はそれ以上語らず、部屋が整うとあっという間に引っ込んでしまった。夕食は参加し、初子と世間話ばかりしている。どうも、恭との間にあったトラブルを語るつもりはないようだ。これは困った。

【おまえの花嫁がうちにいるんだが】

　心配もしているだろうと、まずは恭に一報を入れる。すぐに返信のメッセージがスマホに入った。

【申し訳ない。彼女を泊めてくれると助かる】

　恭も詳細を語る気はなさそうだ。俺は明日事情を聞きに行く旨を伝えて、メッセージを終えた。撫子にはバレていないと思うが、俺と恭が連絡を取り合うことくらいは想定しているだろう。

　当の撫子は初子と楽しそうに談笑している。食後もいつまでもダイニングに居座っているのだ。

「新婚夫婦の邪魔はしないから安心してね」

　などと言うが、それなら早く貸している部屋に戻ればいいじゃないか。俺は初子とくっついてお茶を飲んだり、音楽を聞いたり、その他にも色々……。

　結局、撫子のお喋りは長引きシャワーを浴びると言って引っ込むまで続いた。俺と初子もそれぞれ寝る仕度をすると、もう日付は変わっていた。

　今日から初子と一緒に寝る。記念すべき初夜は昨晩で、俺としてはやっと触れられた妻に今夜も触れたい。

「初子」

　ベッドの上でキスをすると、初子の小さな両手がぴたっと俺の胸にあてがわれた。それは『そこまでです』の合図。これ以上は駄目だというのか？

「撫子さんがいらっしゃいますので」

　初子は困惑顔で言う。

「向こうの寝室とは離れてるぞ」

　必死に食い下がってみるが、初子は恥ずかしそうにうつむいた。

「それでも……気になると言いますか……」

　昨晩結ばれたばかりだ。そういったこと自体に慣れていないせいか、過剰に気にしているということもあるだろう。

　それは仕方ない。乗り気になれない妻を組み敷くわけにはいかない。

　しかし、これが毎晩となると少々つらい。

　一刻も早く、撫子と恭の仲違いを収めなければならないだろう。俺と初子の幸せな新婚生活のためにも。




　翌日、俺は万難を排し終業後に恭を訪ねた。ふたりの新居は汐しお留どめの高層マンションにある。本来なら今日からハネムーンだったので、恭は休みを取っている。連絡し、尋ねると、恭は広々とした室内を掃除をしていた様子だった。ワイパー型のモップを手に玄関に迎えに出てきた。

「巻き込んですまないな、連」

　恭はなんとも言えない顔をしている。俺は首を振り、土産のビールを手渡した。

「いや、家族のことだ」

「ありがとう、お義兄様」

「それ、やめろ」

　俺は顔をしかめて、恭を小突いた。部屋は綺麗に片付いていたが、恭自身が荷造りをしていたり、この部屋を出ようとしている雰囲気はなかった。

「一日、やることがなくて家事をしていたよ」

　恭は特段落ち込んでいる様子も見えない。

　俺が持ってきたビールを開け、グラスに注ぎ、冷蔵庫からサラダとサーモンやタコの入ったマリネを出してくる。恭はつまみなどを自分で作るのが好きだ。料理が好きというわけではないそうで、あくまで自分で楽しむため、つまみを作るくらいらしい。

　独身時代はデリや外食ばかりだった俺からすると、充分すごいと思う。

「撫子の癇癪だが」

　俺が切り出すと、恭は首を振る。

「ああ、あれは癇癪じゃない」

「じゃあ、いったいどうした。おまえたちが喧嘩とは。初めてじゃないか？」

「初めてだから、決定的とも言えるな」

　恭はふうと嘆息した。俺は少々不安になる。離婚だと昨日息巻いていた撫子が浮かぶ。恭も同じ気持ちなのだろうか。

「撫子は何も言わない。何があったか教えてくれるか？」

「はは。新婚家庭に居座られちゃ困るものな」

　恭は嫌みで言っているわけではなさそうだ。まあ、俺としては実際問題そうなんだが。

「俺が悪いよ。彼女を傷つけた」

「傷つけたって、浮気とかじゃないだろうな。一応妹なんで、事と次第によっては、俺も怒るぞ」

　俺の言葉に恭が苦笑いする。

「最初に撫子との婚約を持ちかけられたのは俺が文治銀行に入行が決まり、彼女が高校生のときだったな」

「ああ、叔父が話しに行った」

　イギリスのプライマリースクールで出会い、日本の高校で再会し、俺たちはずっと友人だった。そこにはいつも五つ下の撫子がいた。幼馴染の真緒が女子だったこともあり、撫子は年が離れていても、俺たちの輪に入りたがった。そして、自然と恭に恋をしていった。撫子にとって、恭は初恋の人だろう。

「正直、その頃は撫子のことを妹としか見られなかったんだ。連の妹だったし、五つも下だ」

「叔父の手前断れなかったから婚約したのか？」

「まるっきり否定できない。ただ、俺も恋愛に熱心な方じゃなかった。むしろ、連の妹なら気心も知れているし、将来を決めてしまってもいいかと思った。まあ、文治の後継者候補の話を持ちかけられたときは、ぎょっとしたけど」

　俺はグラスを傾け、ビールを口に含む。

「もしかして、撫子にそのことを話したのか？」

　恭が困ったように笑い、頷いた。

「ああ、結婚式の後に。あの頃、撫子に恋をしていたわけじゃなかった、と。だけど、一緒に過ごすうちにきみに惹かれた。今は撫子を誰よりも愛してるって」

　俺は深く嘆息した。なるほど、それが撫子を傷つけたという経緯か。

「黙っているのがフェアじゃないと思ったなら、馬鹿正直過ぎるぞ。おまえらしくないな」

　頭が切れ、戦略的に勉強も仕事もこなしてきた恭が、言わなくてもいいことを告白して撫子の不興を買うとは。

「何十年も一緒にいるんだ。少しでも後ろ暗く感じることは、包み隠さずに話しておきたい。スタートが恋じゃなかったということは、俺にとっては問題じゃなくても撫子にとっては問題になると思ったんだ」

　それだけ撫子を大事に思ってくれているのだろう。兄としては嬉しいことだ。黙っていれば、撫子はずっと恋愛感情で繋がったと思い続け、疑問も持たなかっただろう。つまりは、こだわっているのは恭の方。恭は撫子に誠意を見せたかったのだ。

「撫子も馬鹿だな。最初から、恭に愛されて婚約したと思っていたなら、とんだ思い上がりだ。恭ほど女子にモテまくっていた男が、わざわざ小娘を選ぶはずがないだろうに」

「モテまくっていたのくだりは、言わなくていいな」

　恭が苦笑いするので、俺も笑った。

「最初は恋じゃなくても、一緒にいるうちに恋に落ちるなんて、普通のことなのにな。むしろ、その方が信頼できるじゃないか。お互いのいろんな面を見ながら、気持ちが寄り添っていくんだから」

「それは連の実体験か？」

　恭に尋ねられ、気恥ずかしいような心地ではあったが頷いた。

「初子に夢中になってしまってね。恋とは恐ろしいよ。あんな始まり方だったのに、今じゃ初子のことばかり考えている。俺は三十二年生きてきて、真っ当に恋をしてこなかったんだなあと痛感している」

「女性が絶えなかったプレイボーイの言葉とは思えないな」

「だから、何度も言うが、俺から誘ったことはないぞ」

　そこで俺たちはまた笑った。恭の正直な告白に撫子がショックを受けたとして、きっと冷静に考えればわかることなのだ。どんな始まりでも大事なのは今。恭が撫子を愛し、ともにいたいと願うことこそが未来に繋がる愛情だ。

「面倒な妹ですまないが、改めて好きだと伝えてやってくれ。あいつは、恭が叔父の命令で自分と結婚したのだと思ってるんだろう。まったく、十年も付き合って何を今更という感じだな」

「マリッジブルーもあったのかもしれない。俺も言うタイミングが悪かった。撫子とこれからも一緒にいたいと伝えるよ」

　明日の日中に撫子を迎えに行くと言う恭と別れ、俺は帰路についた。

　初子と俺も、普通に生きていたら出会わなかった。様々な事情や思惑が絡み合って、俺と初子の縁が繋がった。今はそれに感謝したい。

　帰宅すると、初子と撫子、さらに真緒までが家に集っていた。俺のいない間に、我が家で女子会か？

「兄さん、見て見て」

　女子三人がじゃーんと見せてくれたのはデコレーションケーキだ。

「作ったのか？」

「そうなの。食べたいねって話してたら、初子さんが作ったことがあるって言うから」

「三人で材料買いに行って作ったのよねえ」

　楽しそうで何より。俺としては、初子が妹や幼馴染と仲良くやれていることは嬉しい。しかし、俺は撫子と恭の復縁のために尽力していたんだがな……。

「これはね、お祝いのケーキなのよ」

　撫子が威張って言う。

「お祝い？」

　俺が尋ね返すと、初子がおずおずと言った。

「連さんのお傍に、この先も一緒にいたいというお話をしまして……。そのお祝いだと」

　赤くなる初子。俺の頬もかーっと熱くなる。それを撫子と真緒がにまにまして見守っている。

「私、知らなかったわ。初子さんと連、契約で結婚したのね。あんまりお似合いだから信じられなかった」

　真緒がからかいたそうな声音で言う。

「兄さんは最初っから初子さんに本気よ。お膳立てしたのは私と叔父様なんだから、もっと感謝してほしいわ」

　撫子が言うので、俺は苛立ちと照れ隠しで顔をしかめた。

「俺は恭と話してきたぞ。こっちこそ感謝してほしいくらいだ。明日には迎えが来るから、逃げ回らずにきちんと話せ」

「余計なお世話」

　子どものようにぶっとふくれる撫子を初子が気遣って言う。

「さ、せっかく作ったんですから食べましょう」

　そう言って紅茶を淹れにキッチンへ向かう。俺はふと気づいて尋ねた。

「ところで、夕飯は」

「あ」

　女子三人が同時に口を開けた。どうやら、ケーキ作りに夢中で夕食のことは考えていなかったらしい。

　その晩の夕食は四人でケーキを四分の一ずつ食べ、熱い紅茶を飲むというお茶会みたいなものになったのだった。




　翌日、撫子は恭の元へ帰って行った。

【鍵はポストへ入れておきます】というメッセージがスマホに入り、恭からも御礼のメッセージがきた。ふたりは上手くいったようだ。

　盛大に痴話喧嘩に巻き込まれてしまったが、これで今夜から初子とふたりきり。ようやく、誰の目も憚らず色々できる！

　仕事中にそんなことは言わないが、心中期待してしまう。初子といると、ついつい子どものような気持ちになる。

「連さん、今夜は榮西グループの」

「ああ、ＣＥＯと食事だ。夕飯は作らなくていいぞ」

　言葉を切って、初子を見つめた。視線で気づいてほしい。俺がどうしたいか。

「なるべく早く帰るから」

「……会食もお仕事ですよ」

　初子は俺の言わんとしていることがわかるようで、困った顔で目を伏せた。恥じらいの滲む表情がまた可愛い。

「いいんだ。あちらも愛妻家で有名だ。長くお引き留めすることはできない」

　初子が口の中で小さく「もう」と呟くのが見え、その頬が赤くなる。仕事中なのに、そんな顔をされたら抱き締めたくなってしまう。ぐっと堪えたところで、初子のスマホがデスクの上で振動していることに気づいた。

「なんでしょう、妹です」

　初子が液晶を見つめて言う。妹とは仲がいいようで、たまに通話しているのは知っているが、普段は休日や平日の夜だ。平日の昼間にかけてくることは珍しい。

「急用だとまずい。出たらどうだ」

「はい、ありがとうございます」

　電話に出た初子はしばらく相槌を打っていた。その表情がさっと強張る。何かあったのだろうか。

　通話を終えた初子は青い顔をしている。

「初子、どうした？」

「いえ、たいしたことでは」

「その顔色で言うことか？　それとも俺には聞かれたくないことか？」

　夫婦とはいえ、プライバシーもある。気になるが、無理強いはできない。初子は数瞬黙り、心を決めたのか口を開いた。

「母が……妹を訪ねてきたそうです」

　初子の母。初子が小学生のときに、文治銀行から金を横領して逃げたという。

「私にも会いたいと……」

　初子は困惑したように言い、それからうつむいた。

　会ってやればいい。そう言いかけてやめた。初子に凄まじい感情の渦が見えた。その大半が怒りであることを、俺は理解しているつもりだ。

「初子が決めるといい」

　俺はそう言うことしかできなかった。




　初子の妹からの連絡があって、数日。初子はどこか浮かない顔をしている。俺も新妻とべったり幸せな新婚生活とはいかず、初子を見守るスタンスでいる。夜も欲望をぐっと抑え込んで、初子を抱き締める程度にとどめ、一緒に眠っている。

　母親と会うのかどうするかは初子が決めるべきであり、俺が助言することではない。そもそも、仙台の妹のところに連絡と接触があったという状況。初子から母親に連絡はできないのだろうか。それとも連絡先を妹経由でもらっているのだろうか。そのあたりも、俺は聞かないようにしている。

　腫れものを触るようにはしたくないが、初子の沈鬱な表情を見ると、刺激をせずに初子の中で昇華できるまで待ってやりたいのだ。

「梢さん、お客様がお見えですよ。アポイントがありましたか？」

　その日の午前中、突如総務から来客を告げられ、初子は顔色をなくした。当然アポイントはなく、初子を訪ねてくる外部の人間はいないはずだ。

「すみませんが、心当たりがないです」

　答えた初子の声は震えていた。総務の行員が戸惑った顔をする。俺は代わりに応えた。

「俺が出るよ」

「連さん」

　初子が厳しい声をあげる。総務の行員を持ち場に返して、俺は立ち上がった。

「連さん、駄目です。会う必要はありません」

「初子は会わなくてもいい。俺が初子と会えない旨を伝えてくる。初子の御母堂は、俺の義母だ」

「もう縁を切った人間です。あなたには会わせたくない」

　初子の口調はいつになくきつい。

「どうせ、金の無心でしょう。泥棒なんですから」

「いくら、嫌な感情があっても、想像で人を貶おとしめてはいけないぞ。待っていなさい」

　俺が出て行こうとすると、初子がはしっと袖を掴んだ。

「私が話します。……連さんは」

「では、隣にいるよ」

　初子は渋々といった様子で頷いた。初子の表情は余裕のないもので、痛々しいほどだ。

　第二応接に通したと聞いていたので、ふたりで二階に降りる。

「お待たせしました」

　俺はわざと明るく言いながら、ドアを開けた。初子も一緒に入る。

　ソファに座っていた中年の女性が立ち上がり、振り向いた。

　ひと目でわかった。間違いない、初子の母親だ。造作がよく似ている。初子の方が少々丸顔で童顔に見えるので、輪郭や骨格は違うのだろう。それにしてもよく似ていた。

「初子」

　彼女の口から娘の名がこぼれる。表情が泣き出しそうに歪む。

「おかえりください」

　初子は厳然と言い放った。ただのひと言も会話する気はないと言わんばかりに、直立の姿勢で母親を見つめる。

「お話しすることはございません」

「初子……」

　彼女はそれ以上発することができなかった。能面のごとき初子の無表情をしばし見つめ、それから諦めたようにうなだれた。俺に深々と礼をし、彼女は応接を出て行った。

　俺と初子は応接に残された。初子はうつむき、黙っている。その肩が震えている。

「初子、これでよかったのか」

「……はい」

　ぎりと奥歯を噛みしめる音が聞こえた。感情を堪える強い音だ。

「いいんです。あの人を、私の家族と文護院家に関わらせるのは絶対にいけないことです」

「そうか、では戻ろう」

　俺は初子の肩を抱き、応接を出る。階段のところで思いだしたように言う。

「渉外から、営業活動報告書をもらい忘れていた。先に戻っていてくれ」

「それでしたら私が」

「まだ、下に彼女がいたら嫌だろう。先に行っていなさい」

　俺は初子を押し出すように階段を上らせ、自分は一階に降りた。足早に支店内を抜け、外へ出る。大通りをメトロの入り口に向かって歩く背中を見つけた。

「すみません」

　俺は声をかける。初子の母親が弾かれたように振り向いた。

「ご連絡先を。今日の午後にでもお時間をいただけませんか」

「は、はい」

　初子の母親がスマホを取り出した。

　午後、俺は外出の合間を縫って、初子の母親と待ち合わせた。東京駅の近くのホテルのラウンジだ。念のため、文治銀行とは逆方向にしておいた。

　ロビーを通り過ぎると、広く開けたティールームがある。丸テーブルが並び、大きな窓からはホテル自慢のイングリッシュガーデンが臨める落ち着いた空間だ。

「遅くなりまして、すみません」

　初子の母親は先に来て待っていた。

「文護院連です。本店営業部支店長をしております。お聞き及びのことかと思いますが、五月に初子さんと入籍しました」

「あ、柴しば又また好よし江えと申します。初子の……母です」

　お義母さんと、呼ぶのは初子の心情的にどうだろう。名前で呼んだ方がよさそうだ。

「柴又さん、初子にお話があるのですね。彼女は、あなたにあまりいい印象がないようなんです。できたら、そっとしておいてほしい」

「当然だと思います。あの子を……家族を捨てて逃げたのは私ですから」

　柴又好江はうつむいている。

　放っておいてはほしいが、彼女には言いたいことがあって、初子の元へ来たのだろう。

「美雪さんのところへ行ったと聞きましたが」

「はい。美雪と……。お金の話をしてきました」

　おや、と思った。初子の言葉が蘇る。母親は金の無心をしにきたに違いないと、初子は言っていた。やはりそういう事情だろうか。しかし、彼女の身なりは地味だが、金銭的に困窮している様子は見えない。

「あの子たちが小学生の時分、私は文治銀行からお金を盗んで駆け落ちしました。その金額を、元夫が弁済して示談にしたことを聞いたのはずっと後で、その頃には私も駆け落ち相手と別れていました」

「今、お住まいは」

「北関東の……。男と別れてから、工場で働いて、そこで知り合った男性と結婚しました。今、十歳になる娘がいます」

　俺は嘆息する。

「話を戻しますが、初子にどんなお話があって、お越しになったんですか？」

　彼女の目をじっと見る。真意を探るように。

「俺は初子を大事に思っています。彼女が傷つくようなことなら、あなたを近づかせるわけにはいかない」

「……ひと目」

　柴又好江はうつむき、吐き出すように言った。

「ひと目、姿が見たかった。謝りたかったんです」

　それは完全なる自己満足だろう。十数年前に裏切った家族に謝りたい。罪悪感を薄めたい。自分に余裕ができ、ようやく思いいたったというところだろうか。浅はかで、自己中心的だ。

「美雪に会ったとき、あの子はひどく怒っていて、……私の顔も覚えていないからもう会いにくるなと」

「だから、顔を覚えていそうな初子に会いにきたのですか？　その分、彼女の憎しみは深いですよ」

　俺は歯に衣着せずに言った。淡い期待は、午前中の再会で打ち砕かれているはずだ。

「わかっています。自分勝手な考えだということも」

　柴又好江は顔を歪めた。

「娘を育てながら、初子と美雪を思いだしました。何度も会いに行こうと思って、でも自分の罪を思うと行けませんでした。責められるのが怖かった。今の夫に正直に話す勇気が出たのも、本当に最近のことなんです」

　彼女の苦しげに寄せられた眉。目元は本当に初子に似ている。初子は何度、自分の中に憎い母の影を見ただろう。それが初子の心を縛ってきた。幸せになってはいけない、と。

「夫が、初子と美雪の父親にお金の弁済を申し出たいと言ってくれました。少し土地を持っている人なので、それを売る算段もつけてくれました。これで、謝りに行けるだろう、と」

　なるほど、お金の話というのはそのことか。

　無心ではなく、弁済。美雪さんから初子にどう伝わっているかわからない。

「ご主人に。聞いていると、本当に人に頼ってばかりですよ。あなたは」

「おっしゃる通りです。手ぶらで謝りに行き、責められる勇気すらない。今頃顔を見せて、初子をどれほど傷つけるかもわかっているんです。でも……」

　彼女は言葉を切った。初子によく似た瞳からぽろりと涙がこぼれ落ちる。

「大きくなった初子に会いたかったんです。言葉を交わしたかった」

「俺は初子とあなたを会わせたくありません。ですが、初子にとってはあなたと会うことは必要なことかもしれません」

　初子が傷つき悲しい想いをするなら、親子の対面なんて必要ない。しかし、母親への憎しみはまだ初子の心に巣食っている。俺が救いたいのは初子ただひとり。その一助となるなら。

「明日の夜、このラウンジに初子を連れてきます。そこでお話しなさってください」

「ありがとうございます。本当にありがとうございます」

　柴又好江は何度も頭を下げた。涙がテーブルに落ち、クロスに丸い染みを作っていた。




　母親と会わないか。

　相談は夜に切り出した。早めに仕事を切り上げ、家に戻り、ふたりで夕食を取った後だ。初子の淹れてくれたお茶を飲みながら何気なく語りかける。

「初子のお母さんに会ってきた」

　初子からは沈黙しか返ってこない。部下としての忠誠心の名残でどんなときも返事をする初子なのに。シンクに洗い物を下げ、そのまま戻らないのだ。

「初子」

「……はい、聞いています」

　ようやく聞こえた返事は動揺を押し隠したものだ。

「明日の夕方、仕事が終わった後に、もう一度会ってみないか」

「今日すでに会いました」

　初子は断ち切るように言った。

「話はしてないだろう。追い返しただけで」

「話すことはないので、問題ありません」

　頑なな言葉を口にし、初子はこちらを見ない。

「初子に会いたいと話していたよ。正直に言えば、俺は会わなくてもいいと思う。会わせたくないとも。初子が嫌な想いをするだろうと思うから」

　キッチンの初子は黙っている。横顔が硬い。

「だけど、会わずに終われば、初子が後悔するんじゃないかとも思う」

「後悔なんて……するはずがありません」

「そうだろうか。母親に直接怒鳴ってやれる機会はもう巡ってこないかもしれないぞ」

　初子がぴくりと肩を揺らした。

「親父さんが文治に返した五百万を弁済する準備をしているそうだ」

「美雪から聞いています。てっきり方便だと思いましたが、本当なんですね」

「謝罪の気持ちは間違いなくある。俺も同行するから、一度だけ会ってみないか」

　おそらく俺の勧めだからだろう。随分長い沈黙の後、初子は頷いた。

　ようやくこちらを見た瞳は鬱屈とした困惑をたたえていた。可哀想なことをしているだろうか。いや、初子の心のためにもきっと必要なことだ。俺は自分に言い聞かせる。




　翌日、終業後早々に俺は初子とともに昨日と同じホテルのラウンジにやってきた。真夏の夕暮れはまだ明るく、ティールームに差し込む日差しは柔らかなオレンジ色。白いクロスのかかった丸いテーブルも椅子も、すべて温かな夕焼けに染まっている。

　昨日と同じ奥まった席に、柴又好江はいた。姿を見つけた瞬間、隣の初子が息を呑むのがわかる。

「初子」

　彼女が立ち上がり、俺にお辞儀をしてから初子の名を呼んだ。

「本当に立派になって」

　初子は黙っていた。駆け寄りたそうにしている柴又好江を、失礼にならない程度に手で制し、俺は初子を席に着かせた。初子の顔色はずっと悪い。

「ずっとあなたに謝りたいと思っていた」

　彼女はそう言って話しだした。家を出てどうしていたか。どれほど申し訳ないと思っていたか。初子たちのことを考えないときはなかったという言葉に、初子が唇を噛みしめるのが見えた。それは感極まった表情ではない。苦痛と怒りを押し殺したものだ。

　やはり、再会は失敗だっただろうか。初子の心を掻き乱すだけで終わってしまうのだろうか。

「見てほしいの。あなたと半分血の繋がった妹になるのよ。〝みう〟と言うの」

　柴又好江がスマホを差し出す。そこに写っているのは小学生くらいの女児だ。初子によく似ている。おそらく並んだら、誰もが姉妹だと言うだろう。

　初子の表情が初めて揺れた。幼い、自分と瓜二つの妹の姿は、さすがに平静ではいられないようだ。しかし、言葉は出てこない。

　母親の謝罪と今の生活の報告を聞く間、初子はじっと黙り、相槌も打たなかった。人形のように押し黙り硬直する初子。俺はふたりに対して助け船を出そうか悩んだ。引き合わせたのは俺だ。

「初子の姿を見られてよかった」

　十分にも満たない一方的な語りの後、柴又好江が言った。彼女もまた、初子の様子にこれ以上はいけないと思ったのだろう。初子を傷つけていると。

「結婚おめでとうね、幸せに」

「私は……」

　初子が初めて口を開いた。長らく黙っていたせいか初子の声はかすれていた。

「あなたをもう母親とは思っていません。許すことはできないし、父にも妹にもこれ以上関わってほしくない。お金の件は美雪がやりとりを引き受けるそうですが、それきりにしてください」

　低い声に怒りはなかった。ただただ静かだった。

「連さんにも文治銀行にも関わらないでください。私もあなたのご家族に関わることはありません。こちらから連絡することは絶対にありません」

「ええ……わかったわ」

　柴又好江は何度も小さく頷いた。初子の態度に傷ついているだろうが、傷ついたと表明することも彼女にはできないだろう。

「もうお会いすることもないでしょう」

　初子は言い切り、それからやっと母親の顔を真っ直ぐに見据えた。

「どうか、いつまでもお元気で」

　語尾が引っかかり、消えた。そのたったひと言が初子の母親への愛情だった。

　別な道を選んだ母、憎み恨んだ母。それでも、子は容易に親を嫌いになれないのだろう。

「初子も元気で。旦那様と仲良くね」

　そう言って、柴又好江はぽろぽろと落涙した。初子が立ち上がる。

　俺は一礼し、チェックを済ませて初子を追った。初子はロビーにいた。ティールームからは見えない位置だ。

「帰ろう、初子」

「はい」

「夕食は俺が作ろう。焼きそばなんてどうだ？」

「はい」

　初子は黙って俺の後をついてくる。その手を強引に握った。ぐんぐんと歩くと、歩幅が違うので初子は小走りのようになる。それでいい。早くここから連れ出してやりたい。

「連さんのおかげで、母と話せました。ありがとうございました」

「嫌ではなかったか？」

「いえ、私には必要なことでした」

　マンションまでは歩ける距離だが、今日はさっさとタクシーを拾い自宅を目指す。タクシーを降り、マンションのエントランスに来た時点で、初子の双眸からは滝のように涙がこぼれていた。

「初子、泣くな」

「はい、申し訳ありません」

　鼻声が返ってくる。俺は高層階用のエレベーターを待ちながら、彼女の顔を見ずに言った。

「前言撤回、泣いていいぞ」

「……いえ」

「これは俺の見解だけど」

　言葉を切って、彼女の腰を抱いた。

「初子がずっとずっとお母さんを憎んできたのは、お母さんを忘れないためだと思うよ」

　初子が顔を上げた。信じられないという表情をしている。俺は少し笑った。

「愛と憎しみは表裏一体だと言う。初子は愛情深いから、お母さんの罪を勝手に背負うだけじゃなく、恨むことでお母さんの記憶を鮮明にし続けてきたんだ。でもな、もういいんだ」

　反対の手で初子の頭をかき抱き、胸に引き寄せた。

「初子はもう誰も憎まなくていい。俺が隣にいるから、寂しくないぞ」

　初子の瞳からどっと新たな涙の粒が溢れた。

「私は……ずっと寂しかったんですね」

　しゃくりあげる声は子どものようだ。

「ずっとずっと、母に捨てられた子どものままだったんですね。寂しかったと、気づくこともできずに……！」

　俺は無人のエレベーターホールで、初子を抱き締めた。母親に捨てられたとき、初子はまだ小学生だった。ダメージの大きい父を支え、妹を守り、学校や地域の迫害に耐えねばならなかった。初子は寂しいと言いそびれていたのだ。悲しいと言わずに、罪の意識だけを育てて大人になってしまった。

　本当は母親のことが大好きなひとりの女の子だったのに。

「俺がいる」

「……連さん！」

「初子の中にいる小学生の初子に伝えてくれ。もう大丈夫だと、ひとりで頑張らなくていいと」

　初子が俺にすがりつき、大きな声で泣き出した。こんな初子を見たことがなかった。俺は愛しい妻を崩れ落ちないように支える。

「幸せにするよ、初子。なんの不安もない幸福な人生を俺が保証する。絶対だ」

　俺の誓いに初子が肩を震わせた。










９．病める時も健やかなる時もですね、承知しました




「お姉ちゃん、ちょっと痩せた？」

　私の髪の毛をアップスタイルにまとめながら、妹の美雪が鏡越しに私を見て言う。

「痩せたかなあ？」

「痩せてるよ。うわ、羨ましい。っていうか、もともと細いんだから勘弁して」

　美雪はわざとらしく、憎しみを込めて髪の毛をぐいぐい引っ張る。痛い痛い。確かに美雪のボリュームのある身体と比べたら少々貧相だけど、そこまで目立って痩せただろうか。最近忙しかったせいか、ちょっと食欲が落ちているからそのせいか……。

「美雪、上手だね」

　私は鏡の中の変身した自分を見て、感嘆の声をあげた。白いドレスにアップスタイル、メイクもばっちり美雪に施してもらった。

「本職ですから」

　美雪は威張って言う。彼女は地元の繁盛店で美容師をしている。

　今は長い巻き髪をアップにし、オレンジ色のドレスを着ているので、私と並ぶと対照的で面白い。姉妹だけど、私たちは体形も顔立ちもあまり似ていない。身長も美雪の方が少し大きい。

「っていうか、今日は私もお招きいただいちゃって嬉しいなあ。ドレスも小物もお義兄さん持ちだなんて申し訳ないよ」

「それはご招待だからいいのよ」

　私はそう言って、美雪のドレスの襟を直した。

「マナーとかうるさくない？」

「大丈夫。立食形式だし、お喋りしたりするのがメインのパーティーだから」

　美雪を窓辺に誘い、今まさに準備中の庭園を見せる。ホテルの中庭ではガーデンパーティーの準備が着々と進んでいる。

　秋も深まった美しい日、今日は文治銀行の次期頭取決定をお祝いするパーティーだ。




　夏が終わってすぐに、頭取は連さんを文治銀行の後継者として正式に指名した。ここ数年の本店営業部の目標達成率、収益の増大から、当然の結果と言える。古参幹部は連さんが結婚して夜遊びをしなくなり落ち着いたと評価していたらしいけれど、それは印象操作のレベル。結局のところ、連さん持前の能力と人柄で引き寄せた結果に過ぎない。本店営業部のＡＩ化を進め、フィンテック企業と共同で新しい金融サービスも開発中だ。

　毎日身を粉にして働き成果をあげる連さんに、対抗馬を立てようと躍起になっていた一派も黙らざるを得なくなっていた。役員会で正式に内定した後は、一転静かなものだ。

　対抗馬に立てられそうになっていた恭さん曰く、『勝ち目がない闘いは挑まずに、定年まで安定したポジションにいられる方が大事って気づいたんだろう』とのこと。それだけ、連さんの立場は圧倒的ということだ。

　次期頭取として内定した連さん。そして、今日は連さんの後継者内定お祝いである。

　本店営業部の行員は契約社員に至るまですべて招かれ、私の家族や越野支店長も奥様と仙台から呼ばれている。会場は撫子さんたちが式を挙げたホテルのパーティー用の中庭を借りて、盛大なガーデンパーティーをしようと計画してきた。ガーデンパーティーにしたのは、連さんの希望。野外でピクニックみたいな明るく気楽な会にしたいそうだ。

「それにしても、お姉ちゃんすごい人のところにお嫁に行っちゃったわね」

　窓の外を眺めながら、美雪がしみじみ言う。だいぶ今更な感想だ。

「お義兄さんって、噂と違ってすごく紳士だし、びっくりするくらいイケメンだし。しかも、挨拶しただけでわかるけど、お姉ちゃんのこと大好きじゃない。どうなってるの？　最初、契約で一時的な結婚って話じゃなかったの？」

「私もそのつもりだったんだけど……」

　言いながら照れてしまう。

「連さんのこと、好きになってしまったから……」

「はあ、恋愛する気ゼロだったお姉ちゃんの言葉とは思えない。恋って女を変えるのね」

　私よりよほど恋愛経験の豊富な美雪は、姉の変貌が信じられない様子だ。私自身も信じられないとは思っている。

「表情もどうなってるのよ。幸せオーラでまくり。緩みっぱなし」

「だって、嬉しいんだもの。大事な人が念願の立場を手に入れて、今日はお祝い。こんなに嬉しいことはないわ」

　私はにっこり笑って、妹を見つめた。

「いろんな意味で勉強になったから、東京に来てよかった」

「確かに、そうねえ。あ、お姉ちゃん」

　思いだしたように美雪が目を見開き、鞄から私に封書を取り出してきた。

「あの人とお金の件、全部済んだから」

　あの人とは母のことだ。美雪が引き受けてくれ、横領金額を父に返す手続きが終わったのだ。

「これは？」

「私たちの父親違いの妹の写真。これだけ、持っててほしいってさ。相変わらず、自分勝手だよね。自己満じゃん」

　美雪が口を尖らせ不満げに言う。私は封筒を開けてみる。スマホであのとき見たのとは別の妹の写真が入っていた。小学校中学年くらいだろうか。〝みう〟と言ったっけ。私と美雪の名前の一番上の字からつけたなら、今のご主人への配慮がなさ過ぎて笑ってしまう。母はどこまでも勝手な人だ。だけど、私と美雪を、このみうと同じくらい愛していたことは間違いないのだろう。

「この子に罪はないからね。もらっておいてあげましょう」

「まあね、お姉ちゃんにすごく似てるし、私も写真捨てらんないわ」

　そう言って私たちは少し笑った。




「初子さん、綺麗よ～！」

「可愛いわ、可憐だわ！」

　庭園に出て、誰より先に私をつかまえたのは撫子さんと真緒さんだ。お姉様ふたりは、今日のお祝いパーティーに大はりきりだった。

　なお、今回の私の仕度は、美雪というプロがいるので、お手伝いを頼まなかった。その分私の変身を楽しみにしてくれていた様子。

「美雪さん、さすが美容師さん。アップスタイルの作り方がお上手ねえ」

「メイクもドレスにぴったり。上品なのに華やかだわ」

「美雪さんは初子さんの三つ下だったかしら？　また違った雰囲気の可愛らしさね。お肌はやっぱり綺麗よ」

「四人並んで写真を撮りましょう。私たち四姉妹って感じじゃない？」

　撫子さんと真緒さんの勢いのあるトークに、美雪が押されている。大丈夫よ、美雪。私も最初、そうだったから。

「ほらほら、かしましいぞ。おまえたち」

　私たちに声をかけてきたのは連さんだ。

　私は息を呑んだ。連さんがものすごく格好よかったからだ。オールバックにあげた髪、シルバーの式典用のスーツ、整った顔立ちは普段よりもキラキラと輝いて見える。

「俺の奥さんは、うん、綺麗だ。世界で一番美しいな。女神のようだ」

　そう言って笑う連さんの方が、私には綺麗に見える。世界で一番、綺麗で格好いい私の旦那様だ。

「連さん、あの……」

「ん？　なんだ」

「すごく……」

　素敵だと言いたいのに、恥ずかしくて詰まってしまう。

「兄さん、そろそろね」

　不意に撫子さんが言い、私は首を傾げた。今まさにパーティーが始まるタイミングとは思っているけれど、なんだかニュアンスが違う。

　美雪が「お姉ちゃん、ちょっと失礼」と私の肩を引いた。

　ばさっとかぶせられたのは……ヴェール？　美雪は手早く私の頭にヴェールを装着し、次に連さんの胸元に百合のブートニアを飾る。

　呆気に取られている私に、撫子さんと真緒さんが大きな百合のブーケを持ってきた。

　そこで私ははっと自分の出で立ちを見直した。この白いドレス……撫子さんが用意してくれたものだけれど、以前ウエディングサロンで着たものとよく似ていない？

「れ、連さん!?」

　私は横の夫を見上げた。連さんがにっと子どものように無邪気に笑う。

「今日まで気づかないでくれてありがとう。そう、今日はサプライズウエディングパーティーです。俺と初子の！」

　次の瞬間、私と連さんめがけてフラワーシャワーが舞い散った。

「おめでとう！」

「おめでとうございます！」

　招待客がみんな、私と連さんを見て花を宙に振り撒く。盛大な拍手と歓声。ああ、よく見たら、父と越野支店長の傍には仙台支店の同僚たち、お世話になった地域の人たちの姿もある。みんなみんな、私と連さんのために集まってくれたの？

　目が熱くなり、鼻がじんと痛い。気づけば私は大粒の涙をこぼしていた。せっかく美雪に綺麗にメイクしてもらったのに、涙が溢れてきて頬もドレスの胸元も濡れてしまう。

「初子は感情豊かになったなあ」

　連さんが私の腰を抱き、みんなに笑顔を見せながら言う。

「あなたと……いるからです……」

「それは光栄。俺が初子を変えたってことでいいかな」

「はい、あなたは私を丸ごと変えてしまいました」

　幸せで嬉しくて、涙が止まらない。ずっと、自分の人生は優先順位の低いものだった。幸せになってはいけない存在だと、勝手に思ってきた。

　連さんと出会い、隣で大事にされて、私は自分の人生を価値あるものだと思えるようになった。未来を信じることができた。

「俺も初子に変えられちゃったからなあ」

「私は、なんの作用もしていません」

「恋を教えてくれたよ」

　連さんは悪戯っぽく笑い、涙で顔を真っ赤にする私の頬にキスをして、みんなに向き直った。

「ありがとうございます！　それでは私たちの結婚式、始めますのでよろしくお願いしますねー！」




　明るく陽気な式だった。たくさん笑い、食べて、喋って、時間を忘れた。指輪の交換や誓いのキス、ケーキ入刀やファーストバイトという挙式披露宴で行われるイベントはひと通り行われたけれど、堅苦しくなく笑いの絶えない式だった。

　父と越野支店長は嬉し泣きをして、支店長の奥様に落ち着きなさいと叱られていた。私を古くから知る地元の人たちはかわるがわる写真を撮りにきて、みんなも喜んで泣いてくれた。

　撫子さんと何枚も写真を撮って、恭さんと連さんはお祝いだと学生みたいな勢いでシャンパンを飲み比べていた。真緒さんがこっそり、想い人を紹介してくれた。私よりひとつ上の部下の男性は、以前の真緒さん結婚阻止の御礼を言い、自分が彼女を幸せにすると約束してくれた。

　文護院頭取ご夫妻も、本店営業部の行員たちも、本部の役員たちも、よく笑い喋って楽しそう。

　美雪と抱き合って泣いたとき、私はようやく自分の荷物をここでひとつ下ろせるような気がした。美雪がいつか好きな人を見つけ、その人と将来を誓い合う日がきたら、またひとつ荷物を下ろせるのだろう。

「幸せだなあ」

　連さんが私の横で言った。招待客とかわるがわる写真を撮り、お話をする合間、ふとふたりきりで見つめ合う。

「もっと対外的なお式の方がよかったのではないですか？」

「それは撫子のときにやったしな。それに、次期頭取内定のパーティーは改めて計画するから、安心しろ」

　きっと、私の縁者を招きたくてこういった温かい内輪の式を計画してくれたのだろう。サプライズにしたのも、私に遠慮させないため。連さんはどこまでも優しい。

「私こそ、幸せです。連さんの妻になれました。書類上ではない、本物の妻に」

　私は明るい笑い声の満ちる庭園を眺め、数瞬迷った。それから、おもいきって連さんの耳に唇を寄せる。

「連さん」

「お？　なんだなんだ？」

　内緒話の気配に、背の高い連さんが屈む。私は一度きゅっと唇を噛みしめ、それから言った。

「お腹に、赤ちゃんがいます」

　連さんが固まる。面白いほどぴたっと固まった表情が、次の瞬間ぶわっと興奮に染まった。そして場に連さんの絶叫が迸ほとばしった。

「えええええ!?」

「しぃー！　連さん、しいです。まだ、大々的に言える時期ではないので！」

「いや、え、ああ、うん、でも！」

　連さんの顔は真っ赤だ。言葉に詰まり、それから私のことを勢いよく抱き上げた。小柄な私は軽々と子どものように連さんに抱き上げられてしまう。

「連さん！　ちょっと、駄目です！」

「初子！　やった！　ありがとう！」

　感極まった連さんは顔をくしゃくしゃにしていた。涙の滲む彼の目元に指をあてがって、私は笑った。心の底からの笑顔で。




（了）
















特別書き下ろし番外編










それから五カ月




　びゅうと強い風が吹き、私のワンピースの裾をはためかせていった。見上げれば随分高いところを鳶が飛んでいる。青い空を旋回する姿は美しい。

「初子は屈まなくていい。俺がやる」

　手伝おうと腰を屈めると連さんに手で制されてしまった。過保護だ。仕方なく私は、お供えの花の準備を始める。連さんは濡れた布で墓石を拭き、ひしゃくの水で流した。墓石は綺麗に磨かれ、水を照り返して光っている。

　隣県の山間に、広大な土地を有した墓地はあった。風の強いよく晴れた日曜、私は連さんのご両親のお墓参りに来ていた。

　早くご挨拶にと思いながら、連さんの頭取内定と私の妊娠発覚が重なったため、来るのが遅くなってしまった。私は現在妊娠八カ月目だ。

「風が冷たい。初子は温かくしていてくれよ」

「大丈夫ですよ、連さん。今日はかなり温かい格好できました」

　連さんからプレゼントされたもこもこのコートは三月には暑いくらいだけれど、心配性の彼のために今日は着用してきた。

　整備されたお墓に花を手向け、お線香を上げる。ふたり並んで手を合わせた。直接お会いすることはできなかったご両親に、私は誓う。連さんの妻として彼を支えていきます。連さんの赤ちゃんを無事に産み、健康に大きく育てます。

　先に顔を上げたようで、連さんが私の腰を抱いた。私も顔を上げ、彼を見つめる。

「父さん、母さん、妻の初子です。連れてくるのが遅くなってすみません」

　連さんは墓石に向かい、はっきり声に出して言った。お彼岸のシーズンより少し早く、文護院家の墓地周辺には私たちしかいない。連さんは目の前にご両親がいるかのように言った。

「初子は思いやりがあって、頭もよく行動力のある女性です。何より可愛い。素晴らしい女性を選んだでしょう」

　手放しに褒めるので、私は腰を抱かれた格好で照れてしまった。連さんのご両親以外聞いていなくても、言葉にされると恥ずかしい。

「もうじき、父さんと母さんの孫も産まれます。叔父さん夫妻も喜んでくれている。どうか、母子ともに健康に出産を迎えられるよう、父さんと母さんも見守っていてください」

　私は横で墓石に向かって頭を下げた。さっき、心の中で誓ったことを改めて言葉にする。

「連さんの妻の初子と申します。連さんに相応しい、文護院家に相応しい人間になれるよう頑張ります。不束者ではございますが、よろしくお願いいたします」

「相変わらず硬いな、初子。返事はないんだし、もう少しフランクでもいいだろ」

「初めてのご挨拶ですから、ここは型通りに」

「そういうところ、好きだけどな」

　連さんがにっと笑った。こんな朗らかで心の綺麗な人を育てたご両親に会ってみたかった。

　私は子どもを産むことで、ご両親の血も次に繋いでいけるのだ。それはとても嬉しく誇らしいことに思えた。




　私たちはお墓参りを終え、連さんの車に戻った。墓前でご挨拶できたことに、充足感を覚えていた。

「疲れてはいないか？」

「はい」

「じゃあ、予定通り食事に行こう」

　車はなめらかに滑り出し、墓地の敷地を下っていく。少し走ると海岸線に出る。目的のリストランテはまだ先だ。私の体調が悪くなければ、食事をして帰ろうと約束していたのだ。

　ここ最近、連さんは多忙だ。

　妊娠後期の私が仕事をセーブしているため、補佐しきれない部分がある。しかし、彼は私に負担をかけないよう気遣い、今日もお墓参りを兼ねたデートに連れ出してくれたのだ。赤ちゃんが産まれてからも、彼が多忙の合間に育児に勤いそしむ姿が、今から想像できる。私の旦那様はとても優しいのだ。

「実は、父のことはあまり覚えていないんだよな」

　連さんがフロントガラスを見つめたまま言った。

「亡くなられたのは小学生のときでしたよね」

「ああ、もともと持病があったんだが、忙しい生活で心臓が弱ってしまったようだ。俺と母と撫子は母方の親戚を頼って、イギリスの学校に行っていたけれど、慌てて帰国してね、そのときにはもう危篤状態だった。最後に言葉も交わせなかったよ」

　若くして文治銀行の頭取を務めあげた連さんのお父さんは、妻子を残し、道半ばでこの世を去らなければならなかったのだ。それはどれほど悔しく悲しいことだろう。そして、早くに父親を亡くした連さんもまた、心細く寂しい思いをしたに違いない。

「とにかく忙しい人だったから、幼い頃は思い出がない。物心ついたときは離れて暮らしていたからなぁ。だから、実はちょっと不安でもある。俺は父親としての役割を果たせるかなって」

「父親としての役割ですか？」

「単純に〝いいパパ〟になれるかなってこと」

　そう言って、ちらりと私の大きくなったお腹に視線を送る。

「多忙を理由に子どもに関わらないってことはしたくない。子どものためにはなるべく時間を作りたいと思ってる。だけど、上手く接することができるか不安だよ」

　連さんの横顔は苦笑いだ。そうか。連さんも連さんなりに不安な気持ちがあるのだ。

　何に対しても前向きで意欲的な連さん。そんな彼だって、父親になるのは初めてなのだ。実のお父さんのことをよく覚えていなくて、手本にできるものもない。

「そのままの連さんでいいと思います」

　私は思い切って答えた。彼を勇気づけたい。

「だって、連さんはお父様を尊敬しているでしょう？　あまり接点が多くなかったかもしれないですけれど、連さんはお父様の背中を見て育ったんです。言葉にしなくても、伝わったものはきっとあると思います」

「……ああ、父のことは尊敬してるよ」

　それに、と私は付け足して、微笑んだ。

「連さんは明るくて楽しい方なので、子どもに好かれると思いますよ。人間力があります。私のような気難しい女まで手懐けてしまったんですから」

　私の言葉に連さんがわずかに黙り、それから声を出して笑った。そんなにウケるとは思わなかったので、途端に頬が熱くなる。

「確かに初子は少々手ごわかったなあ」

「もう、自分で言ってなんですが、そこまで笑われると恥ずかしいです」

「自信喪失しそうになったよ。全然好きになってもらえなくて」

「そんなことありません。同居し始めた頃からちゃんとドキドキしてました」

　彼に出会わなければ、私は何も知らなかった。誰かを愛しく思うことも、自分の未来を望んでいいことも、気づかないまま一生ひとりでいたと思う。今のお腹の中で育ってくれている愛しい存在に会えたのも連さんのおかげ。

「産まれてくる子は、きっと連さんのことが大好きになりますよ。私みたいに」

「嬉しいことを言ってくれるなあ。初子は俺のことが好き？」

「今更、何を。大好きです。愛してます」

「俺も初子が大好きだ」

　軽口でこんなふうに言い合える日々が嬉しい。大事にしていきたい。あとちょっとで私とこの人の間に小さな赤ちゃんが加わる。私たちの愛の結晶。待ち遠しい。

　車がリストランテの駐車場に入る。停車させると、連さんがシートベルトをはずし、私に向き直った。

　そのまま手を私のお腹に当てた。大事そうに摩さすってくれる。

「本当に愛しい。早く会いたいな」

「そうですね。連さんは赤ちゃんに夢中になってしまいそうです」

「ちゃんと初子にも夢中だよ」

　私たちは見つめ合い、どちらともなくキスをした。唇を離すと、連さんが抱き寄せてくる。

「たまに甘えさせてもらいますね」

「毎日でも甘えてほしいから、俺は積極的に初子を甘やかしにいくよ」

　優しい言葉とキスを嬉しく思いながら、私は彼を見上げた。大好きな人と歩んで行く未来はどんなものになるだろう。

　つらいことや悲しいことがあっても、きっとこの太陽のように明るい人が照らしてくれる。彼の光がいつまでも輝かしくあれるよう、支えになって生きていこう。




　私が連さんによく似た男の子を出産したのはふた月後。

　朗らかな日差し注ぐ春の日のことだった。




〈了〉










あとがき
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　本作は超真面目で堅物、根っからの部下気質な女子が、正反対というくらい華やかで明るい男性に愛されるお話となっております。ふたりが距離を縮め、それぞれ恋を自覚していく過程は、書いていてとても楽しかったです。

　またヒロイン・初子には、乗り越えなければならない問題もあり、彼女の心の成長もひとつのテーマになっています。愛されることを知り、自分の人生に価値を見出せるようになっていく初子。女の子の成長は何パターン書いても楽しいですね！　恋愛模様を描くより好きかもしれません。

　そんな初子相手に奮闘してくれたヒーローの連は、素直でちょっと変わり者で、愛情深い男性です。彼女の心をほぐし、包んでくれました。連はこの先も初子を大事に愛してくれるんだろうなと思います。書いていくほどに魅力的な男性になったように思い、作者としては嬉しい限りでした。

　最後になりましたが、本書を書籍化するにあたりお世話になった皆様に御礼申し上げます。

　艶やかに色っぽい連と、あどけなく愛らしい初子を描いてくださったイラストレーターの浅島ヨシユキ様、ありがとうございました。デザイナーの稲葉様、ありがとうございました。

　担当の篠原様、本作のヒーローがさらに魅力的になったのは篠原様のおかげです。ありがとうございました。またぜひお仕事をご一緒したいです。

　最後の最後になりますが、ベリーズカフェで応援してくださる読者様、本書をお手に取ってくださった読者様、本当にありがとうございました。皆様のおかげでお話を作り続けられます。昨年から文章のお仕事を増やし、大変だなと感じることもありますが、喜んでくださる読者様のことを想像すると元気が湧いてきます。もっともっと書きたいと思えます。

　新しいお話をたくさん生みだせるよう頑張りますね。次回作でお会いできますように。
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